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　まだ国家という概がい念ねんが確立せず、従って明確な国境線というものが存在していない彼かの時代においては、互たがいの勢力圏けんの境界は自然物によって区切られることも多かった。

　例えば山さん塊かい。

　あるいは、そこを越こえる峠とうげ。

　または河か川せんや湖こ沼しよう。

　大きな渓けい谷こくの場合もある。

　だが、それらはあくまで目安でしかなく、越えたら直ちに領土侵しん犯ぱんというわけではないのだ。

　その手の地域には耕地になるような肥ひ沃よくな土地もなく住む人もいないから、守っても、かける費用に見合うだけの収入がないわけで、わざわざ守る意味はなかった。

　そこに鉱物資源が眠ねむっているかもしれない。

　開かい墾こんで耕地を増やせるかもしれない。

　そんな希望が出てくるのは、科学力が上がり技術力が高まった、もっと後の時代の話。

　この時代の支配領域──領土ではない──とは、基本的に都市のことである。

　従って為い政せい者しやが為なすべきことは、支配している都市の守備と、都市を結ぶ生命線であるところの街道の確保だった。

　当時の戦争は、だから基本的には都市の取り合いであり、都市を奪うばったか奪われたかが勝敗の分かれ目となった。

　我々の意識だと、軍隊が国境線を越えて相手国の領土に侵入する（される）のが戦争で、その勝敗は野戦において決せられると思いがちだが、ロムニア帝てい国こくの時代はそうではなかったのだということには留意しておきたい。

　だからこそ、帝都の持つ意味は大きかった。

　政治の機能する場所としてだけでなく、帝王の座する場所という象しよう徴ちようとしての意味合いも帝都にはあった。

　極論すれば、帝都を支配しない限り第二代皇こう帝ていだと周囲から認められないのだ。

　昔の内乱では猫ねこも杓しやく子しも帝都（国都）を目指したのには立派な理由があったのである。

　ロムニア帝国の後こう継けい者しや争いの局面でも同様だった。

　ビルダバルダスのような特とく殊しゆで希け有うな例外を除けば、サイファカールにしてもチチェリアーナにしても、ミラニエゥスにしてもミコノス兄弟にしてもロキシーヌにしても、帝都を占せん領りよう支配することが第二代皇帝として即そく位いを宣言するための最低条件だった。

　逆に言えば、皇太子や宰さい相しようにとって、帝都は絶対に失ってはならない場所だった。

　皇太子以外の後継者候補の戦略は、帝都を目指し、帝都を占領支配することであり、皇太子側の戦略は、帝都を目指してきた者たちを撃げき退たいし、帝都を守り抜ぬくことである。

　ここからは帝都を視野に入れた攻こう防ぼう戦せんが激化していくことになる。
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「ステラステラを僕が引き取れって？」

　サイファカールがそう確かく認にんすると、先ほどまで使者を引見していたフレイヤが頷うなずいた。

「さようであります、皇子様。使者が言うには『ステラステラ様をお返しするのに合わせ、もう一度、サイファカール殿でん下かに折り入ってご相談がある』のだそうであります」

「『相談』の内容は聞いた？」

　今度はフレイヤ、申し訳なさそうな顔で首を横に振ふった。

「いいえ。その件については『サイファカール殿下に直接お話ししたい』との一点張りでありまして」

「そうか。ならば僕が直じかに会って聞くしかないね」

「申し訳ございません」

　サイファカールの手を煩わずらわせることになったのが本当に申し訳ないらしく、フレイヤは悄しよう然ぜんとした様子で頭を下げた。

「気にすることはないよ、フレイヤ。使者の、というよりレムリガス将軍の、それが元々の狙ねらいなんだろう。『僕に会って話をしてこい』と厳命されているんだよ。だから使者が君に明かさなかったのは当然だ」

　つまりサイファカールは、フレイヤに非はないと言ってくれているのだ。

「あ、ありがとうございます！」

　フレイヤは感激の面おも持もちで頭を下げた。

「相変わらず大げさだね、フレイヤは」

　と笑いながら、しかしサイファカールは内心で首を捻ひねる。

（このあいだ話したばかりなのに、なんだろうな。ミラニエゥスの兄貴の手勢に関して、何か新しいことがわかったのかな）

　さすがのサイファカールも、第三皇子ミラニエゥス配下のセフィールドによって唆そそのかされたレムリガス将軍が自分を陥おとしいれようとしているとは、まったく疑っていなかった。




　　　　２




　レムリガスが送って寄よ越こした使者を改めて引見したサイファカールは、使者から、レムリガスがミラニエゥス勢から誘さそわれ、その対応に困っていることを聞かされた。

「すでにミラニエゥス殿下の部隊の先さき駆がけはリエンツェ州に入っているのでございます。そこで、ミラニエゥス殿下のお誘いにどう対応するべきかをサイファカール殿下にご相談したい、というのがレムリガスのお願いでございます」

　そう言って平へい伏ふくした使者は、

「これがレムリガスの親書でございます」

　と言って恭うやうやしく文書を差し出した。

　サイファカールが文書を開くと、そこにはミラニエゥス勢への対応に困っているというレムリガスの心境が切せつ々せつと書き連ねてあった。

（ここで将軍の要よう請せいを断ったら、最悪、将軍をミラニエゥス側へと押しやることにもなりかねない）

　一読したサイファカールはそう考えた。

　何より、ステラステラの解放とセットになっている以上、断ることはできない。

　断ればステラステラを見捨てたことになってしまう。

　と同時に、レムリガス将軍も見捨てたと取られてしまう。

　そこまで考えずとも、サイファカールに軽かろんじられたと思えば、レムリガス将軍がミラニエゥスの下もとへ走る公算は大きかった。

　サイファカールとしては、それだけは避さけなくてはならない。

　将軍の申し出はじつに巧こう妙みようだった。

　つまりそれは、セフィールドの策が巧妙だったということにほかならない。

　サイファカールは使者に向かって、

「承知した、と将軍に伝えてくれ」

　と応こたえた。

（それにしても）

　サイファカールは半ば呆あきれ、半ば驚おどろいていた。

（ミラニエゥスの兄貴、予想以上に早いな）

　もっともミラニエゥスにこんな果断な決断ができるはずもないから、ミラニエゥス勢の素す早ばやい動きは皇子の臣下の果断な決断の結果に他ほかならない。

　サイファカールが呆れ驚いたのは、ミラニエゥスの臣下が予想以上に優ゆう秀しゆうで有能なことを知ったからだ。

（これは……少し用心しないとならないかもね）

　サイファカールはそう思ったのだが、セフィールドがすでにレムリガスと話をつけているという事態にまでは思い到らなかった。

　皇こう帝てい薨こう去きよの直後から各地に使者を遣つかわして情勢を探さぐっていたサイファカールだが、ミラニエゥスの下もとへ送った使者は、その多くが州都に留め置かれ、正確な情報を持ち帰った者がほとんどいなかったのが痛かった。

　ミラニエゥスは──というより彼の臣下は──皇帝薨去の報に接するや否いなや、決起して皇太子から帝国を奪うことを決意して動き出していたのだ。

　機を見るに敏びん。

　その言葉は、ミラニエゥスを支える三人の重臣たちにこそ相応ふさわしかった。

　帝国の北の果てにいながら後継者争いに加われたのは、有能な家臣たちの果断な決断によるところが大きい。

　今のところ、その素早い動きはサイファカールの読みをも凌りよう駕がしている。

　サイファカールは、レムリガス将軍は自分の陣じん営えいに取り込めたと思っている。

　少なくとも他の陣営に取られる虞おそれはなくなったと思っている。

　このときのサイファカールを、慎しん重ちようさが足りないと批判することはできるだろう。

　だが、少なくともレムリガスは敵には回らないという彼の判断は、彼が置かれた立場からすると、それほど間ま違ちがっているとは言えないはずである。

　結果論でものを言うのは簡単だが、結果だけを見るのではなく、そのときの状じよう況きようを加味して評価するという態度が、歴史を学ぶ上で大事なことだと筆者は思うのである。




　ともあれとにもかくにも。

　サイファカールは「ミラニエゥス勢への対応策を共に図はかっていただきたい」というレムリガスの要請に応じて指定の場所へ出向くことになった。

　もちろん、レムリガスとの話し合いだけでなく、囚とらわれの身同然だったステラステラを貰もらい受けることも、彼の決断に大きな影えい響きようを与あたえていたのは間違いない。

　サイファカールが出向くのは、アンブロウ州の中西部地域にあるローデントの街だ。

　その街が、レムリガスが支配した地域の東とう端たんに位置するのである。

　サイファカールに来てもらいたいと言う以上、皇子の支配地域にいちばん近い街を会見場にするのは、レムリガス側からすれば当然の配はい慮りよではあった。
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　さて、サイファカールを誘おびき出す餌えさとしてレムリガスに使われたステラステラだが。

　もちろん本人は将軍の思おも惑わくなどこれっぽっちも知らない。

　ようやく解放されサイファカールの下へ戻もどれると安あん堵どした彼女は、身み支じ度たくを整えるために入浴しているところだった。

　浴場は大きめで、湯船は十人近い人間が一度に浸つかれるほどの広さだった。

　大理石の壁かべに開いた穴からお湯が湯船に流れ落ちている。

　お湯は熱くもなく温ぬるくもなく、ちょうどいい温度に保たれている。

　湯気が立ちこめる中、浴よく槽そうに張られた透とう明めいなお湯に体を沈しずめているステラステラだが、少しもくつろげていなかった。

　むしろ身の危険を感じるほどだった。

　何しろ彼女を見張るためにミモーネも一いつ緒しよに入浴しているのだから。

　ステラステラが裸はだかなら──眼鏡もしていない──彼女もまた裸である。

　風ふ呂ろに入っているのだから二人とも裸なのは当然といえば当然だが。

　そして人質であるステラステラを見張るためにミモーネが浴場まで従ついてくることも、これまた当然といえば当然だが。

　先ほどから自分に注がれたままのミモーネの熱い視線に、どうにも落ち着かない気分になるステラステラだった。

「あの、ミモーネさん？」

「ですから。わたくしのことはミモーネと呼び捨てにしてくださればよいのでございます。なんでしたらミモちゃんでもよろしいのでございますが」

　などと澄すました顔で応えるミモーネを、ステラステラはジト目で見やった。

「あなたをちゃん付けとか、あり得ないわ」

「では、ミモーネ、で」

「……ミモーネ」

「なんでございましょう、ステラステラ様？」

「あなたがわたしを見張るのが仕事だというのはわかります。でも、そこまで注視しなくてもいいのではないかしら。注視というか、凝ぎよう視ししなくても」

「何を仰おつしやいますやら。ステラステラ様はもうじきわたくしの下を去って、サイファカール殿下の下へお戻りになってしまうではございませんか」

「え、ええ、そうね」

「ですから。ステラステラ様の裸を見る機会はもうこれで最後なのでございます。心ゆくまで。穴の開くまで。隅すみから隅まで。舐なめるように。ようにというより、実際舐めてしまいたい。そんな勢いで監かん視しさせて、むしろ鑑かん賞しようさせていただくのでございます」

「いぃやぁぁ」

　ステラステラはか細い悲鳴を上げ、しゃがんだまま湯船の中を後あと退ずさる。

　すると、少し離はなれたところにいたミモーネがじりっと進んできた。

「何を今さら恥はずかしがることがございますか、ステラステラ様。あなた様は部屋の中でも嬉き々きとして下帯一丁のほぼ全ぜん裸ら姿で書き物をなさっていたではありませんか」

「あれはあなたに脱ぬげと強制されただけですから！　わたしが自分から進んで脱いだ変質者みたいに言わないで！　あと嬉々としていたのは書き物をすることに対してですから！　嬉々として脱いでいたのではありませんから！」

　びしりとミモーネを指さし、ステラステラは必死で言い訳ツッコミを返したが、彼女はまったく動じることなく、なおも躙にじり寄ってくる。

「まぁたしかにあれは『絶対に逃にげられるな』というレムリガス将軍のお言葉を利用してわたくしの個人的な趣しゆ味みであなた様を脱がせたのでございますが」

「正直者ねっっ！」

「それほどわたくしがステラステラ様にぞっこんということでございますよ」

　ミモーネが妖よう艶えんな流し目を送ってきて。

　お湯に浸かっているにも拘かかわらず、ステラステラの肌はだに鳥肌が立った。

「ぞ、ぞっこんとか、意味がわからないわ！」

「おや。頭のよいステラステラ様でもご存知ありませんか？　ぞっこんとは、心の底から惚ほれている様を表す副詞でございますよ？」

「意味は知っているわよ！　そうではなくて。わたしにぞっこんとかあなたが言う意味がわかりませんと言っています」

「意味も何も、わたくしは頭がよくてお美しくて優やさしくて忠義心溢あふれるステラステラ様に惚れたという意味でございますが」

「いえ、あの、そんな……」

「わたくしがどれほどステラステラ様にぞっこんか、今から教えて差し上げるでございますよ。主にステラステラ様のお体に」

　ミモーネの左ひだり腕うでが伸のびてステラステラの右腕を摑つかんだ。

「え？　な、なにを!?」

　左腕でステラステラを引き寄せたミモーネは、今度は右手をステラステラの胸むな元もとへと伸ばす。

「あっ！」

「思ったとおり、敏びん感かんでございますね、ステラステラ様。素敵でございます」

　ミモーネの右の掌てのひらがステラステラの乳ち房ぶさを包み込み。

「いや、だめ、ちょ……あぁぁっっ」

　ミモーネの右の掌がステラステラの乳房を優しく揉もんだ。

「だめだめだめ、そんなことしたらだめぇっ」

「ステラステラ様を見張るのは、わたくしにとって拷ごう問もんにも等しい苦行でございました。どうしてわたくしはほぼ全裸のステラステラ様を目の前にしながら指一本出してはいけないのかと苦く悩のうしたでございます。ステラステラ様を襲おそいたい。襲って、こんなことや」

　ミモーネは右手でステラステラの乳房を揉み拉しだきながら、左手でステラステラの全身をまさぐった。

「あぁっっ、そこだめっっ、やっっちょっあぁっっ」

「こんなことや」

　ミモーネは顔をステラステラの胸元に埋うずめ。

「だめだめだめぇっ」

「こんなことを」

　ミモーネの舌が生き物のようにステラステラの柔やわらかな乳房の上で蠢うごめいた。

「したいと切望していたのでございます。いま思いが叶かなってわたくしは至福の時を迎むかえているでございます。もちろんステラステラ様にも至福の時をご提供するでございますよ。こんなふうに」

「いっひゃぁあぁ～～っっ」

「さぁ二人きりの情熱的な最後の夜を堪たん能のういたすでございます。今夜は寝ねかさないでございますよ、ステラステラ様」

「あっちょっあっだめぇっ」

　ミモーネの両手の指が玄げん妙みような動きでステラステラの全身をまさぐり、舌が絶ぜつ妙みような動きで全身を這はい回る。

「そこっ、やっ、そんなとこっだめっいやぁむうぅぅ」

　切れ切れの悲鳴を上げるステラステラの口を、ミモーネの唇くちびるが塞ふさいだ。

「んんんんんん──っっ」

　ステラステラは全身から力が抜ぬけ、堪たまらずお湯に沈み込んでしまう。

　そんな彼女を抱だきかかえたミモーネは、お姫ひめ様抱っこでステラステラを浴室の床ゆかに運び、ステラステラの裸体をそこに横たえた。

「まずは石せつ鹼けんでステラステラ様の体を隅すみから隅まで隈くま無なくあらゆるところを懇こん切せつ丁てい寧ねいに表から裏まで入り口から奥までたっぷりとねっぷりとぬって差し上げるでございます。もちろん無ぶ粋すいな洗い布など使わないでございます。ステラステラ様の綺き麗れいなお肌が傷つかないように、わたくしの指で優しく愛あい撫ぶするように洗うのでございます。といいますか、じっさい愛撫なのでございますが、心を込こめて、愛を込めて、欲よく望ぼうも込めて洗って差し上げるでございますから、どうかご安心くださいませ」

　両手の指をわきわきさせながら迫せまってくるミモーネに向かって、必死で上体を起こしたステラステラが精せい一いつ杯ぱいツッコんだ。

「そっそれのどこに安心できる要素があるのかしらっ！」

「この辺にございますよ？」

　ミモーネの右手の指がステラステラの股こ間かんに伸び。

　左手の指が乳房を摑み。

　ミモーネの唇がステラステラの唇に重ねられ。

「むっむむぅっっ」

　侵しん入にゆうしてきたミモーネの舌が、生き物のようにステラステラの口こう腔こう内で蠢うごめいた。

　ミモーネの舌と指が蠢くたびに、ステラステラの体から力と気力が抜け落ちていく。

　ステラステラの唇から己おのれの唇を離したミモーネは、脱だつ力りよくして浴場の床に全裸で仰あお向むけで大の字で横たわる彼女の肢し体たいを見下ろし、妖艶な笑えみを浮うかべた。

「ステラステラ様、今夜は寝かさないでございますよ」

「……も……う……許し……て……」

「許さないでございます。全然まったくこれっぽっちも許さないでございます」

「ひぃぃぃぃぃ」

　それから一方的にステラステラを弄もてあそんだミモーネは、気を失ったステラステラを寝しん室しつまで運んだ。

　ミモーネとステラステラの情熱的な営みは──情熱的なのは一方的にミモーネだけだったようだが──ミモーネが宣言したとおり、夜通し続けられたのだった。
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　サイファカールがローデントの街へ連れていったのは、親衛隊長であるフレイヤ以下、グラゥクス、リ・イン、ネムネモの四人に、護衛部隊一個大隊──約五百名だった。

　フレイヤとグラゥクスが二百五十ずつを率い、リ・インが皇子の警護役として彼の隣となりに立っていた。

　ネムネモは一いつ般ぱん兵の兵装に身を包み、部隊の一員として行動していた。

　ネムネモは使節団の副使としてステラステラと共にレムリガス将軍に目通りしていた。

　当然、将軍や副官ゲッツェには顔を知られているので、皇子の横に立ったのでは自由に動けない。

　ネムネモの行動の自由を確保しておきたいサイファカールは、だから彼女を兵士に紛まぎれ込ませておいたのである。

　とはいえ、このときサイファカールは、ネムネモに何か特定の役目を負わせていたわけではない。

　ローデントの街中を歩き、いろいろな情報を仕入れてもらおうという軽い気持ちで命じただけだった。

　ところが、この措そ置ちが後に意外な効果を発揮することになる。

　それは命じたサイファカール本人も、レムリガスも、そしてもちろんセフィールドも、まったく予想していないことだった。
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「ようこそお出いでくださいました、サイファカール殿でん下か」

　ローデントの街の政庁舎にある応接の間まで皇子を出で迎むかえたレムリガスは、恭うやうやしい態度で挨あい拶さつを寄よ越こした。

　地方都市の政庁舎は石造りで、全体的に質素な作りだった。

　左右に十人ほどが座れる木製の大きな長ちよう卓たくと椅い子す、少し離れたところにある黒い革かわ張ばりの長椅子と長椅子に挟はさまれた背の低い方卓が目を引く程度で、他ほかにはとくに見るべき物もない。

「こんな場所までご足労いただいて申し訳ありません」

　皇子を迎えるということで、武人のレムリガスも鎧よろい姿ではなく、筒つつ袖そでの上着に筒つつ袴ばかまという出で立ちだった。

　サイファカールのほうも、光こう沢たくのある絹製のシャツに上質な毛織物の上着を着て細めの筒袴を穿はいているだけで、鎧は身に着けていない。

　彼の後ろに立つフレイヤとグラゥクスは軽装鎧を着用していたが、さすがに槍やりや大たい剣けんは持ち込みはしなかった。

　いつもどおり裾すそが割れた裳もを着用しているリ・インは、いつもどおり徒と手しゆである。

「気にしなくてもいいよ、レムリガス。何しろ大事な用件だからね」

　と言ってサイファカールが気軽そうに手を挙げると、レムリガスは改めて頭を下げた。

「そう仰おつしやっていただけると助かります」

　顔を上げた将軍は、

「立ち話もなんですから、どうぞ、おかけになってください」

　と、サイファカール一行に座るように促うながした。

　応接の間の中央やや右寄りに置かれた長卓の片側にサイファカール以下、フレイヤ、グラゥクス、リ・インが座り。

　その反対側にレムリガスと彼の軍団の軍団長二人が腰こしを下ろした。

　ゲッツェにはリエンツェ州の州都リエンナーレの留守を預けてきたので出席ができないとレムリガスから説明があった。

　州長官であるレムリガスがここまで出張ってきたのなら、州都は副官に任せるのが当然ではあった。

「まずはご使者殿どのをお返しいたします。その後は食事でもしながらミラニエゥス殿下への対応をご相談させてください」

　レムリガスはそう言った。

　サイファカールが頷うなずくと、彼は控ひかえている兵士にステラステラを呼びにやらせた。

　待つこと暫しばし。

　兵士に先導されて応接の間に入ってきたステラステラは、使者としての服装ではなく、襞ひだの多い優ゆう雅がな裳を身に着けていた。

「お久しぶりでございます、サイファカール様」

　進み出たステラステラが低頭するとサイファカールが目を瞠みはったので、彼女は顔を赤くして俯うつむいてしまう。

（ううぅ、サイファカール様のお顔がまともに見られません）

「ステラステラのそういう恰かつ好こうを見るのは珍めずらしいね。というか、初めてじゃないかな」

「あ、いえ、これはミモーネが用意してくれた服でして、用意したといいますか、無理やり着せられたといいますか」

　さらに顔を赤く染めたステラステラが、どぎまぎしながらそう応こたえるのを、フレイヤとリ・インが険しい目つきで睨にらんでいる。

「ミモーネというのは？」

「あ、えぇと、あの、彼女です」

　ステラステラは体を捻ひねり、自分の背後にひっそりと控えている侍じ女じよを指し示した。

「州都リエンナーレでわたしの世話をしてくれた侍女でありまして」

（そしてわたしを襲った張本人ですけど）

　昨夜のことを思い出すと、また体が火ほ照てってしまう気がするステラステラだった。

　一方、侍女服姿のミモーネは昨夜のことなど忘れたかのように、表情一つ変えないままサイファカールに向かって腰を折った。

　背筋が真っ直すぐに伸のびた美しい姿勢だった。

「お初にお目にかかります、サイファカール様。わたくし、侍女としてステラステラ様のお世話をさせていただいたミモーネと申す者でございます。それはもういろいろとお世話させていただいたでございます。どうかよろしくお願いいたすでございます」

「ステラステラは君の世話になっていたのか。ありがとう」

「いえ。ステラステラ様のお世話をさせていただいたことは、わたくしにとって喜び以外の何ものでもございません。お気になされませぬよう」

　澄すました顔でそう言うと、ミモーネはもう一度、恭うやうやしく低頭した。

　それを見たサイファカールは、

（よくできた侍女だなぁ。僕のところのソフィとゼフィに見習わせたいね）

　などと暢のん気きなことを考えていた。

　頭を戻もどしたミモーネが静かに下がっていくとレムリガスが呼びかけてきた。

「さて、では、ステラステラ殿も席についてください」

　将軍に促され、ステラステラはリ・インの隣に腰を下ろす。

　ミモーネが、さも当然そうについてきてステラステラの背後に立ったのがサイファカールには少し意外だったが、レムリガスも承知のことと見えて何も言わなかった。

　だからサイファカールも、

（ここを出るまでは世話役として働くということか）

　と思っただけだった。

「では、食事を運ばせます」

　立ち上がったレムリガスは、控えている侍じ臣しんに対して食事を持ってくるように命じた。

　侍臣が隣りん室しつに引っ込むと、すぐに入れ替かわるようにして優雅な侍女服に身を包んだ侍女たちが現れた。

　ある者は酒しゆ盃はいを載のせた盆ぼんを持ち。

　ある者は食事を盛った大皿を載せた手押し車を押し。

　ある者は色いろ鮮あざやかな果くだ物ものを盛った皿を持ち。

　何人もの侍女が長卓の周りを巡めぐって、卓上に酒盃や大皿、小皿などを置いて回った。

　大皿には、鳥やら豚ぶたやらの丸焼きやら、大きな魚の姿焼きやら肉と野菜の炒いため物やらが皿からはみ出さんばかりに載っている。

　各人の前には取り皿として、小ぶりな皿が何枚も置かれ、葡ぶ萄どう酒しゆが注がれた人数分以上の酒盃も、卓上に所ところ狭せましと置かれた。

「では、皆みなさん、好きな料理を好きなだけ取って、好きなだけ食べてください。葡萄酒も好きなだけ飲んでください」

　レムリガスはそう宣言すると、卓上に並んだ酒盃を指し示した。

　レムリガスが上う手まかったのは、料理を大皿に盛ったことだ。

　そして酒盃をたくさん用意して、各人が好みの酒盃を選べるようにしたことだ。

　この形式なら毒や薬を盛ることはないとサイファカールは判断した。

　サイファカールも油断していたわけではなかったのだ。

　いつもと同様の注意は払はらっていた。

　酒食でもてなすとなれば、たとえ相手が誰だれであれ、料理や酒に毒や薬が盛られる可能性を排はい除じよするわけにはいかない。

　しかし、この形式では、料理に薬を混ぜれば、味方まで食べることになる。

　じっさいレムリガスは、

「好きな物を好きなだけお取りください」

　と言っている。

　侍女が料理を取り分けるのなら、予あらかじめ薬を混ぜた料理だけをサイファカールたちに出すということも可能だが、自分で取るのなら、それはできない。

　ならばと、すべての料理に薬を盛ってしまえば、たしかにサイファカールたちは薬入りの料理を食べることになるが、同時に味方も食べることになる。

　かといって、サイファカールたちが料理を食べているのにレムリガス側の人間が食べないのでは、相手の警けい戒かい心を呼び起こす。

　酒に薬を盛ったとしても、どの酒盃に薬が入っているかわからない。

　薬の入った酒盃の置き場所を決めておいたとしても、先に酒盃に手を伸ばすのは客人であるサイファカールたちなのだ。

　サイファカールたちが薬の入っていない酒盃を先に手に取れば、薬入りの酒盃が残ってしまう。

　それを嫌きらって酒を飲まなければ、やはり相手の警戒心を呼び起こす。

　だからサイファカールは、自分で料理を取り、自分で酒盃を選べるという時点で、毒や薬が入っている可能性はないと思った。

　実際、レムリガスと二人の軍団長は、取った料理を食べ、酒盃の葡萄酒を飲み干した。

　レムリガス自身が料理を食べ、酒を飲んだ以上、毒や薬が入っている可能性はなくなったと、サイファカールも安心した。

　そこがレムリガスのさらに上手いところだった。

　相手にだけ毒や薬を盛ることのできない形式で酒食を用意し、自分が率先して飲み食いすることで、毒や薬の入っている可能性を消してみせた。

　正確には、可能性を消したのではなく、相手がその可能性を排除するように仕向けたと言うべきだろう。

　実際は、やはり料理に眠ねむり薬が混ぜられていたのだ。

　酒にも眠り薬が混ぜられていたのだ。

　どちらも味に影えい響きようを与あたえない程度の量だったが、料理と酒の双そう方ほうから摂せつ取しゆすれば、確実に眠ってしまうだろうというくらいの量は入っていた。

　それではレムリガス自身も軍団長も眠ってしまうのでは？　と疑問に思うだろうが、そのとおりだった。

　レムリガスも軍団長も眠ってしまった。

　だがそれは、サイファカールたちが眠り込んでしまったあとのことだ。

　サイファカールの警戒心を喚かん起きしないために食べたり飲んだりしたレムリガスと軍団長だったが、食べたり飲んだりする量は抑おさえていた。

　だからサイファカールたちよりも長い時間、意識を保てた。
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　レムリガスは、サイファカールと彼の家臣だけを都合よく眠らせようなどとは最初から考えていなかった。

　サイファカールたちを眠らすために自分たちも眠ってしまうという、言わば「相あい討うち」を将軍は狙ねらっていたのだ。

　眠ってしまうことを予め近侍に伝えておけば、サイファカールたちの身み柄がらを確保することは容易たやすい。

　その読みどおり、狙いどおり、意識を失ったサイファカール主従を捕とらえることは赤子の手を捻ひねるよりも簡単だった。

　とくにサイファカールが連れている三人、フレイヤ、リ・イン、グラゥクスは一いつ騎き当とう千せんの兵つわものだから、眠ってくれたのはレムリガス側にとって実にありがたかった。

　サイファカールの護衛兵が三十人ばかり政庁舎内の別室に控えていたが、部屋に雪な崩だれ込んできた完全武装の兵に囲まれてしまえば、武器を捨てて手を挙げるしかなかった。

　街中に入っていた残りの四百七十名も、リエンツェ州の兵が支配する街では自由に待機場所を選べない。

　リエンツェ州兵に言われるまま、数か所に分かれてサイファカールの戻りを待っていたため、気づいたときは自分たちの三倍もの兵に囲まれていて、なんの抵てい抗こうもできないまま武装解除に応じるしかなかった。

　フレイヤもグラゥクスもサイファカールに従ついていったままで、残された中隊長たちではそれ以外の選せん択たく肢しなどないも同然だ。

　こうしてサイファカール以下、フレイヤ、グラゥクス、リ・イン、ステラステラは──彼女は解放されたばかりだというのに、またもや囚とらわれの身になってしまった──レムリガス将軍の手に落ちたのだった。

　サイファカールの身柄を押さえるためのこの策は、レムリガス自身の発案だった。

　セフィールドも、そこまでは提案していない。

　将軍はサイファカールの有能さを認めていた。

　認めていたからこそ、生なま半はん可かな策では彼を欺あざむけないと思った。

　そこで、自分たちを囮おとりにしてサイファカールたちに薬入りの料理を食べさせ、薬入りの酒を飲ませるという捨て身の策を採ったのである。

　レムリガス将軍は、まんまとサイファカールを騙だまし果おおせた。

　戦場では勇ゆう敢かんだが机の前では優ゆう柔じゆう不ふ断だん。

　そんな評価を受けるレムリガスだが、サイファカールを嵌はめるような策を巡らせることができる思考力もあったわけだ。
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　運ばれた寝しん所じよで眠りから目覚めたレムリガスは、すぐに部下から報告を聞いた。

　その報告で、サイファカール以下、主従をばらばらにして、用意した部屋に監かん禁きんしたことと、皇子が連れてきていた五百名の兵士を武装解除して数箇か所しよに分けて閉じ込めたことを知ったレムリガスは、大きく安あん堵どの息を吐はいた。

（殿でん下かと殿下の重臣も、連れてきた兵も、すべて捕らえることができたか。想定どおり、いや想定以上に上手く事が運んだな）

　ロクサスにいるサイファカールの幹部たちは、サイファカールがレムリガスの手に落ちたのを知ることができない。

（いずれは知られるだろうが。というより、こちらから教えることになるが、それまでの時間を利用してこちらの軍団を配置してしまえば、連中はもう手出しできない。サイファカール殿下を奪だつ還かんする手立てはない。黙だまって俺の言うことを聞くしかないわけだ）

　徐おもむろに寝台から立ち上がったレムリガスは、控ひかえていた侍臣に水を持ってこさせた。

　硝子グラウス製の酒盃に満たされた水を一息に飲み干すと、少しぼんやりとしていた頭が明確に働き出した気がした。

　将軍はこのあとのことに考えを巡らせる。

　人質としたサイファカールを出しにしてアル＝アラ軍団をミラニエゥス軍の手先として使う。

　リエンツェ州軍団も加われば、ミラニエゥス軍は七万以上になる。

　そうなれば、黙っていてもミラニエゥス軍に加わろうとする者が現れる。

　王都からの遠えん征せい軍がやって来る頃ころには十万近くに達しているかもしれない。

　そこまで兵力を増やせば、遠征軍を蹴け散ちらした後、帝てい都とへ進しん撃げきすることも可能になる。

　進軍していけば、次々に各地の州長官が合流してくるだろう。

　ミラニエゥス軍は雪だるま式に膨ふくれ上がり、帝都へ着く頃には二十万くらいになっている可能性すらある。

　そうなってしまえば皇太子側に対たい抗こう手段はない。

　素す直なおに玉座を譲ゆずるか、兵を率いて帝都を脱だつ出しゆつするかのどちらかだ。

　いずれにせよ、帝国はミラニエゥス皇子の物となる。

　もしかすると乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦を選ぶかもしれないが、兵力に大きな差ができているから、皇太子側が勝つ可能性は限りなく低いと言えるだろう。

　そうしてミラニエゥスが二世皇こう帝ていとして玉座に座れば。

　レムリガスも股こ肱こうの臣しんとして重ちよう用ようされるに違ちがいない。

　そこまで行ってしまえば、もうサイファカールは用済みだ。

　むしろ邪じや魔ま者ものだ。

　どこかの時点で始末されることになるだろう。

　それを考えると少しだけ胸が痛いレムリガスだが、痛いのは「少しだけ」である。

　彼も人の子、皇子の行く末より自分の未来が大事だった。

　自分と自分の一族が富ふう貴きを得られることが大事だった。

　とはいえ、レムリガスはあくまで現実主義者。

　思い描えがく薔ば薇ら色いろの未来に浮うかれたりはしない。

（ミラニエゥス殿下の軍が思ったほど増えなければ、逆にどこかで見限ることも選択肢に入れておかなくてはな。その場合、サイファカール殿下の存在がものを言うかもしれない。セフィールドが何か言ってきても、当面は俺の手の内に確保しておかなくてはな）

　計算高い現実主義者のレムリガスは、そこまで考えていた。

　だが、彼は知らなかった。

　サイファカールが連れてきた五百の中うち、一人だけ取り逃にがしていたことを。

　街の様子を探さぐるために兵装を解いて浮ふ浪ろう者しやに身をやつしたネムネモは、その頃、街中を歩いていたのだった。
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　ネムネモが拾った市井しせいの声からすると、進しん駐ちゆうしてきたリエンツェ州軍団の評判は、よくもなく悪くもなくといったところだった。

　ローデントの街の住人にしてみれば、支配者がロキシーヌだろうとレムリガスだろうと、自分たちの暮らしが脅おびやかされなければ大した違いはないということか。

　だが、彼女が拾った話の中に、一つ気になるものがあった。

　それは数人の仲間と共に北方から旅をしてきた行商人の話だったが、彼はリエンツェ州に入ったところで、街が大軍に包囲されているのを見たと言うのだ。

　包囲軍には無数のロンディウム州旗──ミラニエゥス皇子が長官を務める州の旗だ──が翻ひるがえっていた。

　元々が北方を根城にしている商人たちだ、ロンディウム州旗を見間違うはずがない。

　その情報を仕入れたネムネモは、これは一大事だと直感した。

（すぐに皇子に知らせなくては）

　とはいえ、浮浪者の出いで立ちでは政庁舎に入れてもらえない。

　部隊に戻もどって兵服に着き替がえ、部隊長を伴ともなって政庁舎まで行けば面会は叶かなうだろう。

　ネムネモは正式な兵士ではないが、サイファカールを支える幹部の一人という扱あつかいを受けているから、事情を話せば部隊長も協力してくれる。

　ということで、部隊が待機している街の外れの空き地まで急いで戻ってみると、すでにそこは蛻もぬけの殻からになっていた。

　サイファカール軍の兵士が一人もいない代わりにリエンツェ州軍団の兵士が多数、屯たむろしていた。

　それでネムネモはピンときた。

　何か異変が起きたことを。

　彼女は素知らぬ顔で空き地を通り過ぎ、もう一度、街中へと取って返した。

　どこかに不ふ審しんな点がないかを調べて歩いたネムネモは、軍の駐ちゆう屯とん地ちのあちこちにサイファカールが連れてきた五百が捕らわれていることを知った。

　五百という人数は、この程度の規模の街では隠かくすには多すぎた。

　もっとも、街を訪おとずれた全員を捕らえたつもりのリエンツェ州側にしてみれば、隠す意図などなかったのかもしれないが。

　駐屯地に忍しのび込んで味方の部隊の所在を確かく認にんしたネムネモは、日が暮れるのを待って政庁舎にも忍び込んだ。

　彼女は政庁舎で働く官かん僚りようや兵士、どうして政庁舎にいるのかよくわからない大勢の侍じ女じよたちの話から、サイファカール一行も捕らえられたのを知った。

（皇子もフレイヤもリ・インもグラゥクスもステラまで!?）

　フレイヤやグラゥクス、リ・インという腕うで利ききを苦もなく捕らえたのであれば、レムリガスの側が何か策を弄ろうしたのは確実だった。

　そこまでした以上、相手の害意は明白だ。

　レムリガスがなんのためにそんなことをしたのか、ネムネモにはわからない。

　だが、すぐに手を打たなくてはならないことだけはわかる。

　ネムネモは夜の闇やみに紛まぎれて街から脱出した。

　城門は閉とざされていたが、山の民たみである彼女なら、城じよう壁へきを乗り越こえることくらい造作もなかった。

　彼女は夜を徹てつして駆かけた。

　馬と同等とはいかなくても、並の人間が走るよりも圧あつ倒とう的てきに速い。

　ネムネモはその速度で駆け続け、翌朝にはサイファカールが支配している領域の西せい端たんにある街に入った。

　そこに駐ちゆう在ざいする守備隊の隊長と掛かけ合って馬を調達したネムネモは、一いつ睡すいもしないまま馬を走らせ、その日の昼前にアンブロウ州中部の要よう衝しよう、ロートレモンの街へ駆け込んだのである。
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　ネムネモから話を聞いたアンブロウ州軍団の大隊長マイスマイヤは、直ちにリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカに報告を上げた。

　政庁舎に詰つめていたリリィは、マイスマイヤからの報告を受けるや否いなや駐屯地へ走り、ロクサスへと早馬を送った。

　ロクサスにいるザネッティを始めとする幹部たちを呼び寄せたのだ。

　リリィはザネッティたちが来るまでの時間を使ってマイスマイヤに出撃の準備をさせておくことにする。

　命令を受けたマイスマイヤがリリィの天幕から退出していくと、入れ替かわるようにネムネモが入ってきた。

　しかし彼女に、いつもの生気は感じられない。

　さすがのネムネモも疲ひ労ろう困こん憊ぱいという有様だった。

「何かすることはある？」

　と訊きくネムネモに向かってリリィは、

「おぬしはザネッティ様やヨーコが来るまで寝ねておれ」

　と答えた。

「でも……」

　何か言い返そうとするネムネモを遮さえぎってリリィは言葉を継つぐ。

「おぬしには、このあと、まだまだ働いてもらわねばならんでの。そのときに備えて寝ておけということじゃ」

「わかった。寝る」

　ネムネモは天幕の隅すみに敷しき物ものを敷しいて転がると、忽たちまち寝入ってしまった。

「くっくっ、まるで獣けもののような奴やつじゃの。まぁ今はそれが頼たのもしいがな。にしても」

　ネムネモから視線を外すと、リリィは天てん井じようを見上げ眉まゆを顰ひそめた。

「レムリガスめ、殿でん下かを捕とらえるとは。どういうつもりじゃ、彼奴あやつは」
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　その日の深夜──というか翌日の早朝というか──に、幹部たちがロートレモンの街へ到とう着ちやくした。

　全員が目の色を変え、血相を変え、次々と政庁舎にある評ひよう定じようの間まに駆け込んできた。

「おい、リリィ、どういうことだ、殿下が捕つかまったっていうのは!?」

「お早いお着きじゃな、ザネッティ様よ」

「はぁ？　早いに決まってるだろ、こんな一大事が起きれば！」

「そう喚わめきなさるな。儂わしが言うたのは、馬が苦手なおまえ様が皆みんなに遅おくれずよう着いたものじゃ、ということじゃよ」

「死ぬ気で走ってきたわ！」

「ご苦労様じゃったの」

　リリィが労ねぎらいの言葉をかけてきたので、ザネッティは些いささか毒気を抜ぬかれた顔になる。

「あ……ああ」

　リリィはザネッティから視線を外すと、彼の背後に立っている人物に目を留めた。

「うん？　なんじゃ、ギ・ジュカもおるではないか。アル＝アラにいるはずのぬしが、どうしてロクサスにおった？」

　ギ・ジュカはわざとらしいポーズを取って、右手で額に懸かかる髪かみの毛を払はらう仕草をしてから答えた。

「騎き馬ば民族どもが完全に撤てつ収しゆうしていったのを確認したので、それと周辺諸州の動向を合わせて殿下にご報告しなくてはと思いましてね、それでロクサスまで馬を走らせたのですよ。着いた早々にあなたからの早馬が駆け込んで来ましたので、わたしも皆と一いつ緒しよにここまで来た次し第だい」

「さようか」

　リリィはあまり気のない様子でそう応えた。

「おい、それよりリリィ、殿下が捕まったっていうのはどういうことだ!?　本当にレムリガスがそんなことを!?」

「今から説明するよ。皆も席に着いてくれ。ああ、それとマイスマイヤ」

「はい、リリィエンテル様」

「誰だれか人をやってネムネモを起こして、ここに連れてきてくれ」

「直ちに！」

　マイスマイヤが部下に命じて迎むかえを遣やるのを横目に、幹部連は長ちよう卓たくを囲んで椅い子すに腰こしを下ろした。

　ロートレモン政庁舎の評定の間に勢せい揃ぞろいした幹部は以下のとおりである。




　リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ。

　ザネッティ。

　ヨーコ。

　シュラトゥ。

　セイヤ。

　ギ・ジュカ。




　始まりの十三人以外では、アンブロウ州軍団大隊長のマイスマイヤも顔を出している。

　一方、レムリガス側に捕らえられたのは、サイファカール以下、フレイヤ、リ・イン、グラゥクス、そしてステラステラということになる。

　シュメイルとレフラフティはアル＝アラに残っているから、集まれる幹部は全員が集合したことになる。

　ネムネモが現れるまで、評定の間を重い沈ちん黙もくが支配した。

　ザネッティ以下、幹部たちは苛いらついた顔を隠そうともせず、ネムネモの登場を待った。

　やがてネムネモが現れるとリリィは椅子の上に立ち上がり、さて、と言って出席者の顔を見回した。

「そこの山やま猫ねこ娘むすめは口くち下べ手たじゃからの、儂が代わって説明しよう」

　自分が口下手なことを自覚しているネムネモは、リリィに向かって小さく頭を下げた。

「これは山猫娘が自分の目と耳で確認したことじゃから、まず間違いはない」

　と前置きしてから、リリィは一連の流れを幹部たちに説明した。

　黙だまってリリィの話を聞いている幹部たちの表情は曇くもる一方だった。

　中にはあからさまに憤いきどおりの色を浮うかべている者もいる。

「……というわけで、サイファカール殿下と、殿下と共にローデントへ出向いたフレイヤ、リ・イン、グラゥクスはレムリガス側に身み柄がらを拘こう束そくされたと見て間違いあるまい。殿下が連れていった五百も捕らわれた。これは山猫娘が確認しておる。つまりレムリガスの奴は殿下を裏切ったというわけじゃな」

　リリィは鋭するどい目つきでもう一度、居並ぶ幹部たちの顔を見回した。

「さて、留守を預かる儂らとしては、この事態にどう対応する？」

　誰からも言葉が出なかった。

　事が重大すぎて、どうすればいいかわからないというのが正直なところだろうか。

「儂が思うに」

　というリリィの言葉に、俯うつむいたり宙を見上げたりして考え込んでいた幹部たちは一いつ斉せいに顔を戻もどし、リリィに視線を向けた。

「これは時間との勝負じゃ。おそらくレムリガスは殿下を人質にして、儂らを思うように使おうという魂こん胆たんなのじゃろう。それが奴の考えなのか、誰かの入れ知ぢ恵えなのかはわからんがの」

「あの」

　ネムネモが遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「何かあるか？」

「リエンツェ州の北方の街がロンディウム州軍団に包囲されているようだという話を旅の商人から、聞いた」

　リリィが、ほう？　と言って目を細めた。

「なるほどのう。つまりはミラ殿下の、というより、ミラ殿下の家臣の誰かの入れ知恵ということか」

「おい待て」

「なんじゃ、ザネッティ様よ」

　蒼そう白はくな顔色のザネッティが早口で訊いてきた。

「ミラ殿下の入れ知恵となると、最悪、殿下はもう殺されてたりしないか？」

「いや、それはなかろうよ」

「どうしてそう思うんだ？　ミラ殿下からすれば、サイファカール殿下は、現状、最大の競争相手じゃないか」

「殺すつもりなら、わざわざ捕らえたりはせんじゃろ」

「ん……あ、そうか」

「そうじゃ。その場で討うち果たせばいいだけじゃ。策を弄ろうしてわざわざ捕らえたということは、殿下に利用価値があると認めたという事じゃ。利用価値とはつまり、殿下を人質にして儂らに言うことを聞かせようということじゃと思っておる」

「そうか。そうだな。殿下がレムリガスの手の内にあれば、俺たちは奴に逆らえないな」

「じゃから、直ちにサイファカール殿下の身に危険が迫せまることはないとは思うのだがな、どうじゃ、セイヤ？」

　リリィはそう言ってセイヤを見やった。

　先ほどから絵のついた手札を卓たく上じように並べていたセイヤが顔を上げる。

「殿下を示す星の輝かがやきに変化は出てないから、それは大だい丈じよう夫ぶかな。殿下の身に危害が及およんでいるという可能性は今のところないね」

　というセイヤの言葉に、居並ぶ幹部連は皆、安あん堵どの息を吐はいた。

「とはいえ、あくまで当面は、じゃ。殿下に利用価値がなくなったと思えば殺すじゃろう。ミラ殿下にとって、利用価値のない殿下は邪じや魔ま者ものでしかないからの」

　またもや幹部連の顔が曇る。

「じゃからこれは時間との闘たたかいよ。対応が遅れれば、殿下の身柄はリエンツェ州に移されてしまうやもしれん。最悪、ミラ殿下の軍に送られてしまうやもしれん。その前に、なんとか我らの手に取り戻さなくてはならん。そうでないと、儂らの未来は閉とざされたも同然じゃぞ」

「で、リリィ、おまえの考えは？　兵を集めてローデントの街を急きゆう襲しゆうするか？」

　とザネッティに訊かれ、リリィは力なく首を左右に振ふった。

「それは止やめたほうがいいじゃろうな」

「なんでだ？」

「ローデントの街を攻せめれば殿下の身に危険が及ぶ。というより、殿下ご自身を盾たてに取られたら、攻められんではないか」

「う。そう……だな」

「かといって、少数で忍しのび込んで奪だつ還かんというのも現実的ではない。まぁ忍び込むだけならそこの山猫娘にもヨーコにもできようが、殿下を抱かかえて脱だつ出しゆつとなると至難の業わざじゃろう。殿下が討たれてしまっては意味がないのじゃからな」

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

「今のところ奪還の手立てを思いつかん。じゃからおぬしたちを呼んで知恵を出させようと思ったのじゃ」

　リリィがそう言うと、ヨーコが軽く右手を挙げた。

「知恵を出すのであれば、わたしは役立たずですね」

　リリィは、びしり！　とヨーコを指さしてツッコんだ。

「こいつ、開き直りおったぞ！」

「ですが事実ですので」

「まぁたしかに。おまえによい策を期待するなど真夏に雪が降るのを期待するようなものじゃな」

「酷ひどい言われようですね」

「自分で言ったんじゃろうが」

　リリィとヨーコが睨にらみ合っているところへセイヤが割って入った。

「まぁまぁ二人とも～。喧けん嘩かしてても始まらないよ～？　みんなで知恵を絞しぼろうよ～～」

「そういうおぬしには何か考えがあるのか？」

「ん～～、旅の踊おどり子一座を装よそおってローデントの街に潜もぐり込み、超ちよう絶ぜつ色っぽい踊りで兵士を骨ほね抜ぬきにしておいて殿でん下かを奪還するっていうのはどうかな～～」

　ザネッティが、お？　と反応した。

「行けるんじゃねえか、それ」

「行けるか！」

「行けないかなぁ。俺が座長をやってもいいんだが」

　ザネッティがそう言うと、リリィやヨーコ、セイヤなどの女性陣じんが蔑さげすんだ目つきで彼を見やった。

「おまえは自分が楽しみたいだけじゃろ」

「下げ衆すもここに極きわまれという言い草ですね」

「このすけべ親おや父じめ～～」

「違ちがうよ！　俺は純じゆん粋すいに殿下のお役に立ちたくてだな」

「この役立たず副長官殿どのは置いておいて。ほかに誰か何かないか？」

　リリィはもう一度、出席者を見回し。

　ザネッティが情けなさそうな顔で肩かたを落とした。

「ん……えっと……」

「シュラトゥ、何かあるのか？」

「いや何かって言うか……ん～～、そうだなぁ」

　腕うで組ぐみして唸うなっているシュラトゥをリリィが促うながした。

「考えがあるなら聞かせてくれ。何かの取っかかりになるやもしれん」

「一つだけ方法がなきにしもあらずかもしれないかなって思ったり思わなかったりするんですけどね」

「煮にえ切らんのう。だが、そういう言い方をするところが逆に可能性を感じるの。言うてみい、シュラトゥ」

「その前に一つ確かく認にんさせてください。レムリガス将軍から殿下宛あてに送られてきたっていう文書、あれ、まだありますよね？」

「サイファカール殿下が誘おびき出されることになったあれか。もちろんあるとも。儂わしが殿下から預かり、儂は儂の秘書官に預けておいた」

「なら、やれるかな。いやでも、誰だれがどうやってという問題は残るな」

「じゃから。まずは考えを言うてみよと。問題があれば、皆で頑がん張ばって、ない知恵を出し合えばいいのじゃ」

「ですか。ですね。じゃ、俺の考えを言います」
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　自分に集中した残り全員の視線に圧おされながらも、シュラトゥは徐おもむろに口を開く。

「殿下を人質に取られている以上、こいつは武力で解決できるもんじゃありません。ですよね？」

　と確認を求められ、リリィは渋しぶい顔で頷うなずいた。

「武力で解決できるなら、まだ望みがあるのじゃがな」

「だったら、相手を、レムリガス将軍の側を騙だますしかない。将軍が殿下を騙したように」

「言いたいことはわかる。で？　具体的には何をどうするのじゃ？　どうやってレムリガスを騙せば殿下を奪還できる？」

　リリィが正面からシュラトゥの顔を覗のぞき込むと脇わきでセイヤが、そうかぁ、と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なるほどね。それでレムリガス将軍の文書かぁ」

　シュラトゥが、お？　という顔をセイヤに向け。

　一方、リリィは、む？　という顔をセイヤに向けた。

「そこの露ろ出しゆつ狂きよう魔ま女じよ、シュラトゥの言いたいことがわかったのか!?」

「べつにあたし、露出狂じゃないんだけど～？」

「おまえが露出狂でないなら、この世に露出狂なぞおらん」

「酷い言われようだ～～」

「露出狂にわかって儂にわからんというのも癪しやくな話じゃが……まぁよい。早く説明せよ、シュラトゥ」

「つまりですね、俺がレムリガス将軍の筆ひつ跡せきを真ま似ねて偽にせの命令書を作れば、ローデックの街にいる留守番を騙せるんじゃないかって思ったわけですよ」

「おお！」

「ああ！」

「なるほど！」

　周りから次々と驚おどろきや感心の声が上がった。

「おぬしの特技は聞いておったが……どうなのじゃ、山やま猫ねこ娘むすめ？」

　この場にいる幹部の中では、ネムネモだけがシュラトゥと以前からの知り合いだから、リリィは彼女に尋たずねたのだが。

「間違いない。太たい鼓こ判ばんを押す。シュラトゥが真ま似ねた筆跡と印いん判ばんは本人ですら見抜けない」

　ネムネモがそう答えると、シュラトゥは控ひかえめな態度で言い添そえた。

「まぁ、本人には書いた覚えのない文書なわけで、見れば怪あやしむでしょうがね、でも筆跡だけなら、誰が見ても見抜けないと思いますわ」

「ほほう。そこまで言うか」

　リリィが感心の顔になった。

「では儂の字を真ま似ねて書けるか？」

　リリィは控えている兵士に持ってこさせた羊よう皮ひ紙しにペンで何かを書きつけ、それをシュラトゥの前に差し出した。

　シュラトゥはしばらく羊皮紙を睨んでいたが、やおらペンを取り上げたかと思うと、別の羊皮紙に慎しん重ちように文字を書き始めた。

　リリィの羊皮紙と新しい羊皮紙の双そう方ほうをシュラトゥの視線が行ったり来たりしている。

　ときどき彼が手にするペンが動き、羊皮紙に新たな文字が書き加えられていく。

「どうかな。こんなものかな」

　そう呟つぶやいたシュラトゥは、ペンを置き、二枚の羊皮紙を持ち上げてみせた。

　全員が──シュラトゥと同じ側に座っていた者は、わざわざ立ち上がって卓たくの反対側に回った──それを正面から覗き込む。

「これは！」

「おい、凄すげえな」

「驚いた」

「たしかに儂にも見分けがつかん」

　幹部の口から驚きの声が漏もれた。

「いやいや、これはまだ怪しいところが何箇か所しよもあるんです。本当なら、もう少し時間をもらって習作を重ねた後、本番に臨むんですがね」

「これで習作の水準か。なるほど、おぬしの言うとおり、これなら相手を騙せよう。ザネッティ様も、シュラトゥがおれば、州予算の半分と言わず、三分の二でも四分の三でも、横領し放題じゃったのになぁ？」

　リリィがそう言うと、ザネッティが気け色しきばんで反論してきた。

「うるせえ。俺は半分も横領しちゃいねえよ！　そこまで強ごう欲よくじゃねえわ！」

「横領はしておるのじゃな」

「う……そ、その話はもういいじゃねえか。結局、俺はちょろまかした金をサイファカール殿下のために使ってるんだから、結果よしじゃねえか」

「結果がよければ手段の善悪は問われぬと言うなら、警けい吏りは要いらぬのじゃがな？」

「いいから！　今は殿下を救出する話だろうが！」

　リリィは、ふふん、と鼻を鳴らす。

「まぁそのとおりじゃから、副長官の横領に関してはこのくらいにして、本題に戻もどるか」

「早く戻れ」

「偉えらそうに」

「いいから！」

「ならば戻るがな」

　リリィはシュラトゥに合図して、羊皮紙を下ろさせた。

「おぬしがレムリガスの命令書を偽ぎ造ぞうできることはわかった。じゃが、だとしても大きな問題があるぞ？」

「わかってますよ。本人がローデントにいたら使いようがないってことと、誰がどうやってローデントの留守居役のところへ持っていくかってことっすよね」

「なんじゃ、わかっておったか。では、それへの対策は？」

　シュラトゥは力なく首を左右に振ふった。

「そちらは俺にはどうすることもできませんね。誰かいい知ち恵えを出してくださいや」

　シュラトゥにそう言われ、幹部は互たがいの顔を見やっていたが。

「レムリガスについては、それほど案ずる必要もなかろう」

　というリリィの言葉に全員が再び彼女に視線を集めた。

「おそらくレムリガスは、ほどなくローデントを離はなれるであろうよ」

「どうしてそう思うんだよ、リリィ？」

　とザネッティが訊きくと。

「リエンツェ州北方の街がミラ殿下の兵に囲まれているのじゃろ。つまり、レムリガスはレムリガスで、その街をミラ殿下の側に人質に取られているわけじゃ。そんな状じよう況きようでは、いつまでもローデントに留とどまっているわけにはいかんじゃろう。ミラ殿下の側との交こう渉しようはレムリガス本人でなくてはできんはずじゃ」

「なるほど」

「それにな、サイファカール殿下をミラ殿下の側に渡わたさぬことが、レムリガスの優位性に繫つながるのじゃ」

　という指し摘てきに、ザネッティは、あぁそうか、と頷いた。

「サイファカール殿でん下かの存在が、ミラ殿下の側と交渉する際、切り札になるわけだな」

「そういうことじゃ。ミラ殿下の風かざ下しもに立つとしてもじゃ、何も手札を持っておらんのと切り札を持っておるのとでは、待たい遇ぐうが大おお違ちがいじゃぞ？　だから儂の読みでは、レムリガスはすぐに殿下を引き渡さんはずなのじゃよ。殿下を手中にしたまま交渉し、ミラ殿下から少しでもいい条件を引き出す。それがレムリガスの狙ねらいじゃ」

　そこで言葉を切ったリリィは、改めて一同を見回してから言葉を継ついだ。

「というわけで、レムリガスは留守居役に後事を託たくし、ほどなくローデントの街を離れると儂は読んでおる」

「なるほど。ということは。ミラ殿下の臣下と話をするのであれば、サイファカール殿下は州都に連れていかないほうがいいわけですね」

　とヨーコが言った。

「何度も言うが。繰くり返すが。おぬし、性格は悪いが頭はいいのう」

「わたしこそ繰り返しになりますが。胸の大小と頭の良よし悪あしは比例しないものですね」

「このくそ戯たわけが！」

　リリィが見ただけで人が殺せそうなほど険しい視線をヨーコに向けても、彼女はどこ吹ふく風だった。

「わたしは軍団長を褒ほめているのですが？」

「はぁ？　貴様が言う褒める行こう為いとは、他人を貶けなしたり皮肉ったり嫌いやみを言ったり小こ馬ば鹿かにしたりすることか!?」

　リリィが睨にらみつけ、ヨーコは素知らぬ顔でそっぽを向いている。

　険悪な雰ふん囲い気きになった二人のあいだにザネッティが割って入った。

「おいこら、二人とも。喧けん嘩かしている場合じゃねえだろ」

「べつに喧嘩はしておらんがな」

「ええ、してませんね」

　ザネッティは、うっ、と頭を引いた。

「こいつらは……いや、そうじゃなくて！」

　気を取り直したザネッティは、話を元に戻すがな！　と言ってから、シュラトゥを指さした。

「今の推論が成り立つなら、あいつの策で行けるじゃねえか」

　だがリリィは重々しく首を横に振った。

「もっと大きな問題が残っておるよ」

「あ？　えぇと、なんだっけ」

　ザネッティがシュラトゥに顔を向けると。

「つまりですね、ザネッティ様。レムリガス将軍の命令書ともなれば、リエンツェ州の誰だれかが、誰かというか幹部が街の留守居役のところへ持っていかなくてはならないんですが、幹部ともなると、当然、留守居役の顔見知りってことになります。見たことも聞いたこともないような兵士が『将軍の命令書を持ってきました』と言っても、はいそうですかとはならないでしょう？」

　シュラトゥにそう説明され、ザネッティは低く唸うなった。

「なるほどな。それはたしかにそうだ」

「むしろ怪しいだけじゃな」

　とリリィがせせら笑った。

「所属や身分を訊かれたら、すぐに噓うそがばれる」

「となると……どうすりゃいいんだ？」

　ザネッティが居並ぶ幹部の顔を見回すが、誰も応こたえない。

　目を逸そらせたり、難しい顔で腕うで組ぐみしたりするだけだ。

　そんな重苦しい雰囲気の中、ギ・ジュカがすっくと立ち上がった。

　リリィは目を細め、立ち上がったギ・ジュカを見つめる。

「なんぞあるのか、ギ・ジュカ？」

「一つ手がありますよ、リリィ」

「ほう？　どんな手がある？」

「命令書を持っていくのはリエンツェ州の者ではなく、ロンディウム州の者にすればいいのでは？　具体的には、そう、わたしがミラ殿下の三重臣の一人に化けて持っていく」

「む！」

　眉まゆを顰ひそめたリリィは頭の中でギ・ジュカの提案を検討してみるが、悪くはなさそうだ。

「ギ・ジュカの案なら、ローデントの留守居役が顔を知らんでも当然という話になるな。ただレムリガスがミラ殿下の側と話をしているというのは、あくまでこちらの推測じゃ。確証はない。話をしておらんかったら、偽にせ物ものということがばればれじゃぞ」

「そうですね。そこが問題なのです」

　とギ・ジュカは大げさに手を動かしながら頷うなずいた。

「なんとかしてレムリガス将軍とミラニエゥス殿下が繫がっていることを示す材料が手に入ればいいのですが」

　ふむう、と低く呻うめいたリリィは、ちらっとネムネモのほうに視線を向けた。

「山やま猫ねこ娘むすめに、リエンツェ州の州都に忍しのび込んでもらうしかないかの」

　ネムネモは小さく頷いて、わかった、と言った。

「よし。ならばギ・ジュカの案で行くことにして準備を進めよう。シュラトゥ」

「はい、リリィエンテルさん」

「偽の命令書、どのくらいで作れる？」

「そうっすね。明日いっぱい貰もらえれば完かん璧ぺきな物を作ってご覧に入れますよ」

「頼たのんだ。あとは、ギ・ジュカが連れていく兵を選び、ロンディウム州の兵装を入手せんとならんな。殿下を引き取って護送するという名目なら、二百や三百はいないと不ま味ずい。それがいちばん厄やつ介かいな仕事やもしれん。で、ギ・ジュカよ、おぬし、服はどうするつもりじゃ？」

「それらしい適当な物をでっち上げますよ。わたしはべつに軍装でなくてもいいわけですからね」

「そうじゃな。なら、それは任せた。で」

　リリィはネムネモのほうに向き直る。

「おぬしは何日くらいで戻ってこられる？」

　そう訊かれ、ネムネモは小首を傾かしげる仕草を見せた。

「三日……四日はほしい、かな」

「馬を飛ばしても片道で一日くらいかかってしまうからの、それはしかたない。で、護送部隊の隊長役は、ヨーコ、ぬしに頼みたいところじゃが、おぬしまでいなくなると、いざというとき軍団を動かせる者がおらなくなってしまう。ドゥートスやドゥールドォールのおっさんは、言わば外と様ざまじゃからのう。シュメイルもフレイヤもグラゥクスもいない今、おぬしはこちらに残しておきたいところなのじゃがなぁ」

「そう……ですね。ネムネモが戻ったら、彼女にやってもらいますか？」

「二百、三百の兵を率いる隊長……それは難しそう」

　部隊を率いた経験などないネムネモは眉を顰ひそめて考え込んだが、やがて顔を上げ、でもやる、と応えた。

　すると、マイスマイヤが覚かく悟ごを決めた顔で起ち上がった。

「よかったら、わたしにやらせてくださいませんか」

　リリィが鋭するどい視線を彼に向ける。

「危険な任務じゃぞ？」

「元より承知の上であります」

「ふむ。そうじゃな。連れていくのがアンブロウ州の兵だとすれば、ぬしが適任やもしれんな。いや、一部はグラゥクス子飼いの兵を入れておくか」

　リリィは、うむ、と頷いた。

「では、ぬしに頼むとしよう」

「は。承知であります。命に替かえても任務を全まつとうしてご覧に入れます」

　大隊長に取り立てられたばかりのマイスマイヤには、ここで自分が有能なところを見せておきたいという思いがあった。

　ここでサイファカールや大幹部に恩を売っておけば、このあと重用されるかもしれないという打算もあった。

「ということじゃ、ヨーコはこちらに残ってくれ」

「承知しました。ところでリリィ様」

「なんじゃ？」

「ロンディウム州の兵装ですが、アンブロウ州の兵装と大して変わりありません。何しろアンブロウ州と同じで皇族が治める州ですから。ちょっと細工すれば問題なく使えるでしょう。具体的には州の紋もん章しようを取り替えるとか、第三皇子を表す月と三つ星をどこかにつけるとか、ですが」

「さようか。だが、どうして貴様がロンディウム州の兵装を知っておるのじゃ？」

「帝てい国こく内諸州の兵装はすべて収集してありますので」

　真ま面じ目めな顔でヨーコがそう答えると、リリィは、うっっ、と呻うめいて頭を引いた。

「おぬし、そんな趣しゆ味みがあったのか」

「兵装を集めるのはそれほど手間ではないのですが、兵装を着せて飾かざっておく木で偶く人形を作らせるのにけっこう手て間ま暇ひまとお金がかかるのです。興味があるのでしたら、アル＝アラに戻もどったらご覧に入れますが」

　リリィはひらひらと右手を振ふった。

「興味ない」

「そうですか。残念です。ところで兵に持たせる州旗ですが、ロクサスのときのように街のご婦人方を集めて作ればよいと思いますよ」

　ヨーコがいきなり本題に戻ったので、リリィは面食らった顔になる。

「ん？　あぁそうじゃな」

「とはいえ、シュラトゥ殿どのは偽ぎ文ぶん書しよ作りに忙いそがしいですから、誰か別の者にやらせなくてはなりませんが」

「連れてきておる者の中から適当に選んでやらせるわ」

「よろしくお願いします」

「さて。とりあえずそのくらいか？　他ほかに何かあるか？」

　リリィは一同を見回した。

　とくに誰からも意見も質問も出なかった。

「なら、それぞれ準備を始めてもらおうか」

　各人から了りよう解かいの意の声が上がった。

「ネムネモ。戻ったばかりで済まんが、すぐに遠えん征せいしてもらわねばならん」

「大だい丈じよう夫ぶ、です」

「頼んだぞ。殿下を取り戻せるかどうかの瀬せ戸と際ぎわじゃからな」

「頑がん張ばり、ます」

「よし、では始めようか。サイファカール殿下の奪だつ還かん作戦を」

　出席者は皆、決意と覚悟を胸に秘めて勢いよく椅い子すから立ち上がった。
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　サイファカールを捕とらえたレムリガスは、直ちに麾き下かの軍団を二個呼び寄せ、ローデントの街の東側に一個を展開させ、別の一個を街中に入れた。

　サイファカールが捕らえられたことを知った彼の配下が、怒いかりに我を忘れて攻せめ寄せてくる可能性も皆かい無むではないからだ。

（まぁ可能性は低いが、念には念を入れてだ。サイファカール殿でん下かを城じよう壁へきか櫓やぐらの上にでも立たせれば、攻め寄せてきたとしても問題はない）

　レムリガスは配下の中からサイファカールたちの監かん視し役としてアレックという男を指名した。

（できればゲッツェにやらせたいところだが……ミラニエゥス殿下との交こう渉しようや部隊の出しゆつ撃げき準備、兵ひよう糧ろうや武器の用意や臨時の徴ちよう税ぜいなど、やることが山積みだからな。今あいつを俺の手元から離はなすわけにはいかない。俺は俺でセフィールドと交渉しなくてはならないし）

　レムリガスは、セフィールドのすかした顔と態度があまり好きではなかった。

（セフィールドはサイファカール殿下の身み柄がらを引き渡わたせと言ってくるだろうが、あいつの言いなりになる気はねえ。サイファカール殿下は俺が捕らえたんだ。俺が好きに使わせてもらうさ。引き渡すのは、ミラニエゥス殿下が勝者と決まってからでも遅おそくない。セフィールドは文句を言うだろうが、言わせておけばいい）

　あのすかした顔が怒りのため朱しゆに染まるなら、それはそれで見てみたいとレムリガスは思うのだった。

「さて、ここを発たつ前にもう一仕事」

　レムリガスは護衛兵を引き連れ、自分の執しつ務む室として使っていた政庁舎内の応接の間まをあとにした。
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「これはレムリガス様、何かご用でございますか」

　再び捕らえたステラステラを監かん禁きんしている──今回は軟なん禁きんではなく監禁だ──部屋にレムリガスが顔を出すと、侍じ女じよのミモーネが出で迎むかえた。

「いよいよステラステラ様を殺して解体なさるのでしょうか。その役目、ぜひわたくしにお申しつけくださいませ」

「するか！」

「しないのですか」

「なんでおまえは悲しそうな顔になってるんだ！」

「どうでもいい相手を殺すときは何も感じませんが、好きな相手を殺して解体するときはとても興奮するのでございます」

「知らねえよ！」

「まぁそれは半分冗じよう談だんなのでございますが」

「半分かよ！」

（こいつは本っ当に危ない奴やつだな。暗殺者としての腕うでは一流だから、いざというとき何かの役に立つかもと手元に置いてきたが、いつまでも置いておかないほうがいいか？）

　と思いつつも、将軍は素知らぬ顔で言葉を継ついだ。

「あいつにはこれから大事な役目を担になってもらわないとならないんだ」

「大事な役目、でございますか？」

　レムリガスは、ああ、と頷うなずいた。

「サイファカール殿下の臣下に伝言を持っていってもらうのさ」

「さようでございましたか」

「今どうしている？」

「書き物をしております」

　レムリガスは感心したような、呆あきれたような顔になった。

「この期ごに及およんでか。先せん帝てい陛下が自分の息子むすこの教育官に任命しただけのことはあるな」

「勉強熱心で頭のよい方でございます」

「おまえが他人を褒ほめるのは珍めずらしいな」

「ええ、わたくし、ステラステラ様にぞっこんでございますから。ですからステラステラ様を処しよ刑けいする際は、ぜひわたくしめにお命じください」

「しねえって言ってるだろ！」

「申し訳ございません」

「それより。話がしたい。連れてきてくれ」

「承知いたしました。少しお待ちください」

　低頭したミモーネは、隣りん室しつの扉とびらを開けて中に入っていった。

　将軍は警護の兵に言って椅子を持ってこさせる。

　椅子に座って待っていると、ほどなくミモーネが、簡素な室内着を着て両手と両足を鎖くさりで繫つながれたステラステラを伴ともなって戻もどってきた。

　将軍は彼女の両腕を繫いでいる鎖に目を留める。

（あれで書き物をしていたのか。さぞかし書き難にくいだろうに、熱心だな。まぁ鎖で拘こう束そくしろと命じたのは俺なんだが）

「将軍！」

　ステラステラは憤いきどおりを隠かくそうともせずレムリガスの前に立つ。

「此こ度たびの騙だまし討うち、少しばかり、いえ、大いに卑ひ怯きような振ふる舞まいだと思うのですが」

「おまえさんに言われなくても、俺は俺のしたことが卑怯だってのは承知している」

　レムリガスにあっさりと認められ、ステラステラは毒気を抜ぬかれた顔になった。

「あ、はい、そうで……すか」

「卑怯でもなんでも、俺は俺の生き残る道を探さぐらなくちゃならないんだよ」

「将軍の生き残る道が、サイファカール様をミラニエゥス殿下に売ることなのですか!?」

「たしかに陳ちん列れつ棚だなに並べたがな、売ると決めたわけじゃない」

「ですが……」

「まだミラニエゥス殿下が勝者になると決まったわけでもない」

（なるほど。将軍の生き残り策とは、ミラニエゥス殿下とサイファカール殿下、さらには皇太子様を秤はかりにかけた日ひ和より見み策なわけですか。優ゆう柔じゆう不ふ断だんにもほどがあるでしょう）

　内心で呆れるステラステラだが。

（ですが、それならまだ希望はあります。ところで将軍は、わたしに何をさせようというのでしょうか）

　用もないのにレムリガスがわざわざ自分に会いに来るはずがない。

　そう思ったステラステラは、そこを将軍に質ただしてみた。

「で？　将軍はわたしをわざわざ呼び出して何をさせたいのでございますか？」

「ああ、やっぱり頭がいいな、あんたは」

「お褒めに与あずかり恐きよう縮しゆくです」

「あんたには、使者としてロクサスへ向かってほしいんだよ。もしかすると、殿下の重臣どもはロクサスではなくロートレモン辺りにいるのかもしれないが」

　それでステラステラはピンときた。

　レムリガスが、

「サイファカール殿下は預かった。殿下に危害を加えられたくなかったら、こちらの言うことを聞け」

　と伝えさせるつもりだということを。

　事実、将軍はステラステラが考えたとおりのことを──言葉はもっと丁てい寧ねいだったが──言った。

「だから、おまえさんのときと同じだよ。サイファカール殿下には、あくまで客人としてここに留とどまってもらう」

「ミラニエゥス殿下には引き渡さないと仰おつしやるのですね？」

「俺の客人だからな。俺がもてなさないと駄だ目めだろ」

「わたしのときのように州都で？」

「いや、殿下にはここに留まってもらう。州都までお出いで願うと、ミラニエゥス殿下の側からの引き渡し要求を拒こばみ難にくくなるのでな」

「そういえば、ミラニエゥス殿下の重臣、セフィールド殿どのが使節団を率いて州都を訪おとずれたようですね」

　ステラステラが意味深な顔でそう言うと、レムリガスは首を巡めぐらせ、ミモーネを睨にらみつけた。

「おまえは余計なことを話してんじゃねえよ」

「はて？　なんのことでしょうか」

（すっとぼけやがって。やはりこいつは少し遠ざけたほうがいいか）

　レムリガスは険しい目つきを和やわらげ、ミモーネからステラステラに顔を戻した。

「というわけで、あんたには俺がサイファカール殿下を客人としてもてなしているということを伝えてほしいのさ。やってくれるよな？」

　やってくれるかと言いながら、実質、これは強制だ。

　ステラステラに拒むという選せん択たく肢しはない。

「承知いたしました」

　と頷くステラステラに、なおもレムリガスはしつこく念押ししてきた。

「いいな？　おまえが幹部連に伝えるのは、俺がサイファカール殿下を歓かん待たいしているということだ。だから下へ手たなことを考えずにおとなしく連れん絡らくを待っていろということだ。わかったな？」

　ステラステラは一つため息を吐ついてから頷いた。

「承知しました」

「連中が力ずくで殿下を奪とり戻そうなどと言い出したなら、止とめたほうがいいぞ？　俺の手元には何人かの幹部もいることを忘れるな。殿下に危害を加えるつもりはないが、幹部の一人や二人、殺しても俺は痛くも痒かゆくもねえ」

「賢かしこい方たちばかりですから、そんなことを言い出すとは思いませんが、もし言い出したのなら、全力で止めるつもりです」

「それがいい」

　大きく頷くと、レムリガスは椅い子すから立ち上がった。

「では、俺についてこい。出立の準備をしてもらおう。悪いがその鎖を外すのは、出立の直前だ。それまでは我が慢まんしてくれ」

「それはかまいませんが、わたしがここで書いた物を持っていってもよいでしょうか？」

「好きにしろ」

「ありがとうございます」

「ミモーネ、おまえも出立の準備だ」

「え!?」

　思わず声を上げたのはミモーネではなくステラステラだった。

「あの、将軍、どういうことでしょうか？」

「ミモーネには、道中、おまえさんの身の回りの世話をさせる。と同時に、おまえさんの警護もさせる。そいつの腕は一流だから安心しろ」

（少しもまったく安心できないのですけど!?　主にわたしの貞てい操そう的な意味合いで！）

　警護の兵も一いつ緒しよであろう道中で、入浴のときのようにミモーネが襲おそいかかってくることはないだろうが、かといって彼女と一緒では一いつ瞬しゆんたりとも気が休まらない。

　ステラステラはレムリガスに対して必死に訴うつたえた。

「身の回りのことなら自分一人でできますし、アンブロウ州内の移動ですから山さん賊ぞくに襲われることを心配する必要もないでしょう。ミモーネさんにご足労願うまでもないと思いますけれど」

　というステラステラの言葉に、ミモーネの端たん正せいな顔が曇くもり。

「ステラステラ様の迷惑そうなお顔がわたくしの心を抉えぐるのでございます」

「そう遠えん慮りよしなくてもいい。こいつがいれば何かと便利だろ」

　という将軍の言葉に、曇ったミモーネの顔が輝かがやいた。

「お任せください、将軍様。わたくし、全身全ぜん霊れいで以もつてステラステラ様のお世話をいたし、身の安全を図はかるのでございます」

「ああ、そうしてくれ」

　これでステラステラの護衛に託かこつけてミモーネを厄やつ介かい払ばらいできると、レムリガスは内心でにんまりと笑った。

　ステラステラは思わず内心で小さな悲鳴を上げる。

（わたしには山賊よりミモーネのほうが遥はるかに危険な存在なのですけど～～）

　とはいえ、今さらレムリガスの決定を覆くつがえすのは無理なようだ。

　ステラステラは小さなため息を吐ついて力なく首を振った。

（でも道すがらは二人だけではないはずですし。警護の部隊が従つくでしょうから、大だい丈じよう夫ぶ……でしょうか）

　そんなステラステラの気持ちを見み透すかしたかのように、レムリガスが言った。

「予あらかじめ断っておくが、警護の兵を付けてやれるのは俺の支配領域の中だけだ。サイファカール殿下が支配しているアンブロウ州の東半分へ勝手に兵を入れられないからな。そちらはミモーネと二人で行ってくれ」

　ミモーネがにた～りと笑い。

「嫌いやぁぁ──っっ」

　ステラステラは我慢できず、大きな悲鳴を上げてしまった。

「こいつは兵の十人や二十人くらいの働きはするから、心配しなくてもいい」

（そういう面での心配をしているのではありません──っ！）

　ステラステラは内心で盛せい大だいにツッコんだ。

　しかし、面と向かってレムリガスに貞操の危機を訴えることなどできるはずもなかった。

　ミモーネをステラステラに従つければ、ステラステラの護衛と当時にミモーネを厄介払いできるという、いわばレムリガスにとっては一石二鳥の策だった。
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　それが後に意外な結果をもたらすのだから歴史の流れとはなんとも皮肉なものである。
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　その翌日の昼下がり──。




　出立の準備を終えたステラステラとミモーネは、馬に跨またがってローデントの街の城門前にいた。

「では、まいりましょうか、ステラステラ様」

　警護部隊の隊長が呼びかけてきたので、馬上のステラステラは、

「よろしくお願いします」

　と頭を下げた。

　今日のミモーネは侍じ女じよ服姿ではなかった。

　馬に乗るのに相応ふさわしい筒つつ袴ばかまを穿はき、足下は長ちよう靴かを履はいている。

　一方、ステラステラのほうは長靴を履いているものの、着ているのはミモーネに無理やり着せられた丈たけの短い裳もで、如い何かにも乗馬には適さない服装で馬に跨がっていた。

　その恰かつ好こうなら、たとえ逃にげたとしても追つい撃げきを振ふり切れないだろうというのがレムリガスやミモーネの計算だった。

　レムリガスが付けてくれた警護部隊は二十名。

　少ない気もするが、今は非常時、アンブロウ州西側にはリエンツェ州の兵が多数、巡じゆん回かいしているし、サイファカール側との境界線はそれほど遠くないから、この人数でもさほど問題はないはずである。

　ステラステラとミモーネは、警護部隊に先導される恰好でローデントの街をあとにするのだった。




　　　　４




　レムリガス将軍が支配下に入れたアンブロウ州西側の東とう端たんに来たところで、警護部隊は引き返していった。

　ちょうどこの辺りを南北に流れるフィオレンツ川が、とりあえず双そう方ほうの境界という形になっている。

　街道沿いには一個大隊が陣じんを敷しいて東側を警けい戒かいしていた。

　ここだけでなく、支配領域の暫ざん定てい的な境界であるフィオレンツ川付近には、双方が兵を出して相手を見張っていることだろう。

　川には橋が架かかっていないので、ステラステラとミモーネは、水の流れが穏おだやかな場所を探して馬で渡と河かした。

　対岸の河岸段だん丘きゆうを登って少し行くと、辺りを巡回しているアンブロウ州部隊を見つけた。

（よかった。二重の意味で助かった）

　盛大に安あん堵どの息を吐はいたステラステラは、急いでその部隊まで走り、サイファカールの教育官であることを名乗った。

　同時にレムリガス将軍のところから戻もどる途と次じであることを伝え、とりあえずロートレモンの街まで送ってくれるように頼たのんだ。

「ステラステラ様と二人きりで旅ができず、とても残念でございます」

　ミモーネが恨うらめしそうな顔をするが、ステラステラの知ったことではない。

（ミモーネと二人だけで夜を明かすような事態にならずに本当に助かった）

　と思いつつ、ステラステラは哨しよう戒かい部隊が付けてくれた三十名を率いる部隊長を急がせ、ロートレモンに向けて馬を駆かけさせるのだった。

　ところが。

　一行が一いつ時ときほども駆けたところで、前方から猛もう烈れつな速さで近づいてくる一頭の馬を発見した。

　いったい何者だと、警護部隊の兵が数人、前に進み出る。

「止まれ止まれ止まれ──っ！」

　進み出た兵が手を挙げたり広げたりして近づいてくる騎き馬ばを止めにかかると、騎馬はすぐそこまで接近したところで急停止した。

「ステラ！」

「ネムネモ！」

　馬上の姿を互たがいに認め合った二人は、馬から飛び降りて駆け寄った。

「無事だった、ステラ！　心配した！」

　相変わらず言葉は少ないが、ネムネモが自分のことを本気で心配してくれていたことは伝わってきた。

　だからステラステラは、

「もちろん無事よ。心配してくれてありがとう」

　と言って、駆け寄ってきたネムネモを抱だきしめた。

「む？」

　馬上のミモーネの眉まゆが顰ひそめられたが、もちろんステラステラは気づかない。

　ステラステラに抱きしめられたまま、ネムネモは彼女の出いで立ちに視線を這はわせ、小首を傾かしげた。

「それにしてもそのひらひらした恰好、は？」

「こ、これはわたしが馬に乗り難にくいようにと着せられた衣い装しようなの。決してわたしの趣しゆ味みではありませんからね！」

　ネムネモはその説明だけで相手の意図がわかったようで、なるほどと頷うなずき、それ以上は突つっ込んでこなかった。

　ステラステラはネムネモの体を放すと彼女と話を始めるのだった。

「で？　あなたはどうしてここに？　といいますか、どうしてそんなに馬を飛ばしているのです？」

「ステラこそ何な故ぜここにいる？　ステラはレムリガスによって捕とらわれ慰なぐさみものになったはず、では？」

「将軍の慰みものになどなってません！」

　ずびし！　と、ステラステラの手刀がネムネモの額を打った。

（ミモーネには思いきり慰みものになった気がしますけど）

　とはいえ、それは他人に話す必要のないことだ。

　ステラステラは憂ゆう色しよくの濃こい真しん剣けんな面おも持もちでネムネモに告げた。

「わたしは将軍によって解放されたのです。サイファカール様が捕らわれたことを知らせるために」

「それ！」

　びくっ、とステラステラが上体を引く。

「え？　ど、どれですか？」

「捕らわれた皇子様を助けるための作戦、を助けるため、わたしこれからリエンツェ州の州都まで……」

「ちょ──っ、ネムネモ！」

　ステラステラは慌あわててネムネモの口を右手で塞ふさいだ。

「も……もが？」

「そういうことを大きな声で言わないように。とくにあの人の前では」

　ステラステラはそっと首を巡めぐらせる。

　その視線の先にいるのは、もちろんミモーネだ。

　ネムネモはステラステラの意図を察したようで、手で口を押さえられたまま、こくこくと頷いた。

　ネムネモの口を塞いだ手を放すと、ステラステラは小声で、

「あちらで話しましょう」

　と言ってネムネモを誘さそった。

「隊長殿どの、彼女と少し話をしてきます。わたしに従ついてきたあの人が近づいてこないよう見張っていてください」

「はい、承知しました」

「ほら、ネムネモ、こちらへ来て」

　ステラステラがネムネモの手を引いて歩き出すと。

　その瞬しゆん間かん、少し離はなれたところで馬に跨がったまま二人の様子を見守っていたミモーネの目つきが険しくなった。

「はっ？　殺気！」

　人の気配や視線に敏びん感かんなネムネモが、たちどころに反応する。

　顔を振り向けたネムネモの視線と、彼女を睨にらみつけているミモーネの視線が空中で衝しよう突とつして火花を散らす。

「できます。何者ですかあの女？」
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「彼女は将軍が用意してくれた侍女よ。実質、わたしの見張り役ね。軟なん禁きん中もずっと彼女に見張られていたの」

「なるほど」

「だから、将軍の直じき臣しん同様なのよ。あの女の前で軽々しくサイファカール様奪だつ還かんの話などしては駄だ目め」

「以後気をつける。でも」

「何か気になることが？」

「あの女のステラを見る目つきがなんだか妖あやしい。まるで想おもい人を見るような熱く焦こがれた目つき」

「あ、あ～～」

　ステラステラの視線が宙を泳ぐ。

（ネムネモの観察眼、なかなか鋭するどいわね。ですが、そこはしらばっくれるしか）

「それよりネムネモ」

　ステラステラは無理やり話題を転てん換かんするため、正面からネムネモの顔を覗のぞき込んだ。

「あ、な、なに？」

「奪還って、どうするつもりなの？　まさか強きよう攻こうして……いえ、違ちがうわね。それならあなたがわざわざ州都まで行こうとはしないものね」

「さすがステラ。頭がいい」

「お世辞はいいから。何をするつもりなのか教えて」

「お世辞ではないのに」

「もちろんちょっと謙けん遜そんしただけよ」

「え？　今ので台無し。ぜんぜん謙遜してない」

「いいから早く教えなさい！」

「う。わかった」

　ネムネモはロートレモンでの話し合いで浮うかび上がった「サイファカール奪還計画」の全容をステラステラに話して聞かせた。

　簡潔にして端たん的てきな話し方が苦手なネムネモのこと、ステラステラは途中で何度も質問を挟はさんだが、最後まで聞くと、

「な、なるほど」

　と小さく唸うなった。

「やるわね、シュラトゥ。ギ・ジュカという男も」

「いや。ギ・ジュカが男とは限らない。下へ手たをすると『彼女』かもしれない」

「え？　そうなの!?　というか、下手って」

　ステラステラは苦く笑しようしながら言葉を継ついだ。

「わたし、ずっと男だと思っていたのだけれど」

「不明」

「あなたが見てもわからないの」

「わからない。見た目だけでなく匂においでもわからない」

「あなたの目や鼻を誤ご魔ま化かすなんて、それだけでも驚おどろきね……って、今はそんな話をしている場合じゃなかったわね」

　ステラステラは宙を見上げ、少し考える素そ振ぶりを見せたが、やがて顔を戻すと、ネムネモに向かって頷いてみせた。

「あなたがわざわざリエンツェの州都まで行かなくても、必要な情報はわたしが提供できると思うわ」

「それは助かる」

　ステラステラはネムネモの耳みみ許もとに顔を寄せ、小声で、なおかつ早口で、自分が見聞きしたことを説明する。

「……というわけなのよ」

　話を聞き終えたネムネモが、

「ミラニエゥス殿でん下かの重臣、セフィールド」

　と呟つぶやいた。

「そう。だからサイファカール様を欺あざむいた今回の策に関して、レムリガス将軍とセフィールドのあいだでなんらかの話し合いが行われていたのは確実だわ。それも片方が黙もく認にんするとか、そういうことではなく、二人が合意の上での策かもしれない」

　顔を離したステラステラは、ネムネモに向かって力強く頷いてみせる。

「だからシュラトゥとギ・ジュカの策、使えると思うわね」

「ならすぐにロートレモンに戻もどってリリィさんに知らせる」

「そうね。そうして。わたしはあなたの馬についていけないでしょうから、あなただけでも先に戻ってリリィ殿に教えてあげて」

「わかった。ではステラ、後ほど」

「ええ、後ほど」

　ネムネモは自分の馬のところまで駆かけ戻ると、そのまま馬に跳とび乗った。

　警護部隊の隊長に一声かけると、ネムネモは両足の踵かかとで馬の横っ腹を軽く蹴ける。

　たちまち馬が駆け出した。

　ネムネモの乗った馬は、あっという間に小さくなっていく。

「頼たのんだわよ、ネムネモ」

　サイファカールが捕らえられ。

　救出の方法が見つからず。

　せっかく解放されたというのに、囚とらわれているときより絶望的な気分で馬に乗っていたステラステラだったが、今は先ほどよりも明るい気持ちになれた。

（サイファカール様を救出する方法がある。一か八かの賭かけのような方法ですけど、可能性がないわけではない。少しだけ希望が見えてきました）

　ステラステラは遠ざかっていくネムネモが乗った馬をじっと見つめた。

（サイファカール様はこんなところで退場していいお方ではありません。必ずお救いして差し上げなくては。そして殿下の手で、混乱と混こん沌とんに陥おちいった帝てい国こくに安あん寧ねいと平へい穏おんをもたらしてもらわなくては）

　そんなステラステラをミモーネがじっと見つめていたのだが、ステラステラがその視線に気づくことはなかった。
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　送り出したネムネモがその日のうちに戻ってきたのにはリリィも驚いたが、ネムネモがもたらした情報を聞くや、彼女は手を打って喜んだ。

「でかした、ネムネモ。それにステラステラもな。これでシュラトゥとギ・ジュカの策が使えるわい」

　リリィは早さつ速そく、ネムネモを伴ともなってシュラトゥの部屋を訪おとずれた。

　部屋の扉とびらは開け放たれたままだ。

「入るぞ、シュラトゥ」

　と一声かけて、リリィは彼の部屋に足を踏ふみ入れた。

　シュラトゥは部屋に置いた木製の大きな作業台の上に何枚もの羊よう皮ひ紙しを並べ、一心不乱に文字を書き込んでいるところだった。

　床ゆかの上には何枚もの羊皮紙が落ちている。

　おそらく習作、というか失敗作なのだろう。

　リリィはそのうちの一枚を拾い上げ、翳かざしてみた。

「よく似ておるがのう。これで失敗作なのかや」

「ああ、リリィさんか。おや、ネムネモも？　おまえ、リエンツェ州に向かったんじゃなかったっけ。どうしてここにいる？」

「途中でステラに会った」

　シュラトゥが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「は？　答えになってねえぞ、それ」

「あ……つまりステラに会って。彼女が話して。ネムネモが知った」

「だから。俺がわかるように話せよ」

　するとリリィが横から口を挟んできた。

「こやつが話すより儂わしが話したほうが早かろう」

「じゃあ、お願いします」

「つまり、こういうことじゃ」

　リリィはネムネモから聞いた話の要点をまとめ、シュラトゥに語って聞かせた。

「……というわけじゃよ」

「なるほど。ようやくネムネモがここにいる理由に合点がいった」

「わかってもらえて嬉うれしい」

「阿あ呆ほか！　本人から聞くより、本人から話を聞いたリリィさん経由で話を聞いたほうが簡潔でわかり易やすいって、なんだよ。おまえ、もう少し話す訓練とかしたほうがいいんじゃねえか!?」

「う。ネムネモ、話すのは苦手」

「苦手とか言い訳してサボってるんじゃねえって話だ。そんなもの、訓練次し第だいでどうにでもなるだろ」

「わかった。ネムネモ、話す訓練する。シュラトゥも剣けんの訓練したほうがいい」

「あ……い、いや俺は、武力はからっきしなんでな。剣や槍やりを持つより」

　シュラトゥは手にしたペンを持ち上げてみせた。

「こっちを持つほうが性しように合ってる」

「自分のことを棚たなに上げネムネモに苦手を克こく服ふくしろと言う。シュラトゥ、自分勝手」

「あ～～、わかったわかった。俺が剣や槍よりペンを持つほうが性に合ってるのと同様、口くち下べ手たで胸が小さいのもおまえの個性だ。お互たがい、無理をすることはないな」

　ネムネモは愕がく然ぜんとした顔でシュラトゥを見つめる。

「胸？　胸は関係ないと思う、けど。だいいち胸はどれほど訓練しても」

　ネムネモは悄しよう然ぜんと肩かたを落として言った。

「習熟、し、な、い」

「それを言うなら成熟だろうと思うが……いや、悪かったよ。気にするな。小さくても、それがおまえの個性だ。世の中には小さなほうを好む男だっているんだからな」

　のろのろと顔を上げたネムネモが小声で訊きいた。

「シュラトゥは？」

「俺か？　俺はぼよんぼよんのほうが好きだな」

「いつか殺す」

「シュラトゥよ」

　リリィの右手がシュラトゥの右手首の辺りに置かれた。

　背せ伸のびして右みぎ腕うでを伸のばしたリリィは、腕に少し力を込こめ、シュラトゥの手首を握にぎった。

「んぎゃっっ!?」

「すまんのう、儂もおまえの好みの女でなくて！」

「痛いた痛いた、痛ぁっっ。てっ手首が砕くだけるぅっっ！」

　ネムネモがぼそりと呟いた。

「粉々に砕けてしまえばいい」

「そそそ、そんなことになったら偽ぎ文ぶん書しよが作れませんぜ、リリィさんっっっ！」

　リリィは力を弱め、シュラトゥの手首から手を離はなした。

「仕方ないのう。手首を砕くのは殿下を救出したあとにするか」

「やっぱり砕くのかよ！」

「いや……そうじゃな、ぬしのその特技は何かと使い出がある。手首を砕くのは止やめておこうかの」

　シュラトゥは思いきり安あん堵どの息を吐はく。

「代わりにキン○マでも潰つぶしておくとしよう」

　リリィが右手をわきわきと動かすと。

「やめてぇぇ」

　シュラトゥは股こ間かんを押さえて悲鳴を上げ、跳び退すさった。

「ネムネモにもやら、せて。玉はリリィさんに任せてわたしは槍……竿さおを切り落とす」

　いつの間にか短たん剣けんを手にしたネムネモが舌なめずりしながら進み出てきた。

「お、おい、やめろネムネモ！　おまえ、目が本気すぎるぞ！」

「本気、だから」

「恐こわいわ！　っていうか、どうして槍と言いかけて言い直す!?　竿ってなんだ、竿って！　俺のはもっと立派だぞ！」

「「ぷっっ」」

「二人に鼻で笑われたっ!?」

「まぁまぁネムネモよ、その辺で勘かん弁べんしてやろう。此こ奴やつのキン○マを潰しても竿を切り落としても、我らの胸が成長するわけではない」

「そう、だけど」

「ない者はない者同士、手を取り合って健けな気げに生きていくしかあるまい」

「そう、だね」

「案ずるな。此奴もさっき言っておったが、世の中にはささやかなほうが好きという男もおる」

「そ、そう、かな」

「そうじゃとも。そして儂が見るに、サイファカール殿でん下かなどは、大きくても小さくてもどんと来いという男だぞ。だからぬしも希望を捨てるな。なんじゃったら儂が殿下の夜よ伽とぎ相手にぬしを推すい薦せんしておこう」

「ネムネモ、一生リリィさんに従ついていく」

「はっはっはっ、可愛かわいい奴め」

（なんだ、この猿さる芝しば居い）

　呆あきれた顔になったシュラトゥが内心でツッコんでいると、二人は顔を巡めぐらせ、シュラトゥを睨にらんできた。

「なんぞ言いたいことがあるのか？」

「ないです。何もないです。それより俺は作業中なんですけど？　作業の邪じや魔まをしないでもらえます？」

「おお、そうじゃったの。いつまでも遊んでいる場合ではなかったわ。本題に戻もどろう」

（遊んでたのかよ）

　またもや内心でツッコむシュラトゥである。

「先ほども言ったように、おぬしの策を実行できそうじゃ。で、決行の予定を考えておこうと思うてな。いつ頃ごろ完成する？」

　シュラトゥは作業台の上や床の上に散らばっている羊皮紙にちらっと目を走らせてから答えた。

「今夜中にはなんとかなるかな。ただ、蠟ろうの封ふう緘かんに押しておく印いん判ばんのほうにもう少し時間がかかります。まぁ、そちらも明日にはなんとかしますわ」

「さようか。では頼たのんだぞ。ぬしの偽文書に殿下の身み柄がらが懸かかっておる」

「ええ、わかってますよ。気合いを入れて書きますとも」

「よし。ほかの奴らにも準備を急がせんとな。来い、ネムネモ」

「行く」

　リリィはネムネモを従える恰かつ好こうで足早にシュラトゥの部屋から出ていった。

　二人の背中を見送ると、シュラトゥは自分の右手首に目を落とす。

　リリィに握られたところが赤黒く変色していた。

（痛いてえな、ちくしょう。小さなくせに凄すごい力だ。けど、まぁ、そこが頼もしい。あの人に任せておけば、殿下だけでなく、フレイヤやリ・イン、グラゥクスたちも助け出してくれるだろ）

　シュラトゥは手首から視線を外すと、取り落としたペンを拾い上げた。

（作業には支障がなさそうだから、いいか。とにかく俺がレムリガス将軍の筆ひつ跡せきを完かん璧ぺきに再現しないとな）

　シュラトゥは作業台に向き直り、真しん剣けんな顔で偽文書作りを再開するのだった。
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　すべての準備が調ととのったのはそれから二日後だった。

　一足早くローデントへと走ったネムネモが連れていった伝でん書しよ鳩ばとが戻って、リリィたちはレムリガスがすでに街を離れたことを知った。

「よし。行動開始じゃ」




　ローデントの街へ向かうギ・ジュカとその護衛役の部隊の二百がロートレモンの郊こう外がいに勢せい揃ぞろいしていた。

　ギ・ジュカが扮ふんするのは文官のジルランティスという男だ。

　ザネッティの情報によると、ミラニエゥスの下で交こう渉しよう事全ぜん般ぱんを受け持っているらしい。

　政治にも軍事にも関心のないミラニエゥスは、軍事、内政、外交──外交といっても、主な仕事は帝てい国こく内他州や帝都の側との調整だが──を三人の重臣に任せているという。

　そのうちの一人が先に州都を訪おとずれたセフィールドであり、今回ギ・ジュカが化けるジルランティスだった。

　ジルランティスは、ミラニエゥス皇子の重臣とはいえ文官だ。

　今回のローデント訪問はお忍しのびという設定になるから、連れていく兵士もそれほど多くはできない。

　というより、大人数で移動していると周囲の目を引いてしまう。

　皇子の重臣という身分に見み劣おとりしない最低限の人数ということで、リリィやザネッティは警護の兵を二百にしておいた。

　ギ・ジュカと彼が連れていく部隊を見送るためにリリィたちも郊外まで足を運んだ。

　使者役のギ・ジュカは、ミラニエゥス皇子の重臣というのに相応ふさわしい衣い装しようを身に着け、シュラトゥが作り上げた偽文書を携たずさえている。

　警護役の兵士は、みなロンディウム州の兵装に身を包み、ロンディウム州の旌せい旗きを掲かかげている。

　これから一世一代の芝しば居いを打ちに出かけるギ・ジュカ以下の決死隊を閲えつ兵ぺいしたリリィは満足そうに頷うなずいた。

「ふむ。さすがにギ・ジュカ、化けるものじゃ。兵たちも、どこから見ても、誰だれが見てもロンディウム州の部隊じゃな」

「ヨーコの収集物が役に立ちましたねえ」

　とギ・ジュカがポーズをつけながら言った。

　そのヨーコは、すでに別命を帯びてロートレモンを離れているから、この場にはいなかった。

「頼んだぞ、ギ・ジュカ」

「お任せください、リリィ」

　リリィは兵たちのほうに向き直り、難しい顔で呼びかける。

「おぬしたちもな。正体が見み抜ぬかれれば、その場で討うち取られるぞ」

「はっっ」

　誰もが緊きん張ちよう感かん漲みなぎる表情でリリィに敬礼を返した。

「この作戦には、おぬしたちの命が懸かっておるだけではない。サイファカール殿下の命が懸かっておる。同時に、我らの未来も懸かっておるのじゃ。くれぐれも頼むぞ、マイスマイヤ」

　マイスマイヤが全員を代表して声を張り上げた。

「この命に替かえても任務を果たしてご覧に入れます！」

　リリィは兵たち一人一人の顔を見み渡わたして、頼んだぞ、と言った。

「では、行きましょうか。ロンディウム州の使者を装よそおう以上、大きく迂う回かいして北方、むしろ西方からローデントの街に近づかなくてはなりませんから、余計な時間がかかります。のんびりしてはいられません」

　ギ・ジュカに率いられ、北に向かって走り去る騎き馬ばの群れを、リリィたちは無言で見送った。

　声は出さずとも、胸の中にある思いは誰もが一いつ緒しよだった。

　リリィは握った手に力を込こめ。

（頼むぞ、ギ・ジュカ。上う手まくやってくれ。上手くやって、殿下を救い出してくれ）

　徹てつ夜やで偽文書と偽にせの印判作りを成し遂とげたシュラトゥは、赤く腫はらした目で遠ざかっていく騎馬の群れを睨み。

（頼みますよ、ギ・ジュカさん。俺はこれまでで最高の仕事をしたんだ。俺の最高傑けつ作さくを活いかさないと承知しないからな）

　ステラステラは祈いのるように手を胸の前で合わせ。

（お願い、ギ・ジュカさん。どうかサイファカール様を救い出してください）

　ザネッティは珍めずらしく真剣な表情で、小さくなっていくギ・ジュカの背中に心中で語りかけた。

（頼むぜ、ギ・ジュカ。俺はもっといい目を見たいんだからよ。こんなとこで殿下を失うわけにはいかないんだ。それはおまえも同じだろう？　だったら見事やり遂げてこい）
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　一方、その頃ころ──。




　ヨーコはロクサスへ戻っていた。

　サイファカールがレムリガスによって身柄を拘こう束そくされたことをドゥールドォール将軍に伝えるためだ。




　自分が指名されたとき、ヨーコは、

「わたしでいいのですか？」

　とリリィに訊きいたものだ。

「もう少し口がよく働く者のほうがいいのではありませんか？」

「たしかにおぬしの口は皮肉や嫌いやみを言うときくらいしかよく働かんがの」

「いえいえ、あなたほどではありません」

「今もよく働いておるのう」

　というリリィの皮肉返しを華か麗れいに無視すると、ヨーコは、ですが、と言った。

「わたしにはドゥールドォール将軍を説得する自信がありませんよ」

「べつに説得をする必要はない」

　ヨーコの顔に不思議そうな色が浮うかんだ。

「……そうなのですか？」

「殿でん下かが捕つかまったという事実を伝えれば、あのおっさんは勝手に動いてくれるじゃろう」

「勝手に動く？　どのように動くというのです？」

「そうよな。たとえば自分の軍団を使ってリエンツェ州軍団を蹴け散ちらし、殿下を奪だつ還かんしようとするとか。あるいはレムリガスに直じか談だん判ぱんして殿下を解放させようとするとか」

「レムリガス将軍が応じるとは思えません。ドゥールドォール将軍の兵だけで殿下を奪還できるとも思えません。というよりも。強引に奪還しようとすれば殿下のみならず、フレイヤやグラゥクスたちの身に危害が及およぶかもしれません。直談判などに出向けば、ドゥールドォール将軍本人までもが捕まってしまうではありませんか」

「そのとおりじゃな。だから、それを実行しようとしたら儂わしが止める。だが、その前まではやってもらって損はない」

「その前……ペリージア州軍団を呼び寄せるということですか」

「そうじゃ。戦せん闘とうするにせよ直談判するにせよ、兵力がなければ実現できん。あのおっさんの性格からして、儂らに兵を貸せとは言わん。ならば、自分の兵を呼び寄せるしかあるまい」

「……なるほど」

「じっさいにリエンツェ州の部隊と戦ってもらっては困るが、こちらの兵力が増えるのは儂らにとっても損にはなるまい」

　少し考えていたヨーコだが、やがて、

「ですか。ですね」

　と小さく頷いた。

「というわけで、おぬしは事実をそのまま淡たん々たんと伝えればいいのじゃ。たとえばザネッティ様辺りが大おお仰ぎように言い立てるより、そのほうが逼ひつ迫ぱく感かんが出る」

「わかりました。お役目、引き受けます」

　と、そんなやり取りがリリィとヨーコのあいだであったのだった。
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「なんだと!?　レムリガスめがサイファカール殿下を捕とらえただと!?」

「はい。これがサイファカール様が誘さそい出されるきっかけとなったレムリガス将軍からの文書の写しです」

　ロクサスの皇おう子じ宮きゆうの評定の間までドゥールドォール将軍と向き合ったヨーコが、一通の文書を差し出した。

　受け取ったドゥールドォールは、貪むさぼるように文面を読み進む。

　文書は、ミラニエゥス殿下から傘さん下かに入るように迫せまられ、街の一つを包囲されている。対応に困っているのでサイファカール様になんとかしてほしい、と訴うつたえる内容だった。

　読み終えたドゥールドォールの眉まゆが跳はね上がった。

「あの男はこの文書で殿下を誘おびき寄せて捕らえたと!?　屑くずめが！」

　ドゥールドォールの背中から怒いかりの炎ほのおが噴ふき出しているのが、ヨーコの目にはっきりと映った。

（まさに直情径けい行こう、だな）

「帝国の安あん寧ねいを願い皇太子様を支えようとするサイファカール殿下を捕らえるとは、レムリガスめ、ついに己おのれの野心を剝むき出しにしたか！」

　将軍は吐はき捨すてるようにそう言った。

　レムリガスは野心からそうしたのではなく、あくまで保身のための行動だったのだが、ドゥールドォールの目には、帝国のために動くサイファカールを害することは、即すなわち帝国に弓引く行こう為いと映ったのである。

「許さんぞ、レムリガス」

　巨きよ体たいに怒りを漲みなぎらせたドゥールドォールが勢いよく立ち上がると、彼が身に纏まとっている鎧よろいが金属音を鳴らした。

　ドゥールドォールはヨーコに向かって、

「アル＝アラまで急使を送ってくれぬか」

　と言った。

「アル＝アラに滞たい陣じんしている将軍の軍団をお呼びになりますか？」

「おうよ。ペルシャーブラからも呼び寄せ、儂の軍団でレムリガスの主力を蹴散らしてくれるわ」

（リリィ様の考えどおりになってきたな。相変わらず的確な読みだ）

　と感心しつつ、ヨーコは素知らぬ顔で応こたえた。

「ペリージア州軍団を呼んでいただくのは、こちらとしても大いに心強いです。ですが、強きよう攻こう策さくを採りますと、サイファカール様の身に危害が及ぶ虞おそれがございます」

「む」

「ドゥールドォール将軍麾下の軍団がどれほど勇ゆう猛もう果か敢かんであっても、サイファカール様を盾たてにされたら、攻こう撃げきできなくなります」

　ドゥールドォールの表情が渋しぶくなる。

「そう……だな」

「あまり強引なことはできないとリリィエンテルも申しております」

「しかし……いや、そうか。ではリリィはどうするつもりなのだ？　まさかサイファカール殿下を人質に取られたまま唯い々い諾だく々だくとレムリガスの言うことを聞くとでも!?」

「まさか」

　ヨーコが言げん下かに否定すると将軍は、だろうな、と頷うなずいた。

「だが、そうすると？」

　将軍に見つめられ、ヨーコは軽く頭を下げた。

「とりあえずドゥールドォール様は、いざというときに備えてペリージア軍団を呼び寄せてください」

「おお、それは言われずともやるつもりだったが」

「アル＝アラのペリージア州軍団が駆かけつけるだけでも数日の時間がかかります。ペルシャーブラからとなると、もっとかかります。その間を利用して、リリィはサイファカール様の奪還計画を実行するつもりであります」

　立ったまま、ドゥールドォールは目をぱちくりさせている。

「だ、奪還？　しかし……リリィのところにいま何人の兵がおる？」

「兵数は必要ないと申しております」

「は？　兵がいなくて、どうやって奪還する!?」

　ヨーコは素知らぬ顔で噓うそを吐つく。

「詳くわしいことはわたしも知らされておりません。リリィエンテル曰いわく、敵を欺あざむくにはまず味方から、だそうです」

「それはそうかもしれんが」

　不ふ審しんそうな、あるいは不服そうな顔で自分を見下ろしているドゥールドォールに対して、ヨーコは少し間まを置いてから徐おもむろに口を開いた。

「奪還に成功したら、サイファカール様が安全な場所まで逃にげ果おおせる時間を稼かせがねばならない。ドゥールドォール将軍には、そのときに力ちから添ぞえをいただきたい。それがリリィエンテルから将軍へのお願いでございます」

「よし、わかった。リリィの言う奪還作戦がどんなものかはわからぬが、サイファカール様を取り戻もどすためなら、儂が協力を惜おしむはずもない」

「ありがとうございます。では将軍、ロクサスにいる部隊を率いて、リリィエンテルのいるロートレモンまでお出いで願えますか？」

「承知した！　すぐに準備を始めさせよう」

「よろしくお願いします。わたしもアンブロウ州軍団に進発の準備をさせますので」




　こうしてドゥールドォール将軍はロクサスにいるペリージア州の一個軍団を率いてロートレモンへ向かうこととなった。

　ヨーコもドゥートスに指揮を任せた一個軍団をロートレモンまで進めるべく彼に指示を与あたえると、ドゥートスと共にロクサスを発たったのだった。
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　昔から他人になるのが快感だった。

　息をするように自然に演技ができた。

　わざとらしい態度で、気取った話し方で、相手に接するのも演技のうちだ。

　ギ・ジュカは、そうしてギ・ジュカという人物を演じているにすぎない。

　自分の中に数十人の他人がいて、自分自身はどこにもいない。

　そんな感覚だ。

　本当の自分がどこにいるのか、いつの間にか自分でもわからなくなってしまった。

　自分が男なのか女なのかさえ忘れてしまうことがある。

　自分の年ねん齢れいでさえも今ではあやふやだ。

　男の服を着れば男になれるし、女の服を着れば女になれた。

　年寄りを演じれば、自然と足あし腰こしが曲がり。

　若者を演じれば肌はだまで艶つややかに輝かがやいた。

　だから他者を演じても緊きん張ちようすることなどなかった。

　他人を煙けむに巻いて、自分も煙に巻いて。

　他人を欺あざむいて、自分も欺いて。

　そうしてギ・ジュカは生きてきた。

　そんなギ・ジュカが久方ぶりに緊張を感じている。

　ミラニエゥスの部下になりすますという行為にではなく。

　偽いつわりがばれたら殺されるという恐おそれにでもなく。

　自分の責任の重さに緊張していた。

　この策が成功するか否いなかで、サイファカールの未来は大きく変わるだろう。

　それはつまり、自分の未来も大きく変わるということだ。

　これまでも演技力を買われて重ちよう宝ほうされてきたギ・ジュカだが、何かを成し遂とげたという充じゆう足そく感は希き薄はくだった。

　それも当然かもしれない。

　そこにいたのはギ・ジュカであってギ・ジュカではないのだから。

　何かを成すのは、いつもギ・ジュカがなりすました別人だった。

　ギ・ジュカは、自分の手で何かをやり遂げたという達成感を、ここ何年も感じたことがなかった。

　そんなギ・ジュカだが。

（今回は。今回だけは、自分でサイファカール様を救出するのだという手て応ごたえがあります。わたしのこの手でサイファカール様を奪還するのだという目的意識が強いのです）

　自分の演技力が認められるのではなく、ギ・ジュカという人間が認められる。

　その好機だとギ・ジュカは奮ふるい立っている。

（サイファカール様は、どんな者であれ、働いた者は正当に評価してくださるお方ですからね。あのお方を救い出し、アル＝アラで燻くすぶっていた我々の未来を切り拓ひらく。これはギ・ジュカ一世一代の大仕事と言ってもいいでしょう。いえ。わたしの場合、大仕事ではなく大おお芝しば居いかもしれませんねぇ）

　ギ・ジュカは、自分が為なすべき任務の重大さとそれを成功させる困難さに緊張を感じていた。

　だが、それで臆おくすることはなかった。

　足が竦すくむこともなかった。

　逆に闘とう志しがふつふつと湧わいてきた。

（やってやりますよ。やり遂げてみせますよ。この命に替かえてもね）

　ギ・ジュカの口くち許もとは自然と綻ほころんできた。
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　アンブロウ州の北方からいったん州の外へと迂う回かいしたギ・ジュカ一行は、州しゆう境ざかいに沿って西進していった。

　その後、西方の山さん塊かいに沿う形で南下を始め、やがてリエンツェ州との境界付近から東に向きを変え、ローデントの街を目指した。

　ローデントに近づいたところで、ギ・ジュカ一行は付近を警けい戒かい中のリエンツェ州軍団兵に遭そう遇ぐうした。

（さすがに誰だれにも会わずに、とは行きませんか。ですが、まぁ、これはこれで）

　ギ・ジュカは進んで彼らに近づき、己おのれの身分を告げた。

　ローデントの街に入るとき、リエンツェ州兵に先導されていたほうが、よりそれらしく見えるという計算が働いたのだ。

「すぐにローデントの街まで行かなくてはなりません。案内をお願いします」

　名乗りを上げたギ・ジュカが断固とした口調でそう告げると、警備部隊の隊長はとくに怪あやしむこともなく街まで先導してくれた。

　やはり第三皇子ミラニエゥスと、彼の三人の重臣の一人、ジルランティスの名前が利きいたのだろう。

　それに、ミラニエゥスの軍勢がすでにリエンツェ州まで進出してきていることは隊長も聞いていた。

　ギ・ジュカが率いる部隊は、どこから見てもロンディウムの兵にしか見えなかったから、隊長が素す直なおに信じたのも無理はない。

　ローデントの街の守備隊に所属する隊長は街までギ・ジュカたちを送り届けると、街の執しつ政せい官デキウスと、レムリガス将軍からサイファカールの監かん視し役に指名されて街に残ったアレックを呼び出した。

「ミラニエゥス殿でん下かからの使者!?」

「レムリガス様からの命令書!?」

　隊長から報告を受けた二人は、不思議そうな顔で、あるいは怪け訝げんそうな顔で、お互たがいを見やった。

「どういうことだろう？」

「わからない。レムリガス様は州都へ戻られたばかりだ。何か新たな事態が持ち上がったのだろうか」

　首を捻ひねるデキウスとアレックだが、そうして考えていても答えは出ない。

「とにかくその男に会って話を聞いてみよう。というより。ミラニエゥス殿下の重臣ともなれば、会わないわけにはいかない」

　デキウスがそう言い。

「そうですな。将軍の命令がどんなものかも確かく認にんしないといけません」

　とアレックも頷うなずいた。

　二人は使者を政庁舎の応接の間まの一つに案内するように隊長に命じ、

「供の兵はどこかに集めて見張っておくようにしろ」

　とつけ加えた。

「は。承知いたしました」

　二人に敬礼を送った隊長は、踵きびすを返し、執政官室から下がっていった。

「では、我々は先に行っていましょう」

　と執政官がアレックに呼びかけた。

　ミラニエゥスの重臣ともなれば、自分たちよりも遥はるかに格上だ。

　相手を待たせるのは失礼に当たる。

　二人は指定した応接の間へ向かい、侍じ女じよに命じて飲み物や茶ちや菓が子しを用意させた。
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　兵に先導されて応接の間に入ってきたのは、光こう沢たくのある筒つつ袴ばかまを穿はき、光沢のあるシャツと上着を着て、ゆったりとしたマンテラを羽織った男だった。

　少なくともデキウスやアレックには男に見えた。

「失礼いたします」

　よく通る声で男が挨あい拶さつを寄よ越こす。

「あなたがミラニエゥス殿下の使者殿どのですな」

　デキウスが尋たずねると、相手は優ゆう雅がな所しよ作さで一礼した。

「さようです。わたくしはジルランティス・ジリオットォと申す者。ミラニエゥス殿下の下したで外交全ぜん般ぱんを受け持っております」

　デキウスとアレックも丁てい寧ねいに頭を下げた。

「遠路遥はる々ばるよくお出いでくださいました、ジルランティス殿。わたくし、この街の執政官を務めておりますデキウスでございます。こちらはレムリガスの代理として街の部隊を指揮するアレックと申します」

　まさかサイファカールの見張り役だと説明するわけにもいかないから、デキウスはアレックを、レムリガスの代理として街に駐ちゆう留りゆうする部隊を指揮する者だと紹しよう介かいした。

「よろしくお願いいたします」

　もう一度、ジルランティスが腰こしを折る。

　背筋が真っ直すぐに伸のびた美しい姿勢だった。

「どうぞ、おかけになってください。いま飲み物と茶菓子を用意させますので」

　デキウスは応接の間の中央に置かれた黒い革かわ張ばりの長なが椅い子すにジルランティスを誘さそった。

　ジルランティスは言われるままに長椅子に腰を下ろす。

　歩く姿勢も、腰を下ろす所作も、洗練されていて美しかった。

「どうぞ、お好きな物をお飲みください」

　デキウスに勧すすめられたジルランティスは、侍女に運ばれてきた飲み物の中から葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒しゆ盃はいを取り上げた。

　それを見て、デキウスもアレックも葡萄酒入りの酒盃を手にした。

「では、遠路遥はる々ばるお出でくださったジルランティス殿のご足労を労ねぎらい」

「ミラニエゥス殿下の栄光を祝して」

　二人が酒盃を掲かかげると、ジルランティスも優雅な手つきで酒盃を持ち上げた。

「ありがとうございます」

「「乾かん杯ぱい！」」

「乾杯」

　三人は酒盃の葡萄酒を一気に飲み干した。

「で」

　空になった酒盃を卓たく上じように戻もどすと、デキウスはジルランティスの顔色を窺うかがうように言った。

「本日は、どんなご用件でこの街に？」

「それなのですが」

　ジルランティスは部屋の中を見回してから上体を乗り出した。

「とても重要かつ内密なご相談になります。何しろ我が君、ミラニエゥス殿下直々のお願いでありますれば」

　デキウスとアレックは緊張に身を固くする。

「できれば人ひと払ばらいをお願いできないでしょうか」

　なるほど、室内には侍女や警護の兵が控ひかえている。

　ミラニエゥスからの伝言を彼ら、彼女らに聞かれたくはないとジルランティスが考えるのも無理はない。

　二人は顔を見合わせ、頷き合った。

（まぁこの使者殿一人なら問題はないな）

（そうだな。何かしようとしても、俺一人で対応できる）

（というより、我々二人をどうこうしようという理由がないからな）

　そんなことを目で語り合った二人は、揃そろってジルランティスに向き直ると、鷹おう揚ように頷いてみせた。

「承知しました」

　デキウスが侍女や兵に部屋からの退出を命じると、すぐに三人を残して部屋から余人の姿が消えた。

「これでおよろしいですか？」

「お手数をおかけしました」

「では、お話を聞かせてください」

　デキウスがそう促うながすと、ジルランティスは封ふうがされた封ふう筒とうを懐ふところから取り出した。

　封筒を取り出すだけなのに、その所作は流れるような流りゆう麗れいさだ。

「ミラニエゥス殿下の意を汲くんだ、わたくしの同どう僚りよう、セフィールドとレムリガス将軍殿との話し合いの結果がここに記しるされております。どうぞご確認ください」

　どういうことだと不思議に思うデキウスとアレックだが、考えていても始まらない。

　そこに記されているというなら、読めばいいだけだ。

　手を伸ばしてジルランティスから封筒を受け取ったデキウスは、裏返して封ふう緘かんの具合を確かめる。

　レムリガス将軍の印いん判ばんがしっかりと押されていた。

　もちろんそれはシュラトゥが作った偽にせの印判だったが、デキウスにはレムリガスの印判にしか見えなかった。

　デキウスは慎しん重ちような手つきで封を開け、中の紙を取り出した。

　ありふれた羊よう皮ひ紙しではなく貴重な紙を使っているところを見ても、この文書の重要性が知れるというものだ。

　用紙を持つデキウスの手に、知らず知らずのうちに力が入っていた。

　折りたたまれた用紙をデキウスが広げると、隣となりに座るアレックがそっと覗のぞき込んだ。

　二人は素早く文面に目を通す。

「なんですと!?」

　読み終えたデキウスは、思わず驚おどろきの声を漏もらしていた。

「サイファカール殿下をミラニエゥス殿下に引き渡わたす……ですと？」

「殿下だけでなく、一いつ緒しよに捕とらえた家臣ごと……ですか!?」

　顔を上げた二人は、目を丸くしてジルランティスを見つめる。

　ジルランティスは眉まゆ一つ動かさず、二人に向かって淡たん々たんと告げた。

「さようです。それが、我が君ミラニエゥスからの要よう請せいを受け、レムリガス将軍が下した決断なのです」

「し、しかし……」

　二人はどう応こたえていいかわからず沈ちん黙もくした。

　レムリガス将軍は、サイファカール皇子をあくまで自分の手元に置いておくのだと言っていた。

　それが自分の利益になるのだとも。

　セフィールドに横やりを入れさせないためにも、サイファカールは州都に連れていかず、この街に留とどめておくとも。

　なのに、州都へ戻ってすぐに前言を翻ひるがえすこの命令。

（いったい州都で何があったのだろう）

　デキウスの思考はそちらへ流れていった。

（またセフィールドという男がやって来て、レムリガス様に無理難題を吹ふっかけでもしたのだろうか）

　だとしても。

　二人のあいだでどんな話し合いが為なされ、その結果、どんな結論が出されようと、二人には関係のないことだ。

　デキウスとアレックはレムリガスに命じられたことを熟こなすだけ。

　レムリガスが前言を翻そうと、己おのれの主張を貫つらぬこうと、それが自分たちの立場や将来を危あやうくするのでなければ、従うだけである。

　デキウスとアレックは、もう一度、文面に目を落とした。

　二人はレムリガスから直接、命令を受ける機会のある地位にいる。

　これまでに何回も命令書を受け取り、実行してきた。

　だから筆ひつ跡せきも署名も何度も目にしている。

　ここに書かれている文字はレムリガスのものだった。

　署名も本人によるものだ。

　ミラニエゥスの側が、用意した別物とすり替かえたという可能性はなかった。

　少なくとも二人の目にはそう映った。

　二人が恐おそれたのは、レムリガスの命令書を携たずさえたこの男が、途と中ちゆうで別物とすり替えたということだった。

　だが、筆跡も署名も本人のものだとすれば、命令書の中身も本物だということだ。

　ミラニエゥスの側以外のどこかの誰だれかが偽の命令書をでっち上げたなどという可能性は微み塵じんも考えていなかった。

　二人は文面から視線を外し首を巡めぐらせ、隣に座る同僚を見やった。

　そして二人は頷うなずき合った。

　こうして将軍が命令を伝えてきたのだから、その命令を実行するしかない。

　その可否を考えるのは自分たちの仕事ではない。

　それが二人の下した結論だった。

　顔を正面に向けたデキウスは、眼前に座っているジルランティスを見つめつつ重々しい口調で言った。

「レムリガス将軍の命令、たしかに受け取りました」

「では、サイファカール殿でん下か引き渡しの件、よろしいですね？」

「承知いたしました」

「それと。捕らえた警護の兵は必要ありません。受け取っても、食べさせる食しよく糧りようがかかるだけですから」

　ジルランティスが冷れい淡たんにそう言うと、デキウスは困こん惑わくした顔になった。

（しかし、ここに置いておいても事情は同じなんだが）

　何百もの兵を食わせるだけの兵ひよう糧ろうを用意するのはそれなりに金がかかるのだ。

　自分たちの兵ならともかく、他人の兵にそんな金をかけるのは、街の執しつ政せい官として気が進まない。

「では、どうすればいいでしょう？」

「武器だけ取り上げて放ほうり出せばいいのではありませんか」

「……ですか」

「いずれサイファカール殿下は、我が君ミラニエゥスとレムリガス将軍の連合軍のために働くことになるのです。捕らえた兵たちも我らにとって貴重な戦力となります」

　武人であるアレックは、なるほど、と内心で大きく頷いた。

（ミラニエゥス殿下とレムリガス将軍は、人質にしたサイファカール殿下を餌えさに、アル＝アラ軍団やアンブロウ州軍団を先せん鋒ぽうとして使って、皇太子が送って寄よ越こす部隊と戦おうというのだな。いちばん危険な先鋒をアル＝アラ軍団やアンブロウ州軍団に任せるのは、なるほど、我々にとってはいい話だ）

　彼はデキウスにそっと耳打ちする。

「それでいいのではないかな、デキウス殿どの」

「そうだな。たしかにサイファカール殿下も幹部もいなくなったのに兵士にだけ飯を食わせておくのは馬ば鹿か馬鹿しいな」

　デキウスは、よし、と頷いた。

「捕らえた兵士は解放することにしよう。そちらの手配を頼たのめるかな」

「承知した」

　ジルランティスに向き直ったデキウスは、

「サイファカール殿下解放の準備が調ととのうまで、ジルランティス殿にはお待ち願うことになります」

　と告げた。

「もちろんかまいませんよ。して、わたくしはどれほど待てばよろしいのですか？　ミラニエゥス殿下からは、一刻も早く連れ戻ってこいと厳命されているのです」

「それほどお待たせすることはありません。一いつ時ときかそこらで準備は調うと思います」

「わかりました。では、それまでここでおとなしく待っているといたしましょう」

「申し訳ありません」

　と頭を下げたデキウスは、顔を上げ、卓たく上じようの酒しゆ盃はいを指し示した。

「待ってるあいだは、お茶でも葡ぶ萄どう酒しゆでも好きなだけお飲みください。侍じ女じよに申しつけてくださればお持ちいたしますので」

「ご配はい慮りよ、忝かたじけない」

　デキウスは立ち上がり、

「我らは準備がありますのでこれにて失礼。準備が終わり次し第だい、戻もどってまいります」

　と挨あい拶さつした。

　ジルランティスも立ち上がり、優ゆう雅がな所作で腰こしを折り低頭した。

　相変わらず背筋が真っ直ぐに伸のびた美しい姿勢だった。

「よろしくお願いいたします」

「では、失礼」

　デキウスとアレックが部屋から出ていくのと入れ替わるように警護の兵と侍女が入室してきた。

（警護というか見張りですね。まぁいいでしょう。事は上う手まく運びました。これで殿下を奪だつ還かんできます。シュラトゥの偽ぎ文ぶん書しよ、素す晴ばらしい出で来き映ばえでしたからね。あれでは側近であっても見破れないのでは）

　部屋に入ってきた兵と侍女を横目で窺うかがいながら、ジルランティスを騙かたったギ・ジュカは、内心でほくそ笑えんだ。

　もちろん、シュラトゥの偽文書だけがよかったのではない。

　ギ・ジュカの堂々とした演技も褒ほめられて然しかるべきものだった。

　だが、ギ・ジュカにはそこで自画自賛しないだけの慎つつしみ深さがあった。

（それに、まだ殿下を奪還したわけではありません。最後の最後まで気を緩ゆるめてはなりませんからね）

　と自分を戒いましめる。

　そう、すべてが想定どおりに運ぶわけでは決してなかった。
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　準備が調ったと知らせに来たデキウスに案内され、ジルランティスが兵舎近くの馬場までやって来ると、四台の馬車が出立の準備を終えて待機していた。

　それだけなら問題はない。

　だが、馬車の周囲に五百ほどのリエンツェ州兵が集まっている。

　それを認めたジルランティスは僅わずかに眉を動かした。

「あの兵は？」

　前を行くデキウスの背中にジルランティスが声をかけると、彼は足を止めて振ふり返る。

「サイファカール殿下の護送ともなれば、貴き殿でんが連れている二百だけでは些いささか心こころ許もとないですからね。道中の不安を低減するために、こちらで一個大隊を用意いたしました。ミラニエゥス殿下のところまでお送りいたします。ご存分にお使いください」

　ジルランティスを装よそおったギ・ジュカは、内心で舌打ちしながらも、にこやかな笑顔で礼を言った。

「お心こころ遣づかい感謝いたします。ですが、この辺りにはとくに不ふ穏おん分ぶん子しもいないはずですが」

「不穏分子はいなくても、サイファカール殿下の手勢が物見を送り込んでいるやもしれません。もし連中に護送しているのが殿下だと知られれば、奪還の手勢を送ってくるかもしれません。油断は禁物です」

（なるほど。街の執政官ともなれば馬ば鹿かではない……か。これで少しばかり仕上げがやり難にくくなったな）

　警護の兵さえ付いていなければ、いったん北に向かい、ローデントの街から充じゆう分ぶんに離はなれたところで方向転てん換かん、あとは一いち目もく散さんにサイファカールが支配しているアンブロウ州の東半分を目指して駆かけていくだけでよかったが、リエンツェ州の兵が──しかも五百も──いるとなると、その手は使えない。

　とはいえ、ここで固辞するのもおかしな話だ。

　サイファカール皇子の護送を警護する兵が増えるのだから、ジルランティスとしては喜ぶべきところである。

（途中どこかで兵の目を盗ぬすんで逃にげるか。あるいは……兵の不意を襲おそって殺やるか）

　だが、数は相手のほうが多い。

　しかも皇族の護送ということで、相手はつねに周囲に警けい戒かいを払はらっているだろう。

　逃げることも襲しゆう撃げきすることも難しそうだ。

（兵を出すにしてもせいぜい百人程度と踏ふんでいたのだが、まさか一個大隊も出してくるとは思わなかった。さて、どうするか）

　ギ・ジュカは、これだという打開案を思いつけないまま出立することになった。
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　サイファカールを閉じ込めた馬車を中央に、フレイヤ、グラゥクス、リ・インを閉じ込めた馬車をその前後に配置し、さらにその周囲を兵で囲み、サイファカールの護送部隊はロートレモンから離れていった。

　三人の腕うでを警戒したデキウスは一いつ緒しよの馬車に乗せることを嫌きらい、一人に一台、護送用の馬車を用意したのだった。

　サイファカール側の部隊が皇子奪だつ還かんを目もく論ろんで襲ってくる可能性も皆かい無むではないという理由で、ジルランティスは街道を離れて進むことを、警護部隊の隊長──クラウゼという男だった──だけでなく、デキウスやアレックにも告げておいた。

　これでロートレモン周辺を哨しよう戒かいしている部隊に見られても怪あやしまれることはない。

（とりあえず北の州しゆう境ざかいまでこのまま進むか。リエンツェ州の兵は州境を越こえてまで従ついてこないだろうからな。バルディア州に入って少し進んだところで方向転換をしてアンブロウ州へ引き返す、というのが妥だ当とうなところか）

　となれば急ぎたいところだが、あまり急ぐのもクラウゼの注意を引くかもしれない。

　のんびり進むのもおかしいが、全力で馬車を走らせるのも不自然だ。

　ギ・ジュカとしては不自然でないくらいの速度で急がなくてはならないのだが、馬車を急がせれば歩兵が従ついてこられないから、急ぐにしても限度があった。

　森が点在する荒あれ地を半日ほど進んだところで、夕刻になった。

　ギ・ジュカは夜営をするために部隊を停止させる。

　ギ・ジュカの部隊とクラウゼが率いるリエンツェ州部隊は、林の中にある水場を挟はさんで隣となり合う形で陣じんを設営した。

　夜営の際にクラウゼを陣中に訪ねたギ・ジュカは──クラウゼにとってはジルランティスだが──相手から、どこまで従いてくるのかをそれとなく探さぐってみた。

　するとクラウゼは。

「ご安心ください。ミラニエゥス殿下の本隊がいるところまでお送りいたしますよ」

　真ま面じ目めな顔でそう答えてきた。

　ギ・ジュカは内心で顔を顰しかめ舌打ちしたが、そんな思いを悟さとられないようににこやかな顔でしばらく世間話をしてから、自分の陣へと引き返してきた。

（これは厄やつ介かいなことになった。こうなったらサイファカール様にご相談するしかないな。夜中になったら馬車に忍しのんでいくか）

　幸い、サイファカールやフレイヤたちを護送する馬車は、ジルランティスが率いる部隊──大半はアンブロウ州軍団兵だ──の陣中に停とめてあって、周りにリエンツェ州の兵はいない。

　夜になって密ひそかに訪ねていけば見み咎とがめられる虞おそれはないだろう。

（もし見られても、こちらはミラニエゥス殿でん下かの重臣なのだ。少しサイファカール殿下と話をしたくなったと言えば疑われることもないだろうしな）

　夕ゆう餉げの後、ギ・ジュカは、

「周囲の警戒を怠おこたらないように。それと、リエンツェ州兵が近づいてきたらすぐに知らせてください」

　と部隊長であるマイスマイヤに念押しすると、サイファカールを閉じ込めている馬車の扉とびらを開けさせた。
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　周囲に目を配ってから、ギ・ジュカは馬車の中に体を滑すべり込ませた。

　馬車の中の椅い子すに、手て枷かせ、足枷をされたサイファカールが腰こし掛かけている。

　サイファカールはちょうど食事が終わったところだったらしく、空になった木製の皿を床ゆかに置き、木製の茶ちや碗わんでお茶を飲んでいた。

　サイファカールは入ってきたギ・ジュカのほうに顔を向けると、一いつ瞬しゆん、ん？　と小首を傾かしげたが、結局、何も言わずにお茶を飲み続けた。

　中にいた五人の護衛兵を外に出すと、ギ・ジュカは恭うやうやしく頭を下げた。

「わたくし、ミラニエゥス殿下の重臣の一人、ジルランティスと申すものでございます」

　ジルランティス本人を見知っているサイファカールは、にやりと笑って、

「本物のジルランティスよりだいぶいい男だね」

　と言うと、座って、と自分の前の席を指さした。

　ギ・ジュカはデキウスから預かっていた鍵かぎを使ってサイファカールの手枷、足枷を外してから、皇子と向き合う形で少し固めの椅子に腰を下ろす。

「それにしても、どうしてギ・ジュカがジルランティスに？　そもそも、僕はどこへ向かっている……いや、君が来たということはアンブロウ州へか。だけど、どうやったの？」

　さすがのサイファカールも、ギ・ジュカがどんな手品を使ってジルランティスになりすまして自分の護送を請うけ負おったのかわからず、首を傾げたままだった。

　ギ・ジュカは上体を乗り出し、囁ささやくように答えた。

「シュラトゥ殿どのの発案でレムリガス将軍の命令書を偽ぎ造ぞうし、それをわたしが持参してローデントを訪おとずれたのです」

「なるほど、そういう設定だったのか。ジルランティス本人を知っている者がローデントにいたかもしれないのに、一か八かの賭かけだね」

「それほど分の悪い賭けではないと思いましたが」

「う～ん、どうだろう。かなり危ない橋を渡わたっている気もするけど」

「あなた様を奪とり返すことは危ない橋を渡るだけの価値があると、ザネッティ様やリリィは考えたのです」

　サイファカールは珍めずらしくあからさまに安あん堵どの表情を浮うかべて語りかけてきた。

「いやぁ、ミラニエゥスの兄上のところへ送られると聞かされたときは、ちょっと困ったことになるぞと思ったんだけど、助かった」

「ですが、まだ助かってはおりません」

　そう言うと、ギ・ジュカは手早く簡潔に現状を説明した。

　一通りを聞くと、サイファカールは重々しい口調で応こたえた。

「それで僕のところへ相談に来たのか」

「ええ。じつに進退が微び妙みようなところへ来ております」

「迎むかえの部隊は？」

「殿下の支配領域とレムリガスの支配領域の境界辺りまで進んで、我らが逃げてくるのを待っております。ですが、兵力には限りがありますから、境界のあらゆるところに部隊を配置できるわけではありません。少し場所を違たがえると連れん絡らくに時間がかかる虞もあります。とはいえ、待機部隊も物見の兵を多数放っているはずですので、それほど大きな問題ではないと思いますが」

「そうか。けれど境界のこちら側にはレムリガス将軍も部隊を配しているだろうし、境界を越えるところがいちばん厄介かな」

　と言って、しばらく馬車の天てん井じようを睨にらんでいたサイファカールだが、やがて顔を戻もどすと、少し身を乗り出すようにして訊きいてきた。

「地図を持ってる、ギ・ジュカ？」

「もちろん持っております」

　ギ・ジュカは懐ふところから羊よう皮ひ紙し製の周辺図を取り出して広げた。

「今はどの辺り？」

「おそらくこの辺りかと」

　ギ・ジュカの指が地図上の一点を指す。

「明日あしたにはアンブロウ州北側の境界付近に進むね」

「ええ、明日中には」

　サイファカールは地図を見つめたまま考え込む。

「それ以上先には行きたくないな。本物のミラニエゥス軍に出会うかもしれないし。バルディア州の哨戒部隊に出会っても厄介だ」

「で、ありますね。どうすればよいでしょうか」

　ギ・ジュカの問いに答えることなく、サイファカールは沈ちん思し黙もつ考こうに入った。

　ギ・ジュカは皇子が決断を下すのをじっと待つ。

　やがてサイファカールは地図から顔を上げた。

「逃げよう。それしかない」

「ありませんか」

「リエンツェ州の警護部隊を襲うという手もあるけど、兵数を考えれば、上う手まくいったとしても、こちらの犠ぎ牲せい者しやも増える。討うち漏もらしたリエンツェ州の兵がローデントへ逃げ戻れば、僕が逃げたことが知られ、追撃の部隊が送られてくる。互たがいの支配領域の境界付近に展開しているリエンツェ州の部隊にも知られれば、東側へ逃げ込むのが難しくなる」

「ですが、逃げても、相手に察知されれば同じことになるのではありませんか？」

「察知されるのをできるだけ遅おくらせる。同時に、僕の所在を知られないように細工する。稼かせいだ時間を使って東半分へ近づき、リエンツェ州兵の密度の薄うすい場所を探す」

　ギ・ジュカは、わかりましたと頷うなずいたものの、重ねて訊いてきた。

「具体的にはどのようにいたしますか？」

「小部隊毎ごとに分かれてこの場所から撤てつ収しゆうしよう。全員一緒にではなく、時間差をつけて、小隊単位でばらばらに撤収するんだ」

「なるほど。こちらが分散して逃にげていけば、追いかけるほうも部隊を分けなくてはならない……というわけですね」

　サイファカールは小さく頷いた。

「フレイヤとグラゥクスには殿しんがり部隊を受け持ってもらおうかな。万が一、リエンツェ州部隊が追撃してきた場合は、食い止めて時間を稼いでもらわなくては」

「二人を呼んできましょうか？」

「そうしてもらおうか。二人だけでなく、リ・インもね」

「では、少しお待ちください」

　ギ・ジュカはサイファカールを閉じ込めている馬車から静かに抜ぬけ出し、近くに停めてある三台の馬車を巡めぐった。
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　サイファカールのいる馬車に、フレイヤ、グラゥクス、リ・イン、そしてギ・ジュカとマイスマイヤが集まっていた。

　すでにギ・ジュカが手枷や足枷を外しているので、フレイヤ、グラゥクス、リ・インの三人は自由に動けるようになっている。

　ギ・ジュカが改めてサイファカール奪だつ還かん作戦の内容を説明すると、三人は目を丸くして聞き入った。

「……というのが我々の置かれた現状です。なんとかサイファカール様を解放することに成功しましたが、まだ道は半ばです。ここからはサイファカール様を確実に逃がすための作戦に移行します」

　フレイヤが大きく身を乗り出す。

「わかりました。ローデントの街が付けて寄よ越こしたリエンツェ州部隊を全ぜん滅めつさせればよいのですね」

　グラゥクスも巨きよ体たいを斜ななめに傾がせた。

「こいつぁ腕うでが鳴るな」

　眉まゆを顰ひそめたサイファカールが、二人の鼻はな面づらにぴしゃりと言葉を投げつけた。

「よくはないし、鳴らされても困る」

「え？」

「は？」

　フレイヤが思いきり怪け訝げんそうな顔になっている。

「あ、あれ？　リエンツェ州部隊を襲おそって全滅させるのではないのですか、皇子様？」

「それをしようとすると、こちらにも大きな被ひ害がいが出るだろうな。向こうのほうが兵数が多いんだから」

「ですが、皇子様を逃がす時間を稼ぐ程度なら……」

　とフレイヤが言うと、グラゥクスも賛同してきた。

「嫁よめの言うとおりだ」

「嫁ではありませんが！」

「多少、兵に犠ぎ牲せいが出たとしても、俺たち三人で食い止めてみせまさぁ」

　リ・インもフレイヤやグラゥクスに同調した。

「おう、フレイヤの夫の言うとおりだナ。時間稼ぎくらいどうとでもなるヨ」

「夫でもありませんが！」

　サイファカールは三人に向けて、わかっているよ、とばかりに頷いたが、でも今は抑おさえてね、という感じで腕を伸のばし、掌てのひらを広げた。

「君たち三人の腕は信しん頼らいしている。だけど、ここで兵に犠牲を出したくはないんだ。ギ・ジュカにも言ったんだけど、派手に戦ってしまうと、すぐに伝令が送られる。ローデントに駆かけ込まれれば追撃部隊が出されるし、境界辺りに展開している部隊に駆け込まれれば東側へ逃げ込むのが難しくなる。いずれ知られるにせよ、それまでになるべく距きよ離りを稼いでおきたい」

「で、ありますか。では、皇子様はどうされるおつもりでありますか？」

「夜のうちに、こっそり逃げ出そうと思ってる」

　フレイヤはかなり不満そうな顔になった。

「こっそり……でありますか」

「言い方が気に入らなかった？　じゃあ、ひっそりと」

「本質的にはあまり変わっていないような気がしないでもないのですが」

　そこで言葉を切ったフレイヤは、かなり強い口調で言葉を継ついだ。

「皇子様が咎とが人びとか何かのようにこそこそと逃げ回るということ自体が、わたしは気に入りません」

「僕は、進むべきときには進むけど、逃げるべきときには逃げるよ。それがどんなに無ぶ様ざまでみっともないことだとしても」

　サイファカールが冷静な口調でそう応えると、フレイヤはびしりと背筋を伸ばした。

「申し訳ございません。このフレイヤ、些いささか短たん慮りよでありました」

「べつに君を責めたわけじゃない。気にしなくていいよ」

　俯うつむいたフレイヤは、ぶわっ、と目に涙なみだを浮かべ、両腕に力を入れた。

「皇子様の思い遣やり溢あふれる優やさしいお言葉、フレイヤの胸に染しみ入りました」

　すかさず、リ・インからツッコミが入る。

「その無む駄だに大きな胸に染み入るためにハ、皇子は万まん言げんを費ついやさなくてはならないのではないカ？　皇子が喋しやべり疲つかれて死んでしまうヨ」

「失敬な！」

「はいはい、話が逸それてる」

　サイファカールが手を打って二人を注意すると。

「し、失礼いたしました」

「おぉう、申し訳ないのヨ」

　フレイヤとリ・インはしおらしく肩かたをすくめ頭を下げた。

「はっはっはっ、[image: ]しかられやがった」

　グラゥクスが愉ゆ快かいそうに笑い。

　フレイヤとリ・インは、そんなグラゥクスに向けて殺気の籠こもった視線を向けた。

「あ、いや、なんでも、ねえ」

　二人の視線から逃のがれようと、グラゥクスは顔を背そむける。

「はい、じゃあ本題に戻るけど？」

　皇子がフレイヤとリ・インに視線を向けると、二人は慌あわてて目つきを和やわらげ、グラゥクスからサイファカールへと顔を戻した。

「今は大事の前の小事だから、兵の犠牲はできるだけ抑えたいんだ」

（自分が逃げ出せるかどうかの瀬せ戸と際ぎわに立っているのに、それを小事と言ってしまうサイファカール様、どれほど神経が図太いのですか）

　とギ・ジュカは呆あきれてしまう。

「だから、ここは逃げることにする。東方の諺ことわざに、三十六計逃げるに如しかず、なんていうのがあるそうじゃないか。まさに今がそれだよ」

　とサイファカールはきっぱりと言った。

「皇子様がそうお決めになったのであれば、不ふ肖しようこのフレイヤに是ぜ非ひはありません」

「俺も同じですわ」

「我も同じだネ」

　三人が口々に賛意を表すと、ギ・ジュカとマイスマイヤも続いた。

「もちろん、わたくしも」

「わたくしとて同じです」

　五人の答えにサイファカールは満足そうに頷く。

「で、逃げる算段ですが。先ほどお話があった方策でよろしいのですね？」

　とギ・ジュカが確かく認にんを求めると、

「先ほどの話とは？」

　とフレイヤが訊きいてきた。

　説明しようと口を開きかけたギ・ジュカを遮さえぎって、サイファカールが自分の策を四人に聞かせた。

「小部隊に分かれ、アンブロウ州東側を目指して駆け抜ける。基本、小隊単位かな。ただ逃げるだけでは逃とう走そうが露ろ見けんしたら、即そく、追撃されるから、こちらから教えて相手を攪かく乱らんすることにしよう」

「つ、つまり？」

　フレイヤが怪訝そうな顔で訊くと。

「僕が逃げた先に関して偽にせ情報を相手に摑つかませるんだ」

「あ、はい」

　まだ完全に理解できていないフレイヤ（とグラゥクス）をそのままに、サイファカールは説明を続ける。

「小部隊でばらばらに逃げていけば敵はどの部隊を追いかければいいか迷う。僕がどこにいるかも把は握あくし難にくくなる。とはいえ、三、四十人規模の部隊が一つか二つはほしいところだけどね」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、戯おどけるように片目を瞑つぶってみせた。

「僕は走力に自信がないから馬を使わせてもらうよ」

　するとリ・インが真ま面じ目めな顔で言った。

「皇子、なんだったら我が皇子を背負ってもいいんだけどナ？」

　とたんにフレイヤが目を吊つり上げる。

「ゆゆゆ、許しません。というより、その役目、親衛隊長のこのフレイヤにこそ相応ふさわしいのではないかと思うのでありますが」

「いや。僕は馬に乗るから」

　サイファカールにきっぱりと断られ、フレイヤは小さく肩を落とした。

「承知いたしました」

　リ・インも残念そうな顔だ。

「じゃあ、脱だつ出しゆつの手て筈はずを細かい部分まで詰つめておこう」

　サイファカールがそう言うと、フレイヤ、グラゥクス、リ・イン、ギ・ジュカ、マイスマイヤの五人は大きく身を乗り出した。

　五人に対して、サイファカールは徐おもむろに口を開く。

「いちばん難しい役目はギ・ジュカに頼たのみたい」

「何なりと申しつけください」

　頼むよ、と頷うなずいたサイファカールは、視線を転じた。

「そして危険な役は、グラゥクス、君に頼みたい。いいかな？」

「はっ。いいも何も、そいつぁ楽しみだと言うしかありませんや」

「ありがとう」

　サイファカールはグラゥクスに軽く頭を下げると、彼は豪ごう快かいに笑って言った。

「礼には及およびませんや、皇子。あんたは山中で燻くすぶっていた俺に生きがいを与あたえてくれた。死に体たいだった俺はあんたのおかげで生き返ったようなもんだ。その恩をいま返さずにいつ返すのかっていう話でさあ」

「僕はそれほど大層なことはしていないけどね。いずれにせよ、君には危険な役を頼むことになる」

「お任せくださいや」

「脱出策の詳しよう細さいはこうだ」

　サイファカールは口早に作戦の詳細な指示を五人に与えていった。
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　日付が変わって半時ほどが経たった深夜──。




　デキウスが付けて寄よ越こした警護部隊の陣じん中ちゆうに、ジルランティスと数名の兵が駆け込んで来た。

「大変です！　隊長は、クラウゼ殿どのはいますか!?」

　ジルランティスがよく通る声で叫さけぶと、クラウゼはすぐに天幕から飛び出してきた。

　鎧よろいを着けていないところを見ると、天幕で休きゆう憩けいを取っていたのだろう。

　隊長の代理で夜営の指揮を執とっていた副隊長も駆け寄ってきた。

「どうしました!?」

「夜営地が賊ぞくに襲われました！」

「なっ、なんですと!?」

　クラウゼと副隊長が、揃そろって愕がく然ぜんとした顔になった。

「不意を衝つかれて兵たちが混乱しているあいだに、サイファカール殿でん下かを攫さらわれてしまいました！」

「なんですとぉぉ!?」

　あまりの衝しよう撃げきに、クラウゼも副隊長も腰こしを抜ぬかしそうになった。

（まんまと殿下を攫われるなど、大失態もいいところじゃないか。しかもそれは俺の責任になる）

　彼は血走った目つきでジルランティスを睨にらみつけた。

（ミラニエゥス殿下の重臣だかなんだか知らないが、こんな間抜けに護送を任せるからこういうことになるんだ）

「隊長殿、早く兵を動かしてください！　いま追いかければまだ追いつけます！」

「ん？　ああ、そう、そうですな」

　泣き言や恨うらみ言ごとを言っている場合ではないと、隊長は我に返る。

「おい、すぐに兵を叩たたき起こせ。哨しよう戒かいに出ている部隊を呼び戻もどせ」

　クラウゼの命令を受けた副隊長以下数名の幹部が、中隊長や伝令兵に指示を与えた。

「敵は北へ逃にげていきました。我らの部隊も追いかけています。クラウゼ殿もすぐにあとを追ってください」

「北か」

　暗くら闇やみを見み透すかすようにクラウゼは顔を巡めぐらせる。

　が、もちろん何も見えないし、何も聞こえない。

　その何も聞こえないことに、クラウゼは少しだけ引っかかった。

（そういえば、ずっと静かなままだったな。賊に急きゆう襲しゆうされて混乱したにしては兵の叫びも剣けん戟げきの音も聞こえなかった……）

「クラウゼ隊長、早く！　早く追いかけてください！」

　瞬しゆん時じ、考え込んだクラウゼがジルランティスの叫び声に顔を上げると、彼が泣きそうな顔で迫せまってきた。

「このまま逃げられてしまったら、わたくしはミラニエゥス殿下になんと言ってお詫わびすればいいのか」

（こいつも俺と立場は一いつ緒しよだな）

　相手に対する同情心が湧わき出るクラウゼだった。

「わかっています。自分も同じですから」

　とジルランティスを慰なぐさめておいて、クラウゼは副隊長を呼んだ。

「どうだ、レントゥース？」

「中隊二個はすぐに出られます」

「よし。残りの指揮はおまえに任せる。準備でき次し第だい、追いかけてこい！」

「は！」

「ではジルランティス殿、案内をお願いできますか」

「もちろんですとも。こちら。こちらです」

　ジルランティスは自分たちの夜営地へとクラウゼと彼の部隊を先導していった。
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　ジルランティスが率いていた部隊が夜営していた陣地まで走ると、なるほど、破は壊かいされた馬車が四台、放置されていた。

　消えた、あるいは消えかかった松明たいまつがあちこちに散乱していて。

　剣や槍やり、盾たてなどもそこかしこに転がっていて。

　鍋なべや釜かまも、中身をぶちまけた状態で転がっていた。

（見事に不意を衝かれたようだな。しかし、見張りは何をやっていたんだ。ミラニエゥス殿下の兵士は意外となっちゃいないな）

　辺りの惨さん状じようを見み渡わたしていたクラウゼは、内心でため息を吐ついた。

（だがしかし。不意を衝かれてまんまとサイファカール殿下を奪うばわれたにしては死傷者が見当たらないな。というか、ここには一人も兵がいないじゃないか。よほど慌あわてて追いかけていったか。まぁ無理もないが）

　死傷者がまったく見当たらないことと夜営地に兵士が一人も残っていないことを、もう少し深く追つい及きゆうしていれば、クラウゼも事態の不可解さに気づけたかもしれない。

　だが、サイファカールを奪われたという事実に彼も浮うき足立ち、動どう揺ようしていた。

　そんな彼の動揺をさらに煽あおるようなギ・ジュカの言動も巧こう妙みようだった。

　慌て、焦あせり、狼狽うろたえるギ・ジュカに早口で語りかけられたクラウゼは、落ち着いて状じよう況きようを分ぶん析せきする余よ裕ゆうを完全に失ってしまった。

　事態の不可解さに彼が気づけなかったのも無理はない。

「で。賊はどちらへ!?」

　とクラウゼが訊くと、ギ・ジュカ扮ふんするジルランティスは眉まゆを攣つり上げて森の中を指し示した。

「あちらです！　あちらの森の中へ走り込んでいきました！　我がほうの兵も態勢を立て直して追いかけていったのですが、どうやらまだ追いつけていないようです」

　傍かたわらの幹部の一人がクラウゼに声をかけてきた。

「隊長」

「なんだ？」

「伝令を送らなくてもよろしいので？」

「む……いや……」

　幹部の指し摘てきは当然で、これは急いで伝令を送るべき緊きん急きゆう事態だ。

　だが、ローデントの街へ「サイファカール殿下を賊に奪われた」と知らせるのは自分の失態を知らせるのと同じだから、クラウゼは躊ちゆう躇ちよした。

（どうする？　黙だまっているわけにもいかないが。できれば殿下を取り戻してから、襲おそわれたが殿下は無事だったと報告したいものだがな）

　クラウゼは必死になって思案を巡らせる。

（使者……ローデントにはあとから送るとして、境界付近に展開している部隊には送っておくか。殿下を奪ったとなれば実行部隊はアンブロウ州か東辺境州の兵に決まっている。連中が逃げ込む先はアンブロウ州の東側。そちらに展開している友軍に知らせておけば、どこかで発見できるかもしれない）

　そこまでを考えたクラウゼは、訊きいてきた幹部に答えた。

「現状は、奪われたサイファカール殿下の追つい跡せきと捜そう索さくを最優先すべきだ。だから伝令は、まず境界付近に展開している友軍に向けて送る。もちろん、境界をすべて封ふう鎖さするなんてのは無理な相談だが、物見部隊を多数放てば、逃とう走そうしていく敵部隊を発見できる可能性が上がる」

「おお、そうですね」

　傍らで訊いていたジルランティス──ギ・ジュカは、内心で小さく舌打ちした。

（浮き足だっていても、そのくらいのことは考えますか。皇族の護送部隊を任されるだけのことはありますね）

　境界付近に展開している部隊が多数の物見部隊を放てば、サイファカールたちが見つかる危険性が増す。

　小部隊に分かれて逃げているのだ、相手が物見部隊だとしても、大きな脅きよう威いになる。

　最悪の場合、境界付近の部隊本隊と追いかけていくクラウゼの部隊に挟はさみ撃うちに遭あって包囲されてしまうことも考えられる。

（ですが、そちらはわたしにはどうしようもない。今のわたしにできることは、こいつらに時間を無む駄だ遣づかいさせることです。こちらの策を見抜かれないように相手を浮き足立たせておくことです）

　クラウゼが伝令を送り出すのを、ジルランティスは苛いら々いらしながら──少なくともクラウゼたちにはそう見えた──待っていた。

「お待たせしました、ジルランティス殿。案内をお願いします」

「はいい、こちらです！　賊はこちらへ逃げていきました！」

　ジルランティスは連れている数名の兵と共に先頭に立ち、松明を掲かかげて森の中に入っていった。
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　森の中には、人が通った痕こん跡せきがはっきりと残っていた。

　木の枝が折れていて、下した草くさが踏ふまれている。

　それらはグラゥクスが率いる部隊の通った跡あとだ。

　巨きよ漢かんで重いグラゥクスが走れば、何もしなくても枝は折れ、踏み跡が残る。

　最初、グラゥクスは八十名ほどを従えていたが、途と中ちゆうで小隊が次々と離り脱だつしていって、いま彼の周りにいるのは四十名だ。

　マイスマイヤが連れてきたその四十名は山さん賊ぞく時代からの部下だから、グラゥクスは大いに信しん頼らいしているし、部下もグラゥクスの実力は嫌いやというほど知っている。

　だから危険な役目であっても、グラゥクスの指揮なら任務を全まつとうできると信じている。

　一方、サイファカールとフレイヤ、リ・インは、三十名ばかりの兵と共に、真っ直すぐ東を目指して走っていた。

　残りの兵のうち三十名ほどをマイスマイヤが引き連れ、あとは小隊単位に分かれてばらばらに逃げている。

「さて、そろそろ始めるとするか」

　グラゥクスは率いている四十名の兵を停止させ、森の中に陣じんを敷しいた。

　ここで追撃部隊に一撃を加えて敵の耳じ目もくをこちらに集め、サイファカールたちを追いかける敵部隊を減らすのが彼の役割だった。

　追撃部隊を攻こう撃げきすれば、当然、こちらに本隊がいる、サイファカールがいると、相手はそう判断するだろうという読みである。

　追撃部隊を引きつけるためにもグラゥクス隊が派手に戦うことが必要だった。

　派手に戦って敵を蹴け散ちらすことが必要だった。

「さあ、やるぜ、おまえら！」

「おおっ！」

　木の陰かげに身を隠かくした兵は弓を構え。

　グラゥクスは数本の槍を背中に括くくりつけたまま仁に王おう立ちしている。

　彼は愛用の得え物もの、山割りと号した大剣を捕とらわれたときに取り上げられていたのだ。

（なぁに、追撃部隊の五十や百なら、こいつでどうとでもなる。もっとも俺は、フレイヤほど槍の扱あつかいが上う手まくはないがな）

　背中から一本の槍を抜ぬき出すと、グラゥクスは不敵に笑った。

（俺の山割りに比べ、槍は軽くて力加減が難しいわ）
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「撃てえぇっっ！」

　森を揺ゆるがすような大だい音おん声じようが轟とどろき。

　木こ陰かげから数十本の矢が飛んできた。

　走ってきた追跡部隊の兵がばたばたと倒たおれる。

　元々はサイファカールの護送部隊、兵は重装鎧よろいではなく軽装鎧を着用しているだけだ。

　至近から撃たれた矢を防げないのも無理はない。

「敵だ！　敵がいるぞ！」

　先頭を走っていた兵が叫さけび。

「散開！　木陰に身を隠して反撃せよ！」

　すかさず部隊長が命令を下した。

　敵の初撃で倒れた数名の兵を残し、他ほかの兵は木陰に身を隠して弓を取った。

「撃て、撃て、撃てぇ！」

　隊長の命令一下、兵たちは矢を撃ち始める。

　森の中を数十本の矢が飛び交かった。

　だが、互たがいに木の幹に隠れて撃っているから、矢が当たることはない。

（くそ。敵は何人いるんだ!?　それほど多くはないと思うが）

　夜で見通しが利きかず、おまけに相手は木陰に隠れているから、追撃部隊の隊長には敵の人数が読めない。

（とはいえ、こちらも五十しかいない。このまま撃ち合っていても埒らちが明かないわ。急いで味方を呼ぶしかない）

　隊長は後方へ向けて伝令の兵を何人も走らせた。

　森の中に残っている痕跡を追いかけている友軍が近くにいるはずだから、友軍の到とう着ちやくを待って敵を押し包み、殲せん滅めつするのがいい。

　隊長はそう考えた。

　それに元々が戦せん闘とうのための部隊ではないから、持っている矢の数がそれほど多くない。

　このまま撃ち合っていると、味方が来る前に矢を撃ち尽つくしてしまう虞おそれがある。

　そうなれば敵の逃走を許してしまう。

　最悪の場合、敵の突とつ撃げきを許してしまう。

　それを恐おそれた隊長は、放つ矢の数を絞しぼらせた。

　それを待っていたかのように、横手から敵の一団が突つっ込んできた。

「なんだとう!?」

　まさかこの段階で敵が突撃してくるというのは隊長の予想を超こえていた。

　敵の目標は、あくまでサイファカール皇子の逃走のはず。

　なのに、敵の戦意がこれほど旺おう盛せいだとは思わなかった。

　隊長は判断に迷った。

　敵の兵力が把は握あくできていないことも彼の決断を迷わせた要因だ。

　迷っているうちに、敵の接近を許してしまった。

　突撃部隊の先頭に立っているのは巨漢の男で、地を揺るがすような勢いで駆かけてくる。

　月明かりにぼんやりと浮かんだその姿を認めたとき、隊長は、森の巨木が突撃してきたのかと錯さつ覚かくしてしまったほどだ。

　隊長ですらそうなのだから、巨漢の突撃をまともに受けることになった兵たちの恐きよう怖ふはどれほどだったろう。

　懐ふところに飛び込まれる前から早くも兵の腰こしは引けていた。

　闇やみを衝ついて眼前に現れた巨漢は、長なが柄えの槍やりを片手で振ふり回しながら木々のあいだを駆け回り、隠れて矢を撃っていた兵たちを次々に串くし刺ざしにしていった。

　このとき、全員で一いつ斉せいに矢を撃っていたら。

　あるいは弓を剣けんに持ち替かえ応戦していたら。

　グラゥクスはかなり危険な目に遭っていただろう。

　このときのグラゥクスは鎧も兜かぶとも着けていなかったのだから。

　兵の物を借りようにも、彼の巨体に合うような鎧兜はなかった。

　盾たてこそ左手に持っていたが、普ふ通つうの盾では彼の巨体を隠しきれない。

　数十人から矢で狙ねらい撃たれれば、いくらグラゥクスの腕うでが立つといっても、矢の一本や二本は刺ささっていたに違ちがいない。

　敵の反撃がきつければ、彼はすぐに退たい却きやくするつもりだった。

　だが、予定どおり無傷で退却できたかどうかはわからない。

　しかし、予想外の突撃に追撃部隊の隊長は判断に迷い。

　兵たちは怯おびえ、逃にげ腰になり。

　結果、グラゥクスの突撃は功を奏した形となった。

　グラゥクスと彼が率いる十名の兵が、当たるを幸いとばかりに暴れ回ると、追撃部隊は完全に浮うき足立った。

「退ひけ、退け、退けぇ！　友軍のところまで退くのだ！」

　堪たまらず隊長がそう叫ぶと、兵たちは待ってましたとばかりに走り出した。

　敵の退却を察知したグラゥクスは、すかさず自分も退却の命令を出した。

「こちらも退くぞ。怪け我が人はいるか!?」

「軽傷が二名。それ以外は無傷です！」

「よし。増ぞう援えんが来る前にとっとと逃げるぞ！」

「了りよう解かいでさあ」

　こうしてグラゥクスは追跡部隊の一隊を奇き襲しゆうして撃退することに成功した。

　まんまと追い散らされた部隊長は、敵の兵力を過大評価した。

[image: ]

「おそらく百ほどいる」

　部隊長から報告を受けた大隊長クラウゼは、そちらに主力を投入することを決意した。

「中隊二個は俺と共に来い。攻撃してきた敵のあとを追いかけるぞ」

　敵の主力を引きつけ、サイファカールが逃げ易やすくするという役目をグラゥクスは見事に全まつとうしてみせたのだった。




（グラゥクスは上手くやってくれたようだ。大隊の半数ほどがそちらに向かったとなれば、殿でん下かが逃げ切れる可能性は高まったな。俺もそろそろ逃げるか）

　自分が逃げる頃ころ合あいを見計らっていたギ・ジュカは、クラウゼに言葉をかけた。

「クラウゼ隊長」

「なんですか、ジルランティス殿どの？」

「向こうにも逃げていった痕跡があります。わたしはそちらへ向かいましょう。とはいえ、わたしは兵を五人しか連れていません。あと何人か貸していただけませんか」

　クラウゼはすぐに頷うなずいた

「わかりました。小隊を一個、お預けします」

「忝かたじけない」

　わざわざクラウゼから兵を借りたのは、そのほうが疑われずに彼の部隊から離はなれることができるという判断だ。

（相手が十人程度ならどうにでもなる）

　という読みもある。

「では、わたくしはこちらを追います。何か見つけたら狼煙のろしを上げますので」

「承知しました。では」

　クラウゼが率いる主力と分かれたギ・ジュカは、一目散に森の中を走った。
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「そろそろ夜が明ける。ここから先は少し慎しん重ちように走ったほうがいい」

　白み始めた東の空を見上げたサイファカールは、馬を止めて後続の兵を待つことにする。

　いま彼の横にいるのは、馬に遅おくれずに走れるフレイヤとリ・イン、そして馬に乗っている三人の騎き兵へいだけだった。

　やがて丘おかの陰かげから三十人ばかりの兵が姿を現した。

　サイファカールたちのところまで駆けてきた兵は、弾はずむ息を必死になって整える。

「ケーニッシュ」

「は。サイファカール様」

　騎兵の一人が、自分の馬をサイファカールの馬の横まで進めてきた。

「マイアゥイとディクソォンを連れて物見に出てくれないか」

　マイアゥイとディクスォンは馬に跨またがっている二人だ。

「僕が支配した領域とレムリガスの支配領域の境界付近にリエンツェ州の部隊が展開しているのは確実。その部隊の一部がこの先にいるようなら、迂う回かいしなくてはならない」

「承知いたしました」

　サイファカールに敬礼を送ったケーニッシュは、ですが、よろしいのですか？　と訊きいてきた。

「わたしとマイアゥイ、ディクソォンが揃そろって物見に出てしまうと、騎馬がいなくなってしまいますが」

「かまわないよ。それだけこの物見が重要ということだ。兵は息が上がっているから馬についていけないだろうし、寸刻を争うから兵の呼吸が整うのを待ってもいられない。だから君たちに先行してもらうしかない。それに」

　サイファカールはフレイヤとリ・インに顔を向け、にやりと笑った。

「あの二人は馬並みの脚きやく力りよくの持ち主だからね」

（たしかに脚力は馬並だ。胸は乳牛並だけど）

　などと不ふ埒らちなことを考えたケーニッシュだが、素知らぬ顔でもう一度、敬礼を送った。

「承知いたしました。では物見に出ます！」

「僕たちはここで待っている。戻もどったときに姿が見えなかったら、敵を見つけて逃げたと考えてくれ。その場合、君たちは僕を探さなくてもいい。すぐに東側へ駆け込んで、なんとか味方に連れん絡らくをつけてほしい」

「それも承知いたしました」

「よし、行って」

「失礼します！」

　ケーニッシュは馬首を巡めぐらせ、サイファカールの馬から離れていった。

　サイファカールが三人の乗った馬が駆けていくのを見送っていると、フレイヤとリ・インが近寄ってきた。

「リ・イン」

「はいナ、皇子」

「あの丘に登って周囲を見張ってくれるかな」

　サイファカールが指さすほうへリ・インが顔を向けると、立っている場所との比高が十ヤルドと少しという小高い丘があった。

「わかったネ。あの上から周囲を見張っているヨ」

「何か見えたらすぐに知らせて」

「わかったネ！」

　返事をするや否いなや、リ・インは回れ右をして丘に突とつ進しんしていった。

　彼女はほとんど速度を緩ゆるめないまま、裳も裾すそを翻ひるがえして──捕つかまったあとに着せられた服で、いつもの裾割れの裳ではなかった──小高い丘の斜しや面めんを駆け上がっていく。

　そんなリ・インを見て、兵たちから感かん嘆たんの声が上がった。

「凄すごいな、リ・イン様」

「たしかに馬並みの脚力だ」

「フレイヤ」

　サイファカールが声をかけると、フレイヤはすぐに駆け寄ってきた。

「はい、皇子様」

　サイファカールの馬の隣となりに立ったフレイヤは槍を手にしていたが、彼女も着ているのは捕とらわれたときに着せられた服のままである。

　彼女の服は体の線がくっきりと出る丈たけが短めの裳だったから、手にした槍とのちぐはぐ感が半はん端ぱなかった。

　けれど本人はまったく気にしていないらしく、真しん剣けんな顔で馬上のサイファカールを見上げてきた。

「自分は何をすればよいのでしょうか？」

「兵たちに回復具合を訊いて回って。君が直じかに声をかければ気合いが入るだろうから」

　フレイヤは、はい、と返事をしたものの、サイファカールの言葉の真意がわからず首を傾かしげた。

「それはどういう意味でありますか、皇子様」

「君みたいな魅み力りよく的な上官に声をかけられたら、男なら誰だれだってしゃきっとするだろうってことさ」

「そそそ、そうでありますか」

（もちろんそうとも。今の君は鎧姿じゃないからね。胸の盛り上がりを遮さえぎる物はないし、胸が揺ゆれるのを遮る物もないしねぇ）

　心中密ひそかにそうつけ加えるサイファカールだった。

　彼の真意などわからないフレイヤは、

「承知いたしました。兵たちに声をかけて回るであります」

　と顔を赤らめて敬礼を送って寄よ越こすのだった。

「兵のあいだを歩くときは、こう、軽く跳ちよう躍やくするように歩くと、兵たちの士気も上がると思うな」

「はい？　えぇと……承知であります」

　今の指示の意味がよくわからないが、サイファカールともあろう者が意味のない指示を出すはずもない。

　そう思ったフレイヤは、もう一度、サイファカールに敬礼を送った。

　敬礼を寄越すフレイヤに内心でぺろっと舌を出しつつ、サイファカールは、

「頼たのんだよ」

　と真ま面じ目めな顔で応こたえるのだった。

　回れ右をしたフレイヤは、少し離れたところで息を整えている三十名ばかりの兵の下もとへ軽く跳とぶようにして（胸を揺らしながら）歩み寄り、皆みんなに声をかけて回った。

　兵はみな、近づいてくるフレイヤの体の一点──正確には二点か──を凝ぎよう視ししていたが、彼女には兵の視線の先がどこに向いているかわからなかった。

　兵が自分のほうを注目しているので兵たちに声をかけるのが楽だなぁ、くらいにしかフレイヤは思っていない。

[image: ]

　兵たちの前で足を止めたフレイヤは、上体を反らせるような体勢で仁に王おう立ちになり、

「みな大だい丈じよう夫ぶか？　疲つかれは回復したか？」

　と訊いた。

「問題ありません！」

「疲れなど、吹ふき飛びました！」

　フレイヤ（の巨きよ大だいな双そう丘きゆう）に励はげまされ元気づけられた兵は、手を挙げたり手を振ふったりしながら口々に応えるのだった。

　その様子を見ていたサイファカールは、馬から下りて一息入れることにする。

　水すい筒とうの水を一口、二口と飲むと、彼は難しい顔で東方向を見やった。

（さて、ここまでは無事に来られたけれど、このまますんなりレムリガスの手から逃にげられるかどうか。綱つな渡わたりの状じよう況きようであることに変わりはないな。しかし）

　水筒を馬に括くくりつけた荷に袋ぶくろに戻したサイファカールは小さくため息を吐ついた。

（まさかレムリガスに裏切られるとは思わなかった。僕の人物観察眼も、まだまだだな。というか。ミラニエゥスの兄貴の動きの速さは僕の予想を超こえていたな。兄貴の動きにどう対応するか。レムリガスの裏切りにどう対応するか。正念場だな）

　レムリガスに捕らえられて以降、それはずっと考えてきたことだった。

　だが、まだ結論は出ない。

　決断を下せない。

　ここで選せん択たくを過あやまてばサイファカールの未来が閉とざされてしまいかねない。

　それほど重い決断になる。

　果断、果か敢かんなサイファカールと雖いえども慎重になるのはやむを得なかった。
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　やがて、物見に出した騎兵三人が戻ってきた。

　サイファカールとフレイヤだけでなく、兵たちも集まり三人の報告を聞いた。

　ケーニッシュが報告を始めると、全員が彼の口くち許もとに視線を集中させる。

「少なくともこの周囲にはリエンツェ州兵は見当たりませんでした。この先に川がありまして、水量はそこそこ、流れはけっこう速いです。徒歩ですと、場所を選ばないと流されてしまう虞おそれがあります」

　ケーニッシュの言う川とはフィオレンツ川のことで、サイファカール、レムリガス双そう方ほうが暗あん黙もくの了りよう解かいとして互たがいの支配領域の境界とした川だった。

「フィオレンツ川だね。ということは、川を渡わたってしまえばもう安心だな。渡れそうな場所はあった？」

「下流に中なか洲すがあって、そこなら問題なく渡れそうなのですが、ただ、生憎あいにくとそちらにはリエンツェ州軍団だと思われる兵がおりました。数は三百ほどです」

　ケーニッシュの答えに、サイファカールは少し考える素そ振ぶりを見せた。

「三百か。たぶん物見を何隊も出しているだろうから、総勢では五百ほどいると見るべきかな。そちらには近づかないほうがいいね」

「下流が駄だ目めとなると上流となるのですが、上流に一リーグほど行ったところに渡れそうな地点がありました。川かわ幅はばは二十ヤルドほどです」

　横からマイアゥイが補足する。

「先に馬で渡って綱つなを張っておけば、流される危険はなくなるかと思います」

「渡せるだけの綱がある？」

　今度はディクソォンが答えた。

「我々三人が持っている綱を繫つなげば渡せるのではないかと」

「そうか。なら、そこを渡と河かするか」

　どうやらレムリガスの支配地から無事に脱だつ出しゆつできそうだということで、兵たちは安あん堵どの息を吐はいた。

「ですが皇子様」

「何かな、フレイヤ」

「そこが渡河できるとすると、敵はその付近にも兵を置いているのではありませんか？」

　サイファカールはケーニッシュに顔を向ける。

「どうだった？　敵はいそうだった？　川向こうに味方の兵はいた？」

「少し離はなれた場所からの偵てい察さつでしたので確かなことは言えませんが、少なくとも敵部隊が配置されていることはなさそうでした。川向こうにも兵は見えませんでした」

「限られた兵数で川沿いすべてを見張るなんてのは無理だからね、おそらく定期的に兵を哨しよう戒かいさせているだけなんだろう。こちらも、あちらもね」

　フレイヤが、ですが、と言った。

「少数の兵が見張りとしてどこかに隠かくれている可能性はあるのではありませんか」

　彼女の指し摘てきに、サイファカールは、たしかにね、と頷うなずいた。

「ただ、それを言っているとどこにも行けない。とにかくそこまで行ってみよう。実際に見て確かめて、渡れそうなら渡ってしまおう。渡ってしまえばリエンツェ州兵も追いかけて来ないだろうから」

　というサイファカールの読みは見事に外れることになるのだが。

「フレイヤ、リ・インを丘おかから下ろして」

「はい、皇子様」

　フレイヤは丘の下まで駆かけていくと、丘の上にいるリ・インに向かって手を振り、大きな仕草で下りてくるようにと促うながした。

　フレイヤに気づいたリ・インは、それこそ飛ぶような勢いであっという間に丘の斜面を駆け下りてきた。

「何かあったかネ？」

　フレイヤはサイファカールたちのいる場所へと戻もどりながらリ・インと会話を続ける。

「この先の川を渡れそうな地点へ移動する」

「川をカ？」

「そうだ。そこそこ川幅があって、そこそこ流れが速いらしい」

「ならば泳げない兵がいたらフレイヤに摑つかまるといいネ」

「は？　どういう意味でありますか？」

「おまえは大きな浮うき袋を二つ胸に付けているからナ。三十人全員で摑まっても沈しずまないものナ？」

「失敬な！　これは浮き袋などではありませんよ！　これを浮き袋と言うなら、リ・インも立派な浮き袋を付けているではないですか」

「わたしのこれは皇子以外に摑ませる気はないネ。皇子専用浮き袋ネ」

「なっなんと破は廉れん恥ちな！」

「フレイヤのソレは浮き袋でないのだから渡河するとき役には立たないナ？　皇子は我の浮き袋に摑まってもらって渡るヨ。それなら安心だナ？」

　立ち止まったフレイヤは顔を真っ赤にし、歯を食いしばって応えた。

「じっ自分のこれもよく考えたら浮き袋だったでありますよ。皇子様に摑まってもらって渡河のお手伝いをするでありますよ」

「おまえ言ってて恥はずかしくないカ？」

「……少し」

　呆あきれた顔になるリ・インだが。

「まぁ我も鬼おにではないのヨ。皇子が流されないように二人の浮き袋に摑まってもらって、協力して渡河しようではないカ？」

「リ・イン、おまえ……」

　フレイヤは感動に身を震ふるわせた。

「善いい奴やつでありますな」

「当たり前だナ」

「こら！」

　いつの間にか近寄ってきていたサイファカールが、背後から二人の後頭部に手刀を叩たたき込んだ。

「あ痛いた！」

　悲鳴を上げたのはサイファカールのほうだった。

「皇子、我の頭は石頭だからツッコむなら頭以外にしたほうがいいのだがネ。そう、例えば胸とカ」

　リ・インは上体を反らせ、思いきり胸を突つき出した。

「ほらここネ。ここなら皇子の手は痛くならないヨ。いい感じの弾だん力りよくだヨ。ツッコむならここだネ」

「させますかぁ！」

　フレイヤの拳こぶしが突き出され、リ・インの大きな胸を抉えぐった。

「ぐはァっっ！」

　大きく仰のけ反ぞったリ・インは、上体を戻すと、左胸を手で押さえて腰こしを折る。

「い……いきなり何をするかネ、この暴力女ハ！」

「リ・インがツッコめと言うからツッコんだまでですが、何か？」

「おまえにじゃないヨ！　皇子にツッコんでほしかったのヨ！　おまえに殴なぐられたら我の浮き袋は空気漏もれを起こしてしまうではないカ！」

「それは好都合」

「我は互いの浮き袋を使ってもらおうと誘さそったのにおまえは酷ひどい女だナ」

「そうでしたか？」

「こ、この女は最低だネ」

「二人とも、今は漫まん才ざいをしてる場合じゃないんだけど」

　サイファカールにそう言われ、フレイヤとリ・インは情けなさそうな顔になった。

「漫才をしていたわけではありませんが」

「まったくだネ。こんな酷い女と漫才なんかできないネ」

「兵たちに思いきり笑われてるよ。漫才でなくてなんなの」

　ふと二人が顔を上げると向こうにいる兵たちがこちらを注目していて、その多くがクスクス笑いを漏らしているではないか。

　中には小さく拍はく手しゆをしている者さえいた。

　フレイヤとリ・インは顔を赤らめ、体を縮こまらせた。

「失礼いたしました」

「反省するのヨ」

　サイファカールは、本当かなぁ、という疑念の視線を二人に向けていたが、やがて顔を戻すと、ケーニッシュを呼んだ。

「ケーニッシュ！」

「はい、サイファカール様」

「渡河地点まで案内を頼たのむよ」

「お任せください」

　サイファカールに敬礼を送ってから、ケーニッシュはマイアゥイとディクソォンを先行させ、自分はサイファカール以下を先導して東を流れるフィオレンツ川に向かった。
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　川岸の近くまで来たところでサイファカールは兵たちを停止させる。

「敵の物見がいないかどうか、川向こうに味方がいないかどうか、辺りを見てきて」

　というサイファカールの命令で、ケーニッシュ、マイアゥイ、ディクソォンが三方向へ散っていった。

　サイファカールの兵たちが息を詰つめて待機していると、真っ先にマイアゥイの馬が駆け戻ってきた。

「何か見つけた!?」

　とサイファカールに訊きかれ、馬上の彼は息を弾はずませて答えた。

「リエンツェ州兵と思われる一団が背後から近づいております」

　フレイヤとリ・イン、そして兵たちの顔に緊きん張ちようが走った。

「数は？」

「全体の兵数はわかりません。先頭を進んでくる五騎きの騎兵を見つけて即そく座ざに引き返しましたので」

「そうか。騎兵が五騎。後ろの本隊がどれほどの兵数か……」

　そこへケーニッシュとディクソォンが戻ってきた。

　上流へ向かったディクソォンは短く報告した。

「こちらは異状ありません」

　しかし、下流へ向かったケーニッシュは難しい顔でサイファカールを見つめている。

「何かあった、ケーニッシュ？」

「は。川向こうに兵の姿を見かけました」

　友軍がいる！

　そう思った兵たちの顔に安あん堵どや歓かん喜きの色が浮かんだ。

　しかし。

　サイファカールはケーニッシュの表情から、それが味方ではない可能性に気づいていた。

「遠目ですから断定はできませんが、少なくともアンブロウ州や辺境州の兵ではなかったように見えました」

　すでに夜は明けている。

　辺りはすっかり明るくなっているから、ケーニッシュが見み間ま違ちがえるとも思えない。

　サイファカールは低く唸うなった。

「川向こうにリエンツェ州の兵がいるのか」

　約束違い反はんだと言いたいところだが、すでにサイファカールとレムリガスの共きよう闘とうは破は綻たんしたと言えるから、そんな抗こう議ぎに意味はない。

「何人いた？」

「わたしが見た範はん囲いでは二個小隊……といったところでしょうか」

　渡と河かしているのがその数だけなら強きよう行こう突とつ破ぱもできなくはない。

（いや、二十だけを渡わたしたとは思えない。中隊の一個や二個、最悪の場合、大隊一個くらいは川向こうにいるかもしれない）

　サイファカールの読みどおり、ケーニッシュが見かけた兵は川のこちらに展開していたリエンツェ州部隊の一部だった。

　護送部隊からの伝令を迎むかえたこの辺りを担当していた部隊の部隊長は、サイファカールを奪うばった賊ぞく──おそらくアンブロウ州軍団兵、あるいはアル＝アラ軍団兵──がこの付近で川を渡る可能性を考え、部隊を渡河させていたのだった。

　護送部隊長のクラウゼは、自分がサイファカールを奪われた責任を追つい及きゆうされるのを恐おそれ、川を渡ってでも殿でん下かの逃とう走そうを阻そ止ししてくれと伝えてきていたのだ。

　もっとも川を渡った部隊がアンブロウ州部隊と揉もめ事を起こせば、それはそれで大問題だが、クラウゼは逃にげたサイファカールを捕とらえることのほうを優先させるべきと考えたのだった。

　だからクラウゼは、この部隊だけではなく、川沿いに展開している他ほかの部隊にも伝令を走らせ、異変を知らせ、川を渡ってもいいから必ずサイファカールを捕つかまえてくれと伝えていた。

　川沿いに展開する部隊を指揮する軍団長は、サイファカールが脱だつ出しゆつした意味の重大さに気づき、クラウゼの言うとおり、渡河するのも止やむなしと決断した。

（サイファカール殿下が自分の支配領域へ逃げ込んでしまえば、レムリガス将軍の戦略が根底から崩くずれてしまう。それを阻止するためなら、サイファカール殿下の側の部隊と衝しよう突とつするのも厭いとわない。どうせ殿下と将軍は手切れしたのだ）

　ちょうど夜が明けた頃ころに、軍団長の命令を受けたリエンツェ州部隊がフィオレンツ川の上流や下流で次々と渡河していったのだが、さすがにそこまではサイファカールにも読めなかった。

　渡河した部隊の一部を、左岸にいたアンブロウ州兵部隊も察知していたが、見張りの兵にはサイファカールの奪だつ還かん作戦は伝えられていない。

　というより極ごく秘ひの作戦だ、兵だけでなく隊長級も知らないままだった。

　リエンツェ州兵の渡河にどう対応するべきかわからなかった哨しよう戒かい部隊は、無用の衝突を避さけようと部隊を下げて、後方の本隊に対応を訊いているところだった。

　もちろん、それもサイファカールにはわからない。

　二個小隊とはいえ、リエンツェ州部隊がこうして川を渡って左岸にいる以上、他の部隊も川を渡っているかもしれないと、サイファカールはそのことを恐れた。

　だが、いつまでもこちら側に留とどまっているわけにはいかない。

（先さき駆がけの騎兵が現れたということは、護送部隊が追つい撃げきしてきているということだ。もっとも、今になってようやく……だから、グラゥクスの部隊が敵と接せつ触しよくして上う手まく引きつけてくれたんだろうな。彼と彼の部下は無事だろうか。とはいえ今の僕には何もできない。上手く逃げ切ってくれと祈いのるしかない。そして僕たちは……）

　サイファカールは別の渡河地点を探すかどうか少しだけ迷ったが。

（いや。もはや一刻の猶ゆう予よもないな。川を渡って敵を振ふり切り、味方の部隊に連れん絡らくをつけるべきだ。あるいは手近の街に駆け込むべきだ）

　そう決断したサイファカールは、皆みんなを呼び寄せ、己おのれの決断を伝えた。

「委細、承知であります」

　真っ先にフレイヤが声を張り上げた。

　彼女にとってはサイファカールの決断がすべてだ。

　あとは、如い何かに上手く彼の決断を実行し、やり遂とげるかどうかの問題だった。

「皇子様、一つ提案があります」

「何かな、フレイヤ」

「このフレイヤに皇子様の馬をお貸しくださいませんか。ケーニッシュとマイアゥイ、ディクソォンとフレイヤが先行します。渡河中に敵の二十が来てしまうと、渡っているところを攻こう撃げきされてしまいます。それだと犠ぎ牲せいが出るのが避けられません。ですから、わたしと三人で敵の接近を阻止します」

　断固たる決意を瞳ひとみに漲みなぎらせ、フレイヤはそう具申した。

　サイファカールが考える素そ振ぶりを見せると、フレイヤはなおも続けた。

「皇子様の渡河の安全はリ・インに確保させます。できるな、リ・イン」

「お……おう、もちろんだネ。徒歩であっても皇子は大船に乗ったのと同じだけの安全が我によって保障されるネ」

　リ・インは自分に大役を任せようと言うフレイヤの申し出に少しばかり感激していた。

「フレイヤの期待には我は命を懸かけて応こたえるとモ」

「そうだな。できるだけ皇子様が濡ぬれないように、おまえが背負っていけ」

「なんだったら肩かた車ぐるましてもいいナ」

「いや。肩車だと、敵の弓兵に狙ねらい撃うちされる。背負うのに留めておけ」

「む、そうカ」

「背負うのなら、敵の矢が当たるのはおまえの体の前面だから安心だ。できれば浮うき袋ぶくろに当たって萎しぼんでしまえ」

「おまえは本当に酷い女だナッ！」

「というのは半分冗じよう談だんでありますが」

「半分は本気なのカッ！」

「ともかく。皇子様のことを頼むであります。万が一にも皇子様に何かあったら、ただでは済まさないでありますよ？」

　フレイヤの気き迫はくに気け圧おされるようにリ・インは小さく頭を引いた。

「ま、任せるがいいヨ。皇子様の安全は我が命に替かえて保障するからナ」

　リ・インから視線を外し、サイファカールに向き直ったフレイヤは、

「如何いかがでしょうか、皇子様」

　と迫せまった。

「けれどフレイヤ、君は鎧よろいを着ていない。矢避よけの盾たてもない。弓矢で狙われたら……」

「矢避けの盾くらいなら兵に借りられます。それに相手は二十人ほどしかいませんから、全員が弓を取ることもないはずです。であれば、躱かわすか剣けんで叩たたき落とすかしてご覧に入れます！」

（フレイヤに限っては大たい言げん壮そう語ごというわけでもないな）

　サイファカールは決断を下す。

「わかった。フレイヤたちに先行してもらおう。僕はリ・インと一いつ緒しよに徒歩で渡河する。渡河地点の安全確保を頼んだよ」

「は！」

　フレイヤはびしりと背筋を伸のばして敬礼を送った。

　ケーニッシュ、マイアゥイ、ディクソォンの三人もサイファカールに向かって馬上から敬礼を送った。

「僕と兵たちは流されないように綱つなで腰こしを繫つないで渡ろう。綱を置いていって」

「承知しました」

「時間に余よ裕ゆうはない、急いで準備に取りかかろう」

「はっ」
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　こうしてサイファカールたちは、レムリガスの支配地域から自分の支配地域へ逃げ込むために渡河を開始した。

　まずフレイヤ、ケーニッシュ、マイアゥイ、ディクソォンの四人が横並びとなって馬で川を駆け抜ぬけた。

　その様子を観察していたサイファカールは、マイアゥイが渡った経路がいちばん水深が浅いことを見抜いた。

「マイアゥイが渡った場所を渡るんだ。あそこならいちばん深いところでも、水深は腰までしかない」

　屈くつ強きような五名の兵が腰に綱を巻いて川に入り。

　やはり綱を腰に巻いたリ・インとサイファカールが続き。

　そのあとに残り二十五名の兵が川に足を踏ふみ入れた。

　向こう岸では先に渡った騎き兵へい四人が、下流方向に馬首を向けて敵兵の接近に備えていた。

　その敵部隊は、サイファカールたちが川を渡り終える前にやって来てしまった。

「こうなればやるしかない」

　馬上で剣を抜いたフレイヤが覚かく悟ごを決めた顔で三人に呼びかけた。

「わたしが斬きり込む。二人従ついてきてくれ。あとの一人は皇子様たちの上陸地点を守ってもらいたい！」

　間かん髪はつを容いれず、ケーニッシュが応えた。

「では、わたしとマイアゥイで。ディクソォンは待機だ」

「了りよう解かいした」

「よし、行くぞ！」

　右手に抜き身の剣を持ったフレイヤは、左手で馬の手た綱づなを扱しごき、両足の踵かかとで馬の横っ腹を軽く蹴けった。

　馬は一声嘶いななき、猛もう然ぜんと走り出す。

　前方に現れた敵兵の姿がみるみる大きくなっていった。
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　彼ひ我がの距きよ離りはざっと三百ヤルド以上もあったはずだが、河原かわらは一段低く、見通しを遮さえぎる物がない。

　上空には雲があるものの、日差しを邪じや魔まするほどではないから視し認にん距離は良好だ。

　だから川の左岸の段だん丘きゆう上を歩いてきた二個小隊は、河原から段丘へ駆かけ上がってくる三人の騎兵にすぐに気がついた。

「どこの騎兵だ!?」

「アンブロウ州兵ではないな。味方でもない」

「あの駆け方、おかしいぞ」

　騎兵はどう見ても自分たちのほうへ全力疾しつ走そうしてくる。

　兵たちのあいだに緊きん張ちようが走った。

　旗を掲かかげていないので、遠目にはどこの州の兵かわからない。

　しかし、旗を掲げていないこと自体、相手は正体を隠かくしているのだと受け取れる。

「すぐに狼煙のろしを上げろ！」

　という隊長の命令で、急いで数人の兵が、手にした松明たいまつの炎ほのおで持参した固形燃料に火を点つけようとした。

　その間にも騎兵は駆けてくる。

　駆け寄るその速度は尋じん常じようではない。

　何かを知らせるというより、敵に向かって突とつ撃げきしてくる勢いだ。

「というか！」

　相手との距離が半分くらいに縮まったところで、リエンツェ州の兵たちは、三人の騎兵が剣を抜いているのに気がついた。

「迎げい撃げき！　迎むかえ撃うつ用意をしろ！」

　隊長の一人が喚わめくように命令を与あたえた。

　歩兵は慌あわてて二列横隊になり槍やりを構えるが、焦あせっているために隊列は乱れがちで、突進してくる相手の勢いに圧おされ、兵の腰は引け気味だった。

　本来なら何人かは弓で迎え撃つべきだったが、隊長にも焦りがあったのだろう。

　半数に弓を持たせると、槍を構える兵が十人にも満たない──四人が後方で狼煙を上げようとしている──という事実が彼を心細くさせたのかもしれない。

　せめて十六人で槍やり衾ぶすまを作って、敵の突進の勢いに対たい抗こうしようと思ったのだ。

　小隊長は二人いたが、彼のほうが先任だったため、全体の指揮権は彼にあった。

　もう一人の隊長も指示に従って自分の小隊に槍を構えさせる。

　自分も槍を水平に構えて兵たちのあいだに入った隊長は、兵たちを[image: ]しつ咤たする。

「列を乱すな！　槍で馬を突つけば確実に傷つけられる！　傷ついた馬が暴れれば兵は落馬する！　落馬した相手なら楽に仕留められるぞ！」

　隊長の[image: ]咤を受け、兵たちは少し落ち着きを取り戻もどした。

　その間に、まったく速度を緩ゆるめないまま騎兵が接近してきた。

（何人かには弓を持たせるべきだったか）

　と思った隊長だが、今さら槍を弓に持ち替かえることはできない。

　槍を投げることも考えたが、外れてしまうと槍衾が薄うすくなるのが不安だ。

　結局、隊長は槍を構えたまま迎え撃つことしかできなかった。

　二十ヤルドほど向こうで、騎兵の一人が河岸段丘の上に駆け上がった。

　残りの二人は、そのまま段丘の下部を駆けてくる。

　段丘上に上がった騎兵が正面から迫せまった。

　そこでようやく兵たちは迫る騎兵の異様な出いで立ちに気づいた。

　騎兵は鎧よろいを着けず、どころかひらひらと裳も裾すそを翻ひるがえして迫ってくるではないか。

「な、なんだ？」

「どういうことだ？」

「あれは何者だ!?」

　隊長も兵も、馬に跨またがる相手の出で立ちに気を取られ対応が遅おくれた。

　その隙すきに騎き兵へいは猛もう烈れつな速度で間合いを詰つめてくる。

　騎兵の姿がみるみる大きくなり、隊長は我に返った。

　すでに騎兵は指し呼この間かんまで迫っていた。

「やっ、槍を構えよ！」

　隊長の命令に、兵隊は必死の形ぎよう相そうで水平やや上方へと槍を構え、穂ほ先さきを騎兵に向けた。

　地を揺ゆるがすような蹄ひづめの音が響ひびき。

　騎兵を乗せた馬の巨きよ体たいが目の前に迫り。

「うお──っっ」

　兵の何人かが叫さけび声を上げて槍を突き出した。

　が、いくらなんでも早すぎた。

　槍がどれだけ長くても、まだ騎兵に届かない。

　煌きらめく槍の穂先の向こうで、騎兵は急激な方向転てん換かんをした。

　斜ななめ左方向へ向きを変えると、騎兵は横隊の左ひだり端はし──兵たちからすると右の端だ──にいた兵士に向かって剣けんを揮ふるった。

「ぎゃぁあ──っ」

　兵の一人が悲鳴を上げて倒たおれ込む。

　騎兵はそのまま段丘を川とは反対側へ駆け下りていった。

「くそっっ」

　隊長の一人が遠ざかっていく騎兵の背中を目がけて槍を投とう擲てきしたが、投げた槍は虚むなしく地に刺ささっただけだった。

　その直後、段丘下部を駆けてきた騎兵二名が斜しや面めんを駆け上がってきた。

　そちらは騎兵に相応ふさわしい兵装をしていた。

　裳裾を翻して迫ってきた最初の騎兵に対するため、兵たちは反対側に体を向けていた。

　それで咄とつ嗟さの対応が遅れてしまった。

　あっという間に斜面を駆け上がった二名は、横隊の左右から斬きりかかる。

　防ぼう御ぎよ側は、隣となりの兵が邪魔で槍を回せない。

　いったん持ち上げた槍を新たな敵へ向けようとするが、そのときには二名の騎兵は遠ざかっていた。

　体の向きを変えた兵たちを嘲あざ笑わらうように、最初の騎兵が戻ってきた。

　裳裾が大きく翻り、剝むき出しになった白い太ふと腿ももと、大きく弾はずむ巨きよ大だいな胸に兵たちの目が奪うばわれる。

　べつにそれを狙ねらったわけでもないが──そもそも、そんな器用な真ま似ねができるフレイヤではない──フレイヤはその隙を見み逃のがさなかった。

　馬上で剣を揮い、たちまち三人を斬り倒す。

　相手がなんとか迎撃態勢を整えたところへ、いったん離はなれていった二騎が突進してきた。

　それでリエンツェ州兵は大混乱に陥おちいってしまう。

　兵のあいだを縦じゆう横おう無む尽じんに駆ける騎兵に槍を向ける間まもなく、リエンツェ州兵は次々とフレイヤたちに斬り倒された。

　フレイヤたちは迎撃してきた十六名全員を斬り倒すことはできたが、残りの兵が狼煙を上げることは阻そ止しできなかった。

　四人の兵は狼煙を上げると、一いち目もく散さんにその場から逃にげ出していった。

　追いかけるかどうか、瞬しゆん時じ、迷ったフレイヤだが、狼煙を上げられた以上、兵を追いかけて斬り倒しても意味はない。

「増ぞう援えんが来る。皇子様のところへ戻るぞ！」

　馬首を巡めぐらせたフレイヤが元来た方向へ馬を駆けさせると、三人の騎兵も慌てて彼女のあとを追った。
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　フレイヤ以下、四人の騎兵が戻ってみると、すでにサイファカールたちはこちらの岸へ上陸を果たしていた。

　見る限り、流された兵はいないようだ。

　サイファカールに馬を寄せたフレイヤが大声で報告した。

「物見小隊二個の十六名までを斬りましたが、四名には狼煙を上げられ逃げられました！　すぐに増援が送られてくるやもしれません！」

「そうか。では一刻も早くこの場から逃げよう」

　そのとき、辺りを見み渡わたしていたリ・インがそれに気づき、対岸を指さして叫んだ。

「川向こうに敵の騎兵ネ！」

　その声で全員が振ふり向くと、なるほど、先ほどまでサイファカールたちがいた段丘上に四名の騎兵の姿が見えた。

　騎兵はこちらを指さして何かを話している。

　すぐに一人が段丘を向こう側に駆け下りていったが、三人はその場に留とどまって動かない。

「あちらも増援を呼んだか。こりゃ下へ手たすると挟はさみ撃ちだな」

　サイファカールが苦く笑しようを浮うかべると。

「笑っている場合ではありません、皇子様。早くお逃げください。ここはこのフレイヤが食い止めます！」

「どうするつもり？」

「もう一度、川を渡わたって、あの三騎を討ち取ります」

「それは駄だ目めだよ、フレイヤ」

「で、ですが」

「あの騎兵は弓を持っている。そして今の君は鎧を着けていない。川を渡っているときに狙い撃たれたら、いくら君でも避よけきれないでしょ。そして矢が当たれば致ち命めい傷しようだ」

「それは……しかし」

「それに君が僕たちから離れたあとに、こちら側にいる敵が駆かけつけてきたら困る。君は僕の側そばにいてくれないと僕が困る」

　フレイヤの目から、ぶわっと涙なみだが溢あふれ出た。

「ももも、もちろんこのフレイヤ、いつでもどこでもどこまでも皇子様のお側で皇子様をお守りいたします！」

「なら、僕と一いつ緒しよに逃げるんだ」

　サイファカールは顔を巡らせ、兵たちにも声をかける。

「逃げるよ。力の限り走ってね」

　兵たちは覚かく悟ごを決めた表情で、はい！　と返事をした。

「フレイヤ、僕を乗せて馬を操あやつれる？」

「朝飯前でありますよ、皇子様」

　フレイヤは鞍あん上じようでお尻しりの位置を前にずらすと、手を伸のばし、サイファカールを馬上へ引っ張り上げる。

　サイファカールはフレイヤの背中に体をくっつけるようにして鞍上に跨またがった。

　鐙あぶみにはフレイヤが足を乗せたままだから、サイファカールの足は馬の体側でぶらぶらと揺れている。

「よいですか、皇子様」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「いえ、それではもしものときに振り落とされてしまいます。落とされないように、わたしの体に両りよう腕うでを回してお腹の前でしっかりと手を組んでください。皇子様の胸とお腹がわたしの背中に密着するようにしっかりと組んで……」

「おいこラ」

　リ・インがフレイヤの踵かかとを蹴けった。

「な、何をするでありますか!?」

「おまえの無む駄だに大きなお尻を皇子に押しつけるでないヨ。皇子が嫌いやがっているのヨ」

「え？　べつに僕は嫌じゃないけど？」

「が～～ん」

　サイファカールの答えに衝しよう撃げきを受け、リ・インはよろっとよろめいた。

「ふはははは。勝った！」

　フレイヤは仰のけ反ぞるような体勢になって大きな胸を大きく張り。

「ま、負けた」

　リ・インはがっくりと肩かたを落とすのだった。

「いや。君たちが何と戦って勝ったり負けたりしているのかは知らないけど、早く逃げないと。ほら、対岸の騎兵が川を渡る構えを見せているよ」

　というサイファカールの指し摘てきにフレイヤとリ・インが振り返ると、向こう岸の段だん丘きゆう上に留まっていた三名の騎兵が段丘を下りて河原かわらまで馬を進めていた。

　サイファカールたちが移動していけば、渡と河かして追つい跡せきしようという腹づもりだろう。

「騎兵の増援が来たら逃げ切れない。それに逃げた歩兵が呼んだ増援が前方に展開したりすれば袋ふくろの鼠ねずみになってしまう。今のうちに少しでも距きよ離りを稼かせぐんだ」

　サイファカールの背後でフレイヤが呻うめくような声を絞しぼり出した。

「狼煙のろしを上げられ敵の一部を取り逃がしたこと、まことに申し訳ありません」

「気にしなくてもいいよ、フレイヤ。もしかすると、狼煙は僕たちに幸運をもたらしてくれるかもしれない」

「え？　ど、どういうことでありますか？」

「説明はあと。いいから馬を走らせて」

「あ、はい、承知いたしました」

「リ・イン、兵たちを頼たのんだよ。可能な限り脱だつ落らく者が出ないように」

「おう、承知したのヨ。槍やりは走るのに邪じや魔まだから捨ててもいいかネ？」

「かまわない。どのみち彼らでは騎兵に対たい抗こうできないだろうからね」

「了りよう解かいしたヨ」

　サイファカールとフレイヤが乗った馬が段丘を東へと駆け下り。

　三人の騎兵があとに続き。

　四頭の馬を追いかけ、リ・インを先頭にして三十名の歩兵が走った。
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　段丘の向こう側は基本的に乾かわいた平原だったが、ところどころに小高い丘おかや塔とうのような岩山、窪くぼ地ち、大地に亀き裂れつが走ったような渓たにもあって、意外と変化に富んでいる。

　身を隠かくす場所もありそうだが、走るのに不適な場所もあるので、一つ経路を間ま違ちがえると立ち往生してしまうかもしれない。

　フレイヤは手た綱づなを操りながら、首を斜ななめ後ろに回した。

「どちらを目指しますか、皇子様!?」

「あの岩山の向こうへ回り込もう。少なくとも渡河してくる騎き兵へいからは死角になる」

「承知いたしました」

　フレイヤは馬の走る速度を少し落とし、隣を走るケーニッシュに向かって叫さけんだ。

「前方左にある岩山の向こうへ走り込む。歩兵に伝えてくれ」

「承知です！」

　馬を停止させたケーニッシュは馬首を巡らせると、後方、やや離れたところを必死に走ってくる歩兵部隊に向かって駆け出した。

「リ・イン殿どの、あの岩山の向こうへ走ります！　できるだけ遅おくれないで来てください！」

「了解したネ」

　歩兵の一団とすれ違ったケーニッシュは、そのまま後方へと走り去っていった。

　川向こうにいた騎兵がどうしたかを確かめるつもりなのだろう。

　そのまま後方へ少し走ったところで、ケーニッシュはあの三名の騎兵が段丘上から下りてくるのを確かく認にんした。

　彼は馬を急停止させ、その場で百八十度回った。

（つかず離れずか。歩兵がいるとなると振り切れないな）

　猛もう然ぜんと馬を走らせたケーニッシュは、やがて歩兵部隊を追い抜ぬき、サイファカールとフレイヤが乗る馬に並びかけた。

「例の三騎は段丘から下りてきました。もしかすると、すでに増援の騎兵が川の向こうに現れたのかもしれません」

「そうか。偵てい察さつ、ご苦労」

　ケーニッシュが言われた以上のことを熟こなして戻もどってきたのをサイファカールは喜んだ。

　言われたことを完かん璧ぺきに熟す部下も貴重だが、言われた以上のことをやろうとする部下も貴重な存在だ。

　サイファカールは、ケーニッシュが思った以上に使えそうだと評価した。

（とはいえ、彼をどう使うかは僕が逃げ延のびたあとの話。今はなんとか味方のところまで駆け抜けないと。まぁ、僕が自分の足で駆けているわけでも、僕が馬を走らせているわけでもないけど）

　自分の前に座って手た綱づなを操っているフレイヤの背中をサイファカールが頼もしげに見やった。

（こういうとき、本当にフレイヤは頼たよりになる。いや、彼女だけじゃない）

　サイファカールの脳のう裏りに、帝てい都とから従ついてきたリ・インやネムネモ、ステラステラ、シュラトゥなどの顔が浮かんだ。

　続いて、リリィやザネッティ、ヨーコやシュメイル、セイヤなど、アル＝アラ組の顔が脳裏を過よぎる。

（僕は家臣に恵めぐまれたな。優ゆう秀しゆうな彼らの期待に応こたえるためにも、こんなところで挫ざ折せつするわけにはいかない）

　この絶望的な状じよう況きようにも、サイファカールは希望を捨てていなかった。

（川のこちらにいた部隊が上げた狼煙。あれに気づいた本隊が駆けつけてくる可能性は、たしかに高い。けれど、こちら側にいるのは敵の部隊だけじゃない。むしろ味方の部隊のほうが多いんだ。狼煙に気づいた友軍が異変を察知して駆けつけてくるという可能性だってある。それまでは、なんとしても逃にげ延びるんだ）
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　四頭の馬は無事に岩山の陰かげまで走り込んだ。

　リ・インに率いられた歩兵はかなり遅れているが、いまのところ敵の追撃はないから、なんとか逃げ込めるだろう。

　とはいえ、ここに駆け込んだからといって安全になるわけではない。

　乾いた荒こう野やを馬で走れば土つち煙けむりが上がるし、走った痕こん跡せきも残る。

　この場に留まっていれば、やがて追いつかれてしまう。

（さて、ここからどちらへ逃げるか。どちらに向かったほうが味方の部隊と出会える可能性が高いか）

　いちばん近い味方部隊が居るのはそれほど遠いところではないと思うものの、どの辺りにいるのか、サイファカールにもわからない。

　何より、リ・インに連れられ駆け込んできた歩兵たちは、すでに息も絶え絶えといった状態だ。

　逃とう走そうを続けようにも、すぐには走れないだろう。

（どうする？　歩兵を置いて逃げるか？　いや……それはギリギリの危地に陥おちいらない限り選せん択たくしたくない。少し休むか）

「リ・イン、岩山の上まで登れる？」

　二十ヤルド近い高さがある塔のような急きゆう峻しゆんな岩山の天てつ辺ぺんを、サイファカールが指さして尋たずねた。

　すると岩山を見上げたリ・インが不敵に笑う。

「夕飯前だナ」

（朝飯前より簡単だと言いたいのかな）

　そう見当をつけたサイファカールは、

「疲つかれているところをすまないけど、上まで登って周辺を見てきてくれないかな」

　と言った。

「大して疲れていないから平気ネ。すぐに登るヨ」

「えっと、その恰かつ好こうで大丈夫？」

　リ・インもフレイヤと同様、捕とらえられたときに着せられた膝ひざ丈たけの安っぽい裳もを着ているだけだ。

　この恰好でリ・インが岩山をよじ登っていくところを下から見上げられたら、なるほど、かなり危ない光景が出現しそうだった。

　自分の足下に視線を落としたリ・インは小首を傾かしげたが。

「あぁなるほど。だがかまわないヨ？　皇子には全ぜん裸らを見られているしナ。今さら下帯の一つや二つ見られたくらいで狼狽うろたえるリ・インではないヨ。見たいならいくらでも見上げるがよいのヨ」

　眉まゆを寄せたフレイヤがむっとした顔をリ・インに向け、サイファカールは淡たん々たんと応えた。

「いや、べつに見たいわけじゃないんだけど」

「見たくないと言うのカっ!?　リ・インの下帯ちらりなど見る価値もないト!?」

「そんなことは言わないけど。まぁ敢あえて見ようとはしないけど、たまたま目に入ってきちゃったものは仕方がないかなって、そういう感じ？」

　フレイヤが眦まなじりを決して進み出た。

「皇子様、岩山上り、ぜひこのフレイヤにお命じください！」

「いやいや、ここはリ・インの出番でしょ。フレイヤよりリ・インのほうが、こういうところを登るには適任でしょ」

「ふはははハ。勝ったネ！」

「ま、負けた……」

　リ・インが胸を張り、フレイヤは悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「だから。君たちはいったい何と戦って勝ったり負けたりしているのかと」

　サイファカールは呆あきれた顔で二人を見やった。

「よし、登るヨ。下帯丸見えで登るから皇子はしっかりと盗ぬすみ見るがいいヨ」

　リ・インが右みぎ腕うでをぐるぐると回すと、フレイヤが思いきりツッコんできた。

「意味がわからないのですがっっ！」

「フレイヤ、裳も裾すそ姿のときに皇子に下から覗のぞかれる機会を我に取られたからといって悔くやしがるでないヨ」

「べっべつに悔しがってなどいませんが！」

（悔しがっているな）

（思いきり悔しがってる）

（フレイヤ殿が登らないのは残念だが、リ・イン殿の下帯は我々も拝ませてもらうか）

　ケーニッシュ、マイアゥイ、ディクソォンがこっそりとそんなことを囁ささやき合っていると、リ・インが疑わしそうな顔を三人に向けてきた。

「言っておくが覗いていいのは皇子だけだからナ？　ほかの奴やつが覗いたりすれば、戻ってきてから玉潰つぶしの刑けいだからナ？」

　三人は全身全ぜん霊れいで以もつて首を横に振ふった。

「もちろん覗いたりしませんとも！」

「ならいいのだがナ」

　サイファカールに向き直ると、リ・インは右手を上げた。

「ではちょいと登ってくるヨ」

「頼たのんだよ、リ・イン」




　　　　５




　岩山の斜しや面めん──斜面というより垂直面と言ったほうが相応ふさわしかったが──に取りついたリ・インは、手がかり、足がかりを確保して、するすると登っていった。

　それをサイファカールとフレイヤが見上げているが、案の定、リ・インは両の太ふと腿ももと下帯が全開といった有様だった。

（思ったとおり丸見えだね。まぁ、本人が気にしてないのならいいか）

　リ・インからお墨すみ付つきをもらっているサイファカールは、彼女が登とう攀はんしていく様を不安半分、期待半分といった顔で見守っていた。

　一方、フレイヤは。

（心配したとおり丸見えであります。この光景に皇子様が見とれてしまったら危険であります。魅み惑わくされてしまったら取り返しがつかないことになるであります）

　フレイヤがちらっと隣となりのサイファカールを窺うかがうと、彼は登っていくリ・インをじっと見上げていた。

　その視線にあまり熱がないのを感じ取ったフレイヤは小さく安あん堵どの息を吐はいたが、そのまま放ほうっておくのも釈しやく然ぜんとしない。

　フレイヤはサイファカールの眼前に立つと、両手を広げ、大きく背せ伸のびをした。

「ん？　どうかしたの、フレイヤ？」

「いえ、リ・インのあの恰好は皇子様のお目汚よごしになるかと思いまして」

　サイファカールは顰しかめ面つらになって応えた。

「フレイヤは仲間が命いのち懸がけで山に登っている姿を無様だとか、みっともないとか言うつもりなの？」

「あ、いえ、そういうことではありません、が」

「駄だ目めだよ、仲間を貶おとしめるようなことを言ったら」

　たしかにリ・インが必死でサイファカールの命令を熟こなそうとしているのに、それをお目汚しなどと言うのは卑ひ怯きような気もする。

　サイファカールに窘たしなめられたフレイヤは、力なくうなだれた。

「申し訳ありません」

「それに僕が僕の命令を実行しようと頑がん張ばっている家臣の身の安全を心配して見守るのは当然だしね」

　いつの間にか論点がすり替かえられているような気がしないでもないが、それ以上は何も言えないフレイヤだった。

　そうこうしているあいだにリ・インは岩山の天辺まで登り切ってしまった。

　フレイヤを眼前から退どかしたサイファカールは、

「あぁ、もう登っちゃった。せっかく丸見え状態を楽しんでいたのに。リ・イン、登るの早すぎだよ」

　と残念そうに呟つぶやいた。

[image: ]

「はい？　皇子様、いま何か仰おつしやいましたか？」

「え？　僕は何も言ってないよ？」

　フレイヤは何か納なつ得とくできないといった顔で首を捻ひねっていたが、一方で、これほどの危機に陥っても余よ裕ゆうのあるサイファカールの態度に安心もしていた。
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「おう、なかないい眺ながめだネ」

　尖とがった岩山の頂点に立ったリ・インは、ゆっくりと体を回し、周囲を見み渡わたした。

　それほど高い岩山ではないが、多少の起き伏ふくはあっても周りは平原なので、かなり先まで見通しが利きいた。

　西に目を転じれば、先ほど渡わたってきたフィオレンツ川が屈くつ曲きよくしながら北北西から南南東方面へ流れているのが見える。

　川の水面が陽光を反射して鈍にび色いろに光る様は、まるで大だい蛇じやの鱗うろこが輝かがやくようだった。

　小さな凹おう凸とつのある北側の平原は、遠くになるほど起伏が大きくなり、少しずつ高度を上げながら、やがて北方に連なる山さん塊かいへと続いていた。

　東に目を向けると、そちらには肥ひ沃よくでなだらかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいが彼方かなたまで続いていた。

　丘陵地帯のところどころに森が広がっていて、上からでは森の中の様子は窺えない。

　南側はというと。

「あ！」

　そちらに顔を向けたとたん、リ・インが鋭するどい叫さけび声を上げた。

　川のこちら側を北上してくる一団が遠望できたのだ。

　遠目には兵装や旌せい旗きが判然としないが、リ・インは味方ではないことを直感した。

　少なくともアンブロウ州兵の兵装とは違ちがっているように見えるし、アル＝アラ軍団兵の兵装とははっきりと異なっている。

「ならば追っ手だナ！」

　そう判断したリ・インは猛もう烈れつな勢いで垂直に近い斜面を下り始めた。

「ん？　リ・インが下りてくる!?」

　登った直後に下り始めたことと下りる速さが尋じん常じようではないことで、サイファカールはリ・インが何かを見つけたのだと推測した。

（何かというか、敵兵か？）

　サイファカールは小さく嘆たん息そくする。

（だとすると、いよいよ歩兵を置いて馬で逃にげるしかないか）

　サイファカールは悔しそうに唇くちびるを嚙かんだ。

　兵を、部下を、大事にする。

　サイファカールはそう印象づけようとこれまで努力してきた。

　ここで兵を見捨ててしまえば、せっかく築き上げた好印象を失いかねない。

（けれど背に腹は替えられないし）

　どうするべきかを考こう慮りよしながらサイファカールが下りてくるリ・インを見ていると──相変わらず太腿とか下帯とか丸見え状態だった──隣に立つフレイヤが思いきり渋しぶい顔になった。

（くそう、リ・インの奴め、上う手まいことやったものだ。わたしも負けずに下帯とか胸覆おおい姿を皇子様に覗いてもらう機会を作るべきですか？　いやもう下帯とか胸覆いとか間ま怠だるっこしいことなど言わず、全部取って全部脱ぬいで、皇子様に隅すみから隅まで見ていただくのはどうだろう……って、わたしはなんて破は廉れん恥ちなことを考えているのかっっ!?）

　フレイヤは腰こしの剣けんを鞘さやごと抜ぬくと、鞘で自分の額をがんがんと打ちつけた。

　近くにいたケーニッシュやマイアゥイが、びくぅっ、と上体を引く。

　リ・インを見上げていたサイファカールが、ごんごんという鈍にぶい音に振り返ると、フレイヤが鞘で自分の頭を殴なぐっているのが目に入った。

（ステラステラか、君は！）

　と内心でツッコんだサイファカールだが。

（ステラステラ。レムリガスによって送り出された君は、もうリリィたちに話をしているはずだ。リリィはなんらかの行動を起こしてくれただろうか。もしも部隊を集めて西側を窺う構えを見せたのなら、この近くにも友軍がいるかもしれないんだけど……ひょっとしてリ・インはそれを見つけたのかもしれない？）

　と、そちらに微かすかな希望を抱いだきながら、サイファカールはリ・インが岩山から下りてくるのを待った。

　けれど降り立ったリ・インが、

「皇子、敵ダ！」

　と叫び、彼の望みは打ち砕くだかれた。

「敵の数は!?」

「二百くらいいたナ！」

「二百か……」

　サイファカールは低く小さく呻うめく。

（多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。それだけの人数で襲おそいかかられたら、いくらリ・インとフレイヤがいても撃げき退たいするのは難しいな）

　となると逃げるしかない。

　だが、逃げるとなると歩兵は足手まといにしかならない。

（どうする？　リ・インはケーニッシュの馬にでも乗せればいいんだろうけど、それだとリ・インとフレイヤだけを助けて兵を見殺しにする恰かつ好こうになる。それは避さけたいけど……いや、しかし）

　迷っている場合ではないのはわかっている。

　ここであっさりと兵を見捨てられない自分を弱いとさえ思う。

　だが、現状、兵も自分も助ける方法が思い浮うかばない。

　苦く悩のうするサイファカールを見かねたのか、リ・インが助け船を出した。

「安心するがいいネ、皇子」

「え？」

　上げた顔を自分に向けたサイファカールに対して、リ・インは、びし、と親指を立ててみせた。

「追撃部隊は我が食い止めル。皇子が逃げる時間は稼かせぐヨ。だから早く逃げるがいいヨ」

「だけど、リ・イン」

　サイファカールがリ・インに対して何か言い返そうとしたとき、歩兵部隊の隊長が決然とした顔で口を開いた。

「我らもリ・イン様をお手伝いいたします！」

　兵たちが口々に続いた。

「なんとしても時間を稼ぎます！」

「サイファカール様には指一本、触ふれさせません！」

「サイファカール様は一刻も早く安全な場所までお逃げください！」

　サイファカールは驚おどろいた。

　ここで追撃部隊二百を相手に時間を稼ごうとすれば、討うち死には免まぬかれないだろう。

　それでも兵たちは時間を稼ぐから先に行けと言う。

「君たち……」

　サイファカールは潤うるんだ目で兵たちを見回し、最後にリ・インに目を留めた。

「いいのかい、リ・イン」

「任せるがいいのヨ。我は皇子に一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんどころか百ひやく宿しゆく三さん百びやつ飯ぱんくらいの恩義があるからな。いま返さずどこで返すのかという話ヨ」

　グラゥクスも同じようなことを思って行動していたのを知ったら、リ・インは果たしてなんと言うか興味深いが、それはさておき。

「我らも手伝いましょう」

　ケーニッシュが馬を進ませ。

　その横にマイアゥイとディクソォンが自分の馬を並ばせた。

「君たちも!?」

「殿でん下かはフレイヤ様の馬でお逃げください」

「わかった。君たちに時間稼ぎを頼たのむことにする」

「任せるネ」

「お任せください」

「必ずやり遂とげます」

「でも、ある程度時間を稼いだら逃げるように。最後まで抵てい抗こうを、なんて思わないでね。いいかい、リ・イン」

「わかっているヨ」

　リ・インはそう答えたが、彼女は逃げようとしないだろうとサイファカールは思った。

　そもそも、ぎりぎりまで踏ふみ留とどまれば、逃げたくても逃げられないという状じよう況きようになっているはずだ。

　サイファカールは内心でリ・インやケーニッシュ、そして兵たちに深く頭を下げ、礼を言った。

　それまで黙だまってやり取りを聞いてたフレイヤが進み出てきてリ・インの手を取った。

「すまない、リ・イン。皇子様のために時間稼ぎをお願いする」

「おまえに言われるまでもないのだヨ」

「本来ならわたしがやるべきなのだろうが」

「いやおまえがやるべきではないネ。乗馬は我よりおまえのほうが上う手まいのだしナ。それにおまえは親衛隊長ダ、どんなときでも皇子の隣となりで皇子を守るべきだナ」

　そう言ってリ・インはフレイヤの腹を、拳こぶしで軽く突ついた。

「おまえ……本当は善いい奴やつだったのだな」

　フレイヤが少し感激したという面おも持もちでそう応こたえると、リ・インは不満そうに唇を尖らせた。

「何を言うカ。我は前からずっと善い奴だったネ」

「そうか。そうだな。よし、おまえが無事に戻もどってきたら、このフレイヤが奢おごってやる。腹はら一いつ杯ぱいになるまで美う味まい物をなんでも食べていいぞ」

「本当だナ？　フレイヤの財さい布ふが空になるまで食べるゾ？」

「おまえの腹が破れるまで食べても、すべてわたし持ちだ。安心しろ」

「それは楽しみだナ」

　二人はがっちりと握あく手しゆをした。

「さテ、いつまでも話している場合ではないナ。もう行くがいいヨ、フレイヤ。必ず皇子を守れヨ？」

「それも任せておけ」

　手を離はなすと、二人は頷うなずき合って別れた。

　馬に跨またがったフレイヤは、右手を伸のばしてサイファカールを引っ張り上げた。

「では皇子様、行きましょう」

「みんな、頼んだ」

　フレイヤが操あやつる馬が駆かけ出し、その場から離れていった。

　遠ざかる馬を見送っていたリ・インは、やがて、右の拳をばちん！　と左の掌てのひらに叩たたきつけた。

「さテ、やるかネ」

　その場に残った兵たちから、おお！　という力強い声が上がった。
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　サイファカールとフレイヤが乗った馬が遠ざかるのを見送ると、リ・インはケーニッシュに語りかけた。

「この人数で相手の攻こう撃げきを受け止め撃退するのは無理な話ネ。だからこちらから先制攻撃するのがいいと思うのヨ」

（この人数で先制攻撃というのも無茶な話だと思うが……いや、意外と行けるのか？）

　ケーニッシュの想像を肯こう定ていするように、リ・インは、そう、と言って頷いた。

「一撃を食らわせて素す早ばやく離り脱だつするのヨ。そして尻けつを捲まくって逃にげるのヨ」

「尻って……」

　思わず苦く笑しようするケーニッシュだが、すぐに表情を引き締しめる。

「なるほど、それなら敵はこちらを追いかけてきますね」

「皇子が逃げる時間を稼ぐという目的は達成されるナ？」

「そうですね」

「こちらの人数が少ないかラ、敵は我先にと追いかけてくるに違ちがいないヨ。そこで我らは逃げる途と中ちゆうで陣じん形けいの整っていない追撃部隊の先頭を叩いてまた逃げるのヨ。それを繰くり返せば敵の兵力をかなりの部分まで削けずれると思うネ」

（そう上手く行くだろうか。何しろ彼ひ我がの兵力が違いすぎる）

　と思うものの、可能性はあるかもしれないとケーニッシュは思った。

　相手を待ち受けて攻撃を受け止めようとすれば、まず間違いなく全ぜん滅めつする。

　リ・インの策なら、もしかすると何人かは逃げ延のびることができるかもしれない。

「わかりました、リ・イン殿どの。あなたの策で行きましょう」

　ケーニッシュはマイアゥイとディクソォンを見やった。

「いいな？」

「うむ。了りよう解かいした」

　騎き兵へいの了解を取りつけたので、リ・インは兵を呼んで己おのれの策を説明した。

「……という策で行くヨ。これを蜂はちの一ひと刺さし作戦と呼ぶことにするヨ」

　リ・インはバナードという男を隊長に指名した。

「念押ししておくが敵の兵を殺すことが作戦目標ではないからナ？　あくまでこの作戦は皇子が逃げる時間を稼ぐのが目的だからナ？　だから無む駄だに死ぬ必要はないゾ？　皇子を逃がして我らも逃げ切ル。それが作戦目標だからナ？　我は生きて帰って皇子に目通りして報賞金をたんまり貰もらうつもりだからナ？　みんなも一いつ緒しよに帰って我と共に報賞金を貰うのがいいのヨ」

　玉ぎよく砕さいも覚かく悟ごしていた兵たちの顔から悲ひ壮そうな色が薄うすれた。

　希望に目を輝かがやかせる者もいた。

　リ・インは自分たちに「一緒に帰ろう」と言ってくれた。

　帰って「報賞金を貰おう」と言ってくれた。

　リ・インが自分たちのことを大いに気に懸かけてくれているのがわかった。

　それはサイファカールが自分たちを捨て駒ごまと考えていないことの証左でもある。

　兵たちはそう受け取った。

　サイファカールは、働いた者には働いた分だけ正当に報むくいてくれる主君である。

　そのことを確信した兵たちの士気は大いに高まった。

　リ・インとしてはそこまで計算していたわけではない。

　だが、少なくとも兵たちを使い捨ての駒にはしないというサイファカールの意を受け、彼らに話をした。

　それが結果として兵たちのやる気を引き出し、忠誠心を煽あおった。

　もっとも「一緒に帰ろう」などと言いながら、リ・インは冷静だった。

　自分たちが置かれている現状を冷れい徹てつな目で見ていた。

（果たして我も含ふくめてこの中の何人が生きて帰れるものカ）

　体は沸ふつ騰とうしそうなほど熱くなり闘とう志しで満ち溢あふれているが、頭の中は思ったよりも冷めている。

　そんな自分を感じながら、リ・インは不敵に笑った。

　彼女は蹴けりを繰り出すとき邪じや魔まにならないようにと、裳も裾すその腰こしの左右の部分を短たん剣けんで切り裂さいた。

「だいぶ動き易やすくなったネ」

　リ・インは片足を真っ直すぐ垂直に頭よりも高く蹴り上げてみる。

　そんな体勢を取れば太ふと腿ももから下帯から丸見えになるが、彼女は気にしない。

「ハハハ、これでいつもと同じに足を動かせるネ」

　足を下ろすと、彼女は兵たちを見回して言った。

「では突とつ撃げきの隊形を取るヨ。先頭は我と三人の騎兵が受け持つヨ。突撃は敵の先せん鋒ぽうを斜ななめに突っ切る形で行うからナ」

「おお──っ！」

　兵たちは抜ぬいた剣を高々と掲かかげて喊かん声せいを上げた。
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　リ・インたちは岩山に向かって北上してくる部隊目がけて駆けていった。

　当然、敵部隊も突進してくるリ・インたちの存在に気づいている。

　ということは、相手の兵数が少ないことにも気がついていた。

　僅わずか三騎の騎兵と三十ばかりの歩兵で突撃してくる相手に、追撃部隊の隊長は逆に警けい戒かい心を高めた。

（あれは陽動部隊で、どこかに伏ふく兵へいがいるのかもしれん）

　隊長は部隊を停止させ、周囲の偵てい察さつに何人かの騎兵を送り出した。

　ふつうは二百の部隊に向かって三十あまりで突撃しようなどとは思わないから、隊長の読みは、ある意味、当然ではあった。

　けれど、リ・インたちにしてみれば、いまは平時ではない。

　サイファカールを逃がせるかどうかという瀬せ戸と際ぎわだ。

　けれど追撃部隊の隊長は、追いかけているサイファカール本人が自分の眼前にいるとまでは思っていなかった。

　だから、なんとしてもサイファカールを逃がすのだというリ・インたちの覚悟は想像できていない。

　隊長は、とりあえず迎げい撃げきのための陣形を取らせることにする。

　小隊四個を一隊として、都合五隊を鶴かく翼よくの陣形に配置した。

　敵が少数だから、左右から押し包んでしまえば簡単に殲せん滅めつできるという計算だ。

　全体の兵数が多くないから、陣じん替がえはすぐに終わった。

　北に向けて鶴翼の陣を取った追撃部隊の西側に、リ・インと三騎の騎兵は回り込んだ。

　リ・インや馬の走力についてこられない歩兵は、まだ後方を走っている。

　二手に分かれた恰かつ好こうの敵に対してどう対応するか、隊長は少し迷った。

　西へ回ったのは騎兵が三騎と歩兵が一人だけ。

（ということは、あの騎兵の中に貴人がいるかもしれない？）

　隊長は初めてその可能性に思い至った。

（まさかサイファカール殿でん下かが？）

　サイファカールの脱だつ出しゆつを阻そ止しせよという命令を軍団長から受けたので、隊長は急ぎ川を渡わたって周辺の警戒に当たっていたのだが、本当に自分の部隊が当たりを引くとはまったく予想していなかった。

（あの騎兵を逃がしてはいかん！）

　もしもサイファカールを捕とらえることができたのなら、莫ばく大だいな恩賞を貰えるだろう。

　一族郎ろう党とうの富ふう貴きは間違いなしだ。

　隊長は脳のう裏りに浮うかんだ薔ば薇ら色いろの未来に目が眩くらんだ……と言うのは少し酷こくだろう。

　この時代の兵なら、大きな手て柄がらを立てて恩賞に与あずかろうと考えるのは当然のことなのだ。

　だが、少しばかり欲よくをかいたとは言える。

　まさか三騎の騎兵と一人の歩兵がこちらに向かって突撃するために走っているとは思いもしない。

　隊長は、あれは自分たちから逃げていくために足の遅おそい歩兵を捨てて迂う回かい機動を始めたのだと思った。

（せっかく引いた大当たり。ここで恩賞を逃のがしてなるものか）

　隊長は自ら騎兵を追いかけることにした。

　鶴翼の陣の底にいる自分の部隊四十を、彼は動かしたのだ。

　三十の歩兵が相手なら、残りの四部隊百六十で問題はないという判断だ。

　その直後。

　大きく西側へ回り込んだリ・インと騎兵は進路を東へと変えた。
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　リ・インと騎兵の機動に気づいた隊長は眉まゆを顰ひそめた。

（逃げようというのではないのか？　サイファカール殿下がいるのではないのか？）

　敵の意図が読めない。

　隊長が躊ちゆう躇ちよしているあいだにも一人と三騎は鶴翼の西側先頭にいる部隊に迫せまっていく。

　一方、隊長が率いる部隊は一人と三騎が逃げていくのを阻止しようと、鶴翼の陣形から離はなれて西へ移動していた。

　つまり隊長の部隊は戦場から離れていく形になっている。

（どうする？　すぐに追いかけるか？　だが、こちらも歩兵、騎兵には追いつけない。というか。騎兵に遅おくれず走っているあの歩兵はなんなのだ!?　信じられない脚きやく力りよくだな。いや、そんなことより）

　隊長はまだ迷っている。

　鶴翼の西側先頭に接せつ触しよくする寸前で、また方向転てん換かんする可能性だってある。

　その場合、逃とう走そうを阻止しようと動き出した自分の部隊を見た騎兵が走る方向を変えたということになる。

　さらに追いかければ、さらに方向を変えて元来たほうへと逃げていくだろう。

　そうなれば追いつけないだろうが、追つい跡せきを諦あきらめるのも癪しやくな話だ。

　たとえサイファカールがいなくても、騎兵三騎を討うち取るか捕らえるかすれば、大きな手柄にはなる。

　捕らえた騎兵からサイファカールの居場所を尋きき出せるかもしれない。

　隊長は幾いくつかの事例を考えたが、敵はさらに方向を変えて逃げるかもしれない──その理由は不明だが──から、西から北へと先回りするという決断を下した。

　もしもあのまま自隊に突つっ込んでくれるなら確実に騎馬の足が止まるから、途中で方向転換しても充じゆう分ぶんに間に合うという読みだ。

　それに、北からは敵の歩兵が駆かけてくる。

　騎兵が北へ逃にげたとき、歩兵に邪魔される。

（歩兵を蹴け散ちらしておく必要もあるしな）

　もっとも、逃げるなら最初から北へ向かえばいいわけで、どうしてわざわざ自分の隊へ近づいてきたのかが隊長にはさっぱりわからなかったのだが。

　隊長が率いる部隊は陣の西側を北上し、突進してくる歩兵部隊の前面に立ち塞ふさがった。

　奇き妙みようなことに、鶴翼の陣の底にいたはずの隊長の部隊が、いつの間にか鶴翼の陣の最前列に出る恰好になっていた。

　兵数的には四十対三十だから、敵を圧あつ倒とうしているわけではない。

　どころか、ほぼ互ご角かくだ。

　だが、すぐ後ろに残りの百六十がいるのだから不安はない。

　隊長はそう思っている。

　ところが。

　鶴翼の陣の西側先頭を受け持つ部隊は、一人の歩兵と三騎きの騎兵の突撃を受け、大混乱に陥おちいってしまった。

　元々が歩兵と騎兵では戦せん闘とう力が違ちがう。

　それに加え、歩兵の戦闘力が出で鱈たら目めに強かった。

　鎧よろい兜かぶとも着けずに、裳姿で拳こぶしを揮ふるい足を振ふり回すその女は、並の歩兵では十人がかりでも止められそうになかった。

　四十人いた部隊は、あっという間に切り崩くずされ、突とつ破ぱを許してしまう。

　リ・インと騎兵は、そのまま東側先頭を受け持つ部隊へと突進していった。

　両りよう翼よくの二番目を進む二隊が慌あわてて前進を始めた。

　北へと迂回した隊長の部隊は、突進してきた敵の歩兵三十と衝しよう突とつした。

　そこかしこで激しい叩たたき合い、斬きり合いが始まり、戦っている兵自身にも何がなんだかよくわからない大乱戦になった。
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　戦闘の経けい緯いを簡単に記しるしておこう。




　バナード率いる歩兵部隊は十名ほどを失ったが、リエンツェ州部隊にはそれ以上の損害を与あたえていた。

　この結果は互たがいの戦闘力の差というより、兵の覚かく悟ごの差と言うべきだろう。

　乱戦になった歩兵同士の戦いは、バナード率いるアンブロウ州兵が押し気味だった。

　一方、リ・インと三人の騎兵は鶴翼の東側先頭の部隊の中に躍おどり込んでいた。

　リ・インが当たるを幸い薙なぎ倒たおすといった勢いで暴れ回り、ケーニッシュ以下、三騎の騎兵が槍やりを揮いながらリ・インの周囲を駆け回る。

　そちらの部隊も崩れそうになった。

　そこへ二番目を進んでいた部隊が駆けつけてきた。

　東側先頭の部隊も突破したリ・インたちだが、東の翼つばさの二番手部隊が追いつき、襲おそいかかってきた。

　一度は食い破られた東の先頭部隊も、味方の参戦に勇気づけられ、リ・インたちを追いかけてきた。

　最初に蹴散らされた西の先頭部隊も、隊長が残った兵をまとめて駆けつけてきた。

　リ・インたちは四人で百人以上の兵を相手にすることになってしまった。

　乱戦の最中、マイアゥイが討ち死にした。

「そろそろ限界かネ」

　瞬しゆん時じも足を止めずにひたすら突きや蹴けりを繰くり出してきたリ・インは、かなり息が上がっていた。

　すでに味方の騎兵とは切り離されてしまい、周囲には敵兵しかいなかった。

　リ・インは敵兵を蹴り倒しながら、敵の密度の薄うすいところを探す。

「むこうカ」

　リ・インがそちらへ向かうため足を踏ふみ出そうとしたそのとき、倒れていた兵に足首を摑つかまれた。

「ム？」

　先ほど蹴り倒した兵だった。

　まともに蹴りが入ったから、ふつうなら動けるはずがない。

　だが、リ・インも戦闘に次ぐ戦闘で疲ひ弊へいしていた。

　突きや蹴りの威い力りよくが通常よりも減じているのだ。

　それで蹴り倒した兵も致ち命めい傷しようには至っていなかったわけだ。

「邪じや魔まだネっ！」

　リ・インは右足首を摑んだ兵の手首を踏みつけ、粉ふん砕さいする。

　兵は、ぎゃっ、と悲鳴を上げて向こう側へ転がっていった。

　リ・インはすぐに行動の自由を取り戻もどしたが、今のほんの僅わずかな時間で、周囲の敵兵の密度が増していた。

（これはいよいよ厳しくなったネ）

　リ・インは脱出路を開くために最後の手段を使おうと、落ちている剣けんを拾い上げる。

　いつもは拳と蹴り技で戦うリ・インだが、剣の技量も並ではなかった。

　得え物ものを持ち歩くのがあまり好きではないからいつも徒と手しゆ空くう拳けんで戦っているだけで、彼女の流派は、剣や槍のほか、鉄てつ扇せんや棍こん棒ぼう、鎖くさりに槌つちまでも使えるのだ。

　リ・インにとって、得物を取って戦うことは最後の手段だった。

　徒手空拳では戦いきれなくなるところまで追い込まれたと自覚した証あかしだった。

　両手に剣を持ち、リ・インは、ふぅ、と静かに息を吐はく。

　周囲は敵兵で溢あふれ返っている。

　リ・インの戦闘力を警けい戒かいして迂う闊かつに近づいてこないが、脱出路を切り拓ひらくために動けば、一いつ斉せいに斬りかかってくるだろう。

　いくらリ・インでも、大きく疲弊した今の状態でこれだけ多くの兵を相手に勝てるとは思えなかった。

「ふう──っ」

　長く息を吐いて下っ腹に力を込こめたリ・インは、ついに覚悟を決めた。

（どうやら生きて戻って皇子から報賞金を貰もらうのは難しそうダ。我の人生、悔くいもあるガ、それなりの達成感もあル。最後に皇子のために一働きできるのだしナ）

　リ・インは行き倒れ同然で帝てい都とを彷徨さまよっていた自分が、お忍しのびで街に出ていたサイファカールに助けられたときのことを思い出していた。

　リ・インは、くす、と小さく笑えみをこぼす。

（皇子が皇子だと知ったときは驚おどろいたものだったナ。さテ）

[image: ]

　リ・インは両手に剣を提さげ、一歩、二歩と足を踏み出した。

　周囲を取り囲む敵兵が慌てて剣を構え直す。

（では最後のご奉ほう公こうと行くかネ）
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　サイファカールを逃がすため、追つい撃げきしてきたリエンツェ州部隊を相手にリ・インたちが奮戦を始めた、その少し前。

　フレイヤが操あやつる馬は平原を東に向かって駆けていた。

　道らしい道はないが、丘きゆう陵りよう地ち帯たいの高低差はそれほど大きくなく、丘おかにはところどころに疎そ林りんがあるくらいで、基本、草に覆おおわれているだけだから、それほど走り難にくくはない。

　二人乗りだから全速力というわけにはいかないが、それでもフレイヤは、可能な限りの速度で岩山から離はなれつつあった。

　そのとき、二人の前方にある小高い丘の上に数すう騎きの騎兵が現れた。

　相手の出現に気づいたフレイヤは大きく手た綱づなを引いて馬を止めると、首を巡めぐらせ、背後のサイファカールを見やった。

「皇子様、敵です！　如何いかがいたしますか!?」

「いや、ちょっと待って、フレイヤ」

　サイファカールは右手で目ま庇びさしを作って前方を睨にらみつける。

「あの旌せい旗き……アンブロウ州の物じゃない？」

　サイファカールの指し摘てきに、フレイヤは改めて出現した騎兵に顔を向け目を凝こらす。

「たしかに、あれはアンブロウ州の兵であることを示す銀ぎん鷲しゆう旗き。ということは！」

　フレイヤは顔を輝かがやかせて振り返る。

「援えん軍ぐんですね！」

「うん、いや、どうかな」

　煮にえ切らない態度のサイファカールに、フレイヤが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめめた。

「どういうことでありますか？」

「左右の丘を見てみて」

　フレイヤが右手の丘に顔を向けると、そちらには数十騎の騎兵がいた。

「!?」

　慌ててフレイヤが顔を左に振ると、そちらにも数十騎の騎兵が出現していた。

　正面の騎兵に気を取られていたので、フレイヤは左右の騎兵の出現に気づくのが遅おくれた恰かつ好こうだ。

　味方にしてはおかしい。

　まるでこちらを逃にがさないように包囲している、そんな趣おもむきだ。

「どうします？　逃げますか？」

　そう訊きくフレイヤの声は緊きん張ちように満ちていた。

　あれだけの騎兵が相手となると、二人乗りで逃げるのは厳しい。

　何より、ここまで走りづめで馬が疲弊しているから、逃げ切れる可能性は皆かい無むに近い。

（いざとなったらわたしが馬から下りて、皇子様だけを逃がす！）

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごを胸に秘め、フレイヤが左右の騎兵を見やっていると。

「その必要はなさそうだ」

　サイファカールが安あん堵どの息を漏もらした。

「あれを見て」

　サイファカールが正面の騎兵を指さすので、フレイヤは慌あわててもう一度、そちらに顔を向ける。

　すると、騎兵の一人が白旗を掲かかげているのが目に留まった。

　相手が白旗を掲げたということは、少なくとも害意がないことを示している。

　フレイヤは全身の緊張が溶とけていくような気がした。

「相手が何者か確かめよう。少なくともリリィたちが送って寄よ越こした部隊ではなさそうだけど、それでもアンブロウ州の兵であることは間ま違ちがいないようだ。話を聞いてみたいから合図を送って」

　と言うサイファカールの指示で、フレイヤは両手を掲げ、頭上で大きく左右に振ふった。

　それを確かく認にんした相手方から、五騎の騎兵が進み出てきた。

　ゆっくりとした速度で丘を駆かけ下りてこちらへ向かってくる騎兵を見つめるフレイヤは、いったん溶けた緊張が再び増していくのを感じた。

　白旗を掲げて油断させ、近づいてきて襲おそいかかるという可能性もないわけではない。

　とはいえ、あれだけの騎兵を揃そろえているのなら、そんな面めん倒どうなことをしなくていいのも確かだ。

　ふつうに襲いかかれば逃がすことも討うち漏らすこともない。

（いえ。確実に生け捕どりにしようと思えば話は別です。騙だまし討ちの可能性はある）

　フレイヤは油断のない目つきで相手の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を凝こらした。
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　二人の乗る馬の少し手前で騎兵は停止した。

　五騎のうち、いちばん立派な兵装を身に着けている者だけがさらに前に出て、ゆっくりと馬を歩ませてくる。

　二人の馬の二ヤルドほど先で馬を止めたその騎兵は、

「もしかすると、あなたはサイファカール殿でん下かではありませんか？」

　と声をかけてきた。

　思わず馬の横っ腹に括くくりつけてある剣に手を伸のばそうとしたフレイヤを、背後からサイファカールが押し留とどめた。

「僕が誰だれかを確かめるのなら、まず自分がどこの誰かを名乗るべきじゃないかな」

　サイファカールがそう応こたえると、騎兵は馬上から応えた人物がサイファカールであると確信したのだろうか、すぐに馬から下りて地に立った。

「大変失礼いたしました」

　立派な兵装に身を包んだ男は、右手を胸に当て頭を下げる。

「わたくし、アンブロウ州軍団で軍団長を務めていたエルク＝レインと申す者です」

「軍団長!?」

　さすがのサイファカールも目を見開き、驚きを露あらわにする。

（軍団長にしては若いけど、噓うそを言っているようには見えない。兵装も立派だし、物もの腰ごしも、その辺の隊長とは格が違う感じだ。連れている騎兵の数を見ても……）

　そこでサイファカールは気がついた。

（これだけの騎兵を連れているということは、まだエルクというこの男の軍団は健在なのだろうか。だとすれば）

　サイファカールは珍めずらしく勢い込んで訊いた。

「君の見立てどおり僕はサイファカールだ。ところでエルク＝レイン、君は今でも軍団を率いているのかな」

　相手は自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべて答えてきた。

「率いてはおります。もっとも今では三千しかおりませんが」

（三千！　まだ三千を保持しているのか！）

　主君であるロキシーヌ皇子が逃げ去ったのに、軍団五千のうちの三千を保持しているという彼の言葉に噓がなければ、この軍団長、かなり優ゆう秀しゆうな男だと見て間違いなかった。

　もっとも、優秀でなければ皇子の下したで軍団長を務められるはずもないのだが。

（いやそれより。いま重要なのは、この軍団長がなんのために僕の前に現れたのかという理由だな）

　かつての主君、ロキシーヌ皇子の仇あだ討うちというわけではなさそうだ。

　サイファカールを捕とらえてレムリガスへの手て土産みやげにしようというわけでもなさそうだ。

（ということは。僕の傘さん下かに入りたがっている？）

　それ以外の理由は思いつかない。

「今すぐ動かせる兵はどれだけいる？」

　あまりに自然なサイファカールの問いかけに、エルクは一いつ瞬しゆん、反応が遅れてしまった。

「あ、えぇと、部隊は何隊かに分けて動かしておりますので、いま自分の手元にいるのは千ほどですが」

「千いれば充じゆう分ぶんだ。エルク！」

「なんでしょう、殿下」

「仲間を救いたい。手を貸してくれ」

「！」
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　エルクはサイファカールの読みどおり、彼の傘下に入ろうとしてその機会を窺うかがっていたのである。

　サイファカールとレムリガスがアンブロウ州を分け合ったのを知っても、このまま事態が落ち着くとはエルクには思えなかった。

　だからエルクは、保持している三千を率いて皇子と将軍の支配領域の境界近くに潜ひそみ、状じよう況きようを見守っていたのだった。

　残っている三千の兵はエルクを信しん頼らいしており、アンブロウ州長官だったロキシーヌ皇子が逃とう亡ぼうしたのを知っても、アンブロウ州がサイファカールとレムリガスによって分ぶん割かつ支配されたのを知っても、大きな動どう揺ようはなかった。

　むしろ、そんな逆境はエルクがなんとかしてくれる、敗残の兵としてではなく、正当な軍団兵として新たな主君に迎むかえ入れられると期待していた。

　すでに軍団を離れた二千も、逃げられたというより、エルクが敢あえて故郷に帰したというのが実情だ。

　最初からある程度の兵ひよう糧ろうは持っていたし、いったん合流したグレンナ州の軍団と別れるとき、餞せん別べつとしてちゃっかり兵糧を貰もらって（毟むしり取って）いた。

　そうして当座の活動を支えるだけの兵糧を確保していたからこそ、三千の兵力を保持したまま、じっくりと腰こしを据すえてアンブロウ州を取り巻く状況の推移を見守ることができたのである。

　そのうちエルクは物見の報告で、サイファカールが率いていると思われる一団が主要街道を通り、境界を越こえてレムリガスの支配地域へと入っていったのを知った。

　エルクは物見の数を増やし、なおも境界付近と街道沿いを見張っていた。

　だが、サイファカール一行が戻もどってきたという報告はなかった。

　それで彼は何か異変が起きたのを悟さとったのである。

（ふつうなら、皇族が往来するのに主要街道を使わないはずがない。ということは、サイファカール殿下は、レムリガスのところへ行ったきり戻っていないか、はたまた主要街道を外れて自分の支配地域へ戻ったか）

　いずれにしても、それは異常事態といってよかった。

　エルクは直ちに行動を開始した。

　この素す早ばやい決断は、機を見るに敏びんという彼の能力をよく表している。

　全軍を四隊に分けたエルクは、自身で千を率いてフィオレンツ川沿いに部隊を北上させていたのである。

　すでにドゥートスがサイファカールに帰順したことを摑つかんでいたエルクは、彼に対して、自分もサイファカール殿下に帰順したいから取り持ってくれという伝言を持たせた伝令を送っていた。

　エルクは、州都ロクサスの街を見事に乗っ取ったサイファカールの手しゆ腕わんを高く評価していたのだった。

　ドゥートスが動いてくれていれば、サイファカール麾き下かの部隊と衝しよう突とつする虞おそれは限りなく低くなるし、仮に彼の手配が間に合わなくても、アンブロウ州の軍団旗を掲げている以上、いきなり攻こう撃げきされることはないだろう。

　とはいえ、揉もめ事の種はないほうがいい。

　それにエルクは、ただ帰順の意を示すより、自分と自分の軍団を高く売りたかった。

　そのためにも、ここぞという機会を摑んで自分たちの存在価値を知らせる必要がある。

　そう思ったエルクは、サイファカール側の部隊がいないかどうかを探さぐりながら移動してきたところだった。

　彼の行動は、若いに似合わぬ強したたかな計算に裏打ちされていた。

　多数の物見を放ったエルクは、リエンツェ州の部隊が川を越えてサイファカールの支配領域へ侵しん入にゆうしているのを知った。

（事態は大きく動き出した！）

　それを直感したエルクは、配下の千に戦せん闘とう態勢を取らせつつ、リエンツェ州部隊の動きを注視していたのである。

　そんなとき、物見の一隊が、川を渡わたってサイファカールの支配地域へ逃げてくる一団がいるのを発見した。

（大当たり！）

　自分と自分の軍団を高く売る機会が訪おとずれたことを悟ったエルクは、思わず雀じやく躍やくしたくなったが、それはなんとか我が慢まんして、内心で手を打つに留めた。

（何はともあれ、発見したのが本当にサイファカール殿下の一行かどうかを確かめなくてはならない。よし、部隊を動かそう）

　そう決断したエルクは千を率いてサイファカールたちを追いかけてきたのだった。
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　サイファカールの存在を確信したエルク＝レインは、こうして彼の前に姿を見せ、自分の所属と名前を明かした。

（あとは、どうやって自分たちを高く売るかどうかだけど）

　と彼が考えていると、いきなりサイファカールから、手伝ってくれと言われたわけだ。

（考えるまでもなかったか）

　高く売る機会はサイファカールのほうが提供してくれそうだ。

　もちろんその機会は自然に転がりこんできたわけではない。

　軍団を保持したまま機会を窺い、果断な決断をして機き敏びんに動いた結果もたらされたものだから、そこは自じ慢まんしてもいいと自負するエルクである。

　しかも「仲間を救いたい」とサイファカールが言う以上、「仲間」は大きな危機に直面しているのは確実で、救い出せばエルクたちの評価が上がるのは間ま違ちがいなかった。

（しかし、仲間か）

　サイファカールは「部下」とは言わず「仲間」と言った。

　その言葉の選せん択たくに果たしてどれほどの意味があったのかエルクにはわからないが、少なくともその一言で、サイファカールが部下を使い捨ての駒こまと考えていないことが窺える。

　このことがエルクの最終的な決断を後押ししたと言ってよかった。

　サイファカールの要よう請せいに対してエルクは、即そく答とうと言うほどの早さで応えた。

「喜んでお手伝いさせていただきます」

「では、従ついてきてくれ」

　サイファカールはフレイヤに指示を与あたえ、彼女は馬首を巡めぐらせた。

「こちらだ！」

　サイファカールが手を挙げるのを合図に、フレイヤが手た綱づなを扱しごき、馬の横っ腹を蹴けった。

「騎き兵へいはサイファカール殿下に続け！　歩兵はあとから追いかけさせよ！」

　エルクは控ひかえている幕ばく僚りようたちを大声で呼ばわり、幕僚たちは各隊長に指示を送った。

　丘おかの上から騎兵が続々と駆かけ下りてくる。

　エルクは騎兵の先頭に立ち、フレイヤが操あやつる馬を追いかけていった。




　　　　５




　ほとんど疲ひ労ろうしていないエルク麾下の騎兵は、すぐにサイファカールとフレイヤが乗る馬に追いついた。

　二人の馬に自分の馬を並走させながらエルクが訊きいた。

「お味方はどこにいるのです、殿でん下か!?」

「ここからだとわかり難にくいけど、このずっと先に高く尖とがった岩山がある。その近くにいるはずだ。敵の二百を食い止めてくれている」

「お味方の数は？」

「歩兵三十に騎兵が三。それ以外が一」

「たったそれだけで二百を相手に!?」

（それ以外が一というのがよくわからないが、いずれにせよその兵力比では、もう全員が討うち死にしているのでは？）

　とエルクは思った。

（だが。全ぜん滅めつしているのなら、リエンツェ州の兵は殿下を追いかけてきているはずだな。もしかすると、まだ戦闘中なのか？）

　サイファカールが戦場を脱だつ出しゆつしてから、もうかなりの時間が経たっているはずだ。

　たった三十余りで二百を相手にして未いまだに戦闘を継けい続ぞく中だとすると、実に見事な戦闘力と言える。

（どれだけ戦闘力が高いんだ。殿下と共に逃にげてきたということは……アル＝アラ軍団の最精せい鋭えい部隊なのか？　もしかすると噂うわさに高いリリィエンテル某なにがしという軍団長が指揮しているのかな？）

　というエルクの想像は、当たらずとも遠からずといったところか。

　リ・インはリリィに負けず劣おとらずの高い戦闘力の持ち主なのだから。

　ただし、千、二千という単位の部隊指揮をした経験がリ・インにはなく、そこが二人の差だった。

　リリィは、単独での戦闘力も、部隊指揮官としての指揮能力も桁けた外はずれな、極きわめて有能な武人なのだ。

（もしそうなら、僅わずか三十を指揮して二百を相手に時間を稼かせいでいるリリィ某は、噂どおりの化け物だな）

　というエルクの感想も、当たらずといえども遠からずだった。

（とはいえ、リリィ某がどれほど化け物であろうと、いつまでも抵てい抗こうできるはずがない。早く駆けつけたほうがいいな）

　全滅したあとに駆けつけても意味がない。

　自分と自分の軍団を高く売るためには、危き機き一いつ髪ぱつのところに駆けつけ、全滅寸前のサイファカールの部下を救い出すことが重要だった。

「では急ぎます！」

　エルクが手綱を扱しごくと、彼の乗る馬はすっとサイファカールの馬の前に出た。

　周囲を走っていた騎兵もエルクに従って馬の走る速度を上げる。

「アルメイダス、おまえは二十騎を率いて殿下の護衛を！　残りは我に続け！」

「承知っっ！」

　エルクと数十騎の騎兵は一気に速度を上げた。

　たちまちその後ろ姿が小さくなっていく。

　自分たちも速度を上げようとフレイヤが手綱を握にぎる手に力を込こめるのを、サイファカールの右手がそっと遮さえぎった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、フレイヤ。エルクたちに任せておけばいい」

「で、ありますか」

　フレイヤは腕うでに込めた力を抜ぬいた。

「リ・インたちが無事でいることを祈いのろう」

「……はい、皇子様」
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　十数か所に手傷を負ったリ・インは、両手に持った剣けんの切っ先を地に刺さし、それで倒たおれそうになる体をなんとか支えているといった状態だった。

　着ている裳もはずたずたに切り裂さかれ、一部がかろうじて体にまとわりついているだけだ。

　彼女の周囲にはリエンツェ州の軍団兵が折り重なるように倒れている。

　その数は十や二十では利きかなかった。

　リ・インの全身は血に塗まみれて赤く染まっているが、それは返り血を浴びたせいばかりではない。

　激しく息をする度たび、リ・インの肩かたが上下に揺ゆれる。

　腕が重い。

　足が動かない。

　目が霞かすむ。

　気が遠くなりそうだ。

　少しでも気を抜けば地に倒れ伏ふすだろう。

　倒れれば、もう起き上がれないことがわかる。

　今はリ・イン最後の悪わる足あ搔がきを警けい戒かいして遠巻きにしているリエンツェ州兵だが、倒れたが最後、彼女に止とどめを刺そうと殺さつ到とうしてくるのは確実。

　もはや剣を振ふる余力がないリ・インには、襲おそいかかられれば逃げることも抵抗することもできず、針はり鼠ねずみのように全身から剣を生やして絶命するだけだ。

　いま矢で射られれば、やはり針鼠になるだけだが、乱戦になった時点で、みな剣を抜いていたのがリ・インには幸運だった。

　鬼き神しんのようなリ・インの戦いぶりに恐おそれをなした敵兵は、剣を弓矢に持ち替かえることも忘れ、彼女と対たい峙じしたまま動かなかった。

　いや、動けなかったと言うべきか。

（はは……よく戦ったよ我ハ。あとはどれだけ睨にらめっこをしていられるかだナ。その時間が長くなればなるほど皇子は遠くへ逃げられル）

　サイファカールが逃げる時間を少しでも稼ぐ。

　その一念からリ・インは立ち続けた。

　彼女のその思いが、その執しゆう念ねんが、彼女の一命を助けることになった。

　人間、頑がん張ばれば報むくいられるという、いい見本だろう。




　リ・インを取り囲んでいたリエンツェ州兵の輪のいちばん外側にいた者が、真っ先にそれに気づいた。

「敵だ！　新あら手ての敵が来たぞ！」

　それまで青銅製の彫ちよう像ぞうのように固まっていたリエンツェ州兵がびくりと動き、ざわりとざわめいた。

（敵……敵カ。また加勢が来たのカ。我一人にご苦労なことだナ。これはいよいよ年ねん貢ぐの納め時かネ。まぁいいカ。敵が全員ここに集まってきたなラ、味方の何人かは逃げられただろうからナ）

「敵だ」と叫さけんだのがリエンツェ州兵なのだから、新たに駆けつけたのはリエンツェ州兵ではないのだが、気が遠くなりかけているリ・インには、それを理解するだけの思考力と判断力が、もはやなくなっていた。
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　リ・インは、自分を取り囲んでいた兵の壁かべが崩くずれていくのを霞む目で見つめていた。

　兵たちが騒さわいでいるのがわかったが、その理由はわからない。

　円形になってリ・インを取り囲んでいた人の壁の一方向に大きな穴が開き、やがてそれは周囲に波は及きゆうしていった。

　兵たちは何かを叫びながら走り出したが、リ・インに危害を加えようとする者は誰だれもいなかった。

　気がつけば、その場に立っているのはリ・イン一人になっていた。

（何が……どうしたのかネ）

　最後の力を振り絞しぼり、リ・インが首を回すと、見える範はん囲いからは敵兵の姿が消えているのがわかった。

　もっとも目は霞んでいるから、その辺にいる敵兵を見み逃のがした可能性はあるが、それでも自分が窮きゆう地ちから脱だつしたことをリ・インは悟さとった。

　けれど、どうして敵兵がいなくなったのかはさっぱりわからない。

（もしかすると……アンブロウ州部隊が現れた……のカ）

　リ・インの想像を裏付けるように、アンブロウ州の軍団旗を掲かかげた騎き兵へいがこちらに向かって駆けてくるのが目に入った。

（本当かネ）

　リ・インは必死で目を見開いた。

　それで少しだけ視力が戻もどる。

　見み間ま違ちがいでも白昼夢でもなかった。

　一団となって駆けてくる騎兵のうちの何人かは、間違いなくアンブロウ州軍団旗を掲げている。

　騎兵は全部で数十騎はいそうだった。

　それに気づいたリエンツェ州兵は我先にと逃げ出していたのだ。

　リ・インを討ち取ったところで、逃げ遅おくれて自分が討ち取られてしまっては元も子もないと彼らは判断したのだろう。

　蹄ひづめの音を轟とどろかせながら、数十騎の騎馬がリ・インのすぐ横を駆かけ抜けていったが、その場で足を止めた騎兵もいる。

　足を止めた数人の騎兵が次々に馬から下りた。

　その中でも立派な兵装をしている男がリ・インに歩み寄ってくる。

「あなたはサイファカール殿でん下かの部下ですね？」

　声をかけてきたのがまだ若い将だったのに、リ・インは少し意外の念に打たれた。

（なかなかいい男じゃないかネ）

　と思うのと同時に、いま自分がそうとうに酷ひどい恰かつ好こう──血ち塗まみれで半はん裸らだ──をしていることを思い出した。

　見るな馬ば鹿か野や郎ろうと怒ど鳴なるのがいいか──実際に声が出るかどうかはわからない──それとも、きゃっ、と叫んでその場にしゃがみ込むのがいいか、リ・インが迷っていると。

　眼前に立つ男の背中のほうから懐なつかしい声が聞こえてきた。

「無事だったんだね、リ・イン！」

　声のしたほうにリ・インが顔を向けると、こちらに向かって走り寄ってくるサイファカールとフレイヤの姿が目に飛び込んできた。

「は……ははハ、どうやら本当に助かった……ようだナ」

　張り詰つめていた気が緩ゆるんだ。

　足あし腰こしから力が抜けたリ・インは、サイファカールに応こたえる声を上げることもなく、その場に倒れ込んでしまった。
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　目を覚ましたリ・インは、自分が天幕の中に敷しいた厚手の敷き布の上に寝ねかされていることを知った。

　首を擡もたげて自分の体に目をやると、全身が白い包帯でぐるぐる巻きにされていて、包帯にはあちこち血が滲にじんでいた。

　それを見たリ・インに、痛覚が戻ってきた。

「う……痛いたたたたタ」

　彼女は低く小さく呻うめくと、それを聞きつけたフレイヤが急ぎ足で寄ってきてリ・インの傍かたわらに跪ひざまずき、上から顔を覗のぞき込んできた。

「気がついたようだな」

　持ち上げていた首を下ろすと、リ・インは目だけを動かした。

「気がついたナ……ここハ？」

「フィオレンツ川の近くに陣じんを敷いたエルク軍団の本陣でありますよ」

「えるく……とは誰かネ？」

「アンブロウ州の軍団長の一人、エルク＝レイン殿どのであります」

「救きゆう援えんに来てくれたのハ、そのエルク＝レインという男かネ」

「そうです。危なかったのですよ、あなたは。全身に無数の刀傷を受けて、かなり出血が酷かったですからね。もう少し遅おそければ失血死していたかもしれないでありますよ」

「そう……カ」

「傷はわたしが縫ぬっておきました。出血もほぼ止まったから、もう大丈夫であります」

「おまえが縫ってくれたのカ」

　フレイヤはリ・インの顔を見み据すえながら、そうですよ、と頷うなずいた。

「あなたを裸はだかにして、傷口を消毒し、片かたっ端ぱしから縫い合わせたのであります。傷が多かったからけっこう大変でしたよ」

「ありがたいことだナ」

「ただ、縫い合わせたところは傷きず跡あとが残るかもしれません。おっぱいとかにも」

　リ・インは自分の胸むな元もとに視線を向ける。

　大きく盛り上がった双そう丘きゆうも包帯でぐるぐる巻きになっているから、傷の縫ほう合ごう跡あとを見ることはできなかった。

「おっぱいも切られていたカ」

「それほど深手ではありませんでしたが」

「まぁ仕方なイ。我のおっぱいを見るのは皇子くらいだからそれは我が慢まんしておくカ」

　とリ・インが言うと、フレイヤは、はあ？　とわざとらしく顔を顰しかめた。

「何を言っているのでありますか、あなたは。皇子様があなたのおっぱいになんか興味を示すはずがないでしょう？　自うぬ惚ぼれるのもいい加減にしておくがいいでありますよ」

「……そうカそうカ。皇子が興味を示すのはフレイヤのおっぱいだけというわけカ。さすがに帝てい国こくでも一、二を争う巨きよ乳にゆうの持ち主だけのことはあるナ。大した自信だナ。というか自じ慢まんカ？」

　フレイヤは顔を赤らめ、手を振り回す。

「い、いやべつにそんなことは言ってませんよ！　自慢もしてませんし！」

　そんなフレイヤを、リ・インはジト目になって見やった。

「だいたいだナ、我ハ皇子のために命いのち懸がけで戦っテ、すんでのところで命を落とすところだったのだゾ。もう少し優やさしい言葉をかけてくれてもいいのではないカ？」

「そ……それは」

　困った顔になったフレイヤだが、やがて居住まいを正した。

「たしかにこのフレイヤ、まだあなたに礼を言っていないでありました」

　両りよう膝ひざを敷しき物ものに落としたフレイヤは、額を地に擦こすりつけるように深々と頭を下げた。

「リ・インの奮戦のおかげで皇子様とわたしは逃にげる時間を貰もらえました。結果、エルク＝レイン殿と遭そう遇ぐうし、彼の助力を得ることができたのであります。だから、ありがとう」

　今度はリ・インの顔が少し赤らんだ。

「お……そんなふうにおまえから素す直なおに礼を言われると何か裏がありそうで恐こわいネ」

　頭を上げたフレイヤが、ありますかっ！　とツッコんだ。

「でもおまエ、いつもは我やネムネモやステラステラに礼を言うことなんかなかったじゃないかネ」

「礼を言うに相応ふさわしいだけの働きを見せた相手には、きちんと礼を言う女でありますよ、わたしは」

「そうだったかネ」

　首を捻ひねるリ・インに向かって、

「そうでありますよ！」

　と言うと、フレイヤは真ま面じ目めな顔になる。

「不ふ肖しようこのフレイヤ、自分のおっぱい自慢などしませんが、あなたは自分の手て柄がらを自慢してもいいのでありますよ、リ・イン。それだけの働きをあなたはしたのでありますから」

「我だけではないヨ、戦ったのハ」

　そう応えたリ・インは、もう一度、頭を擡もたげた。

「ケーニッシュたちはどうなっタ？　三十人いた歩兵ハ」

　フレイヤはすぐには答えなかったが、やがて徐おもむろに口を開いた。

「三騎いた騎兵の中ではケーニッシュだけが助かったそうです。ただ、彼も手傷を負っていて、いま看病中ということです」

「そうカ。ケーニッシュは助かったカ」

「歩兵は九人が助かったそうでありますよ。ただ、そのうち三人は重じゆう傷しようで、ほかの六人も手傷を負っているらしいですが。要するに無傷の者は一人もいなかったわけです」

「そうカ。合わせて二十三人が死んだカ。だが皇子が無事だったのだから、死んだ奴やつらも無む駄だ死じにではなかったことになるナ」

　しみじみとした口調でリ・インがそう言うと、そうですとも、とフレイヤが頷いた。

「皇子様は、皆の奮戦には必ず報むくいると仰おつしやっています。無駄死になどではありませんよ、絶対に」

「皇子がそう言っているカ。ならばいいのだがネ」

　リ・インは目を閉じ、ふぅ、と息を吐はいた。

「どうしました？　傷が痛むでありますか？　喉のどが渇かわいたでありますか？　水を持ってくるでありますか？」

「いいヨ。おまえに親切にされるとあとが恐いからナ」

「ですから馬ば鹿かなことを言うなと。わたしはいつでもどこでも親切な女でありますよ」

　薄うす目めを開けたリ・インは、フレイヤの顔を見上げ、くすっと笑った。

「あぁ、そういうことにしておくヨ。少し疲つかれたから少し寝るとするカ」

　そう言って、リ・インはまた目を閉じた。

「わかりました。誰だれか人を付けておくでありますから、目が覚めたとき何か必要なことがあれば、すぐにわたしを呼ぶのがいいであります」

　フレイヤはそう呼びかけたのだが、すでにリ・インは眠ねむってしまったらしく、微かすかな寝息が聞こえてきた。

「早いでありますね。いや、疲れていたのでしょうね。本当によくやってくれましたよ、リ・イン」

[image: ]

　フレイヤが包帯でぐるぐる巻きになったリ・インの全身に視線を向けていると、天幕の出入り口からサイファカールが入ってくるのが見えた。

　フレイヤはすぐに立ち上がって王子を迎むかえた。

「リ・インの様子はどう？」

「問題はなさそうであります。さっきまでわたしと話していたのですが、今は疲れが出たのか、寝てしまったであります」

「そうか。リ・インが無事でよかった」

　サイファカールが安あん堵どの息を漏もらすのを見て、フレイヤは、

（わたしが怪け我がをしたときも皇子様はあんな顔をしてくれるだろうか）

　などと考えたが、すぐにその邪じや念ねんを頭から追い払はらった。

「今は寝かせてやるのがいちばんかと」

「そうだね」

「それより皇子様」

　と言う呼びかけで、リ・インを見下ろしていたサイファカールが顔を上げた。

「レムリガスをどうされるおつもりであります？　不肖このフレイヤ、このままにしてはおけないと思うのでありますが。といいますか、皇子様を騙だました男を放ほうっておいてはいけないと思うのであります」

　フレイヤの口調は抑おさえ気味だったが、かなり怒おこっているのはその表情から窺うかがえる。

　それも無理はなかった。

　何しろ完全な騙だまし討うち──討たれたわけではなく捕とらわれただけだったが──という状じよう況きようだったのだから、親衛隊の隊長としては、サイファカールに対してそのような卑ひ劣れつな行いをする者は許しておけないと思うのも当然だ。

「そうだね。彼をどうするかだけでなく、このあと僕たちはどうするか、どうするべきかということを決めておかないとならないね」

　フレイヤは無言で大きく頷いた。

「さっき早馬が来たんだ。いまリリィやドゥールドォール将軍もこちらに向かっているとのことだ。彼らが来たら、主立った者を集めて評ひよう定じようを行おうと思っている。フレイヤ、君はまずエルクのところへ行って、その旨むねを伝えてきてくれないか」

「承知いたしました」

　サイファカールに向かって一礼したフレイヤは、足早に天幕内を歩き、出入り口を潜くぐって外に出ていった。

　残されたサイファカールは、もう一度、足あし下もとに横たわるリ・インに視線を向けた。

　彼女は全身を包帯で巻かれて寝ね入いっている。

　包帯のあちこちに赤い血が滲にじんでいて、その一いち事じを以もつてしても、リ・インが如い何かに激げき烈れつに戦ったかがわかるというものだ。

（本当に僕は、いい家臣に恵めぐまれた。彼ら、彼女らのためにも、僕は帝国の主あるじになって、皆の忠義に報いなければ）

　サイファカールは改めて強くそう思った。

　彼はリ・インについている看護役の兵に、頼たのんだよ、と声をかけて天幕をあとにした。

　サイファカールの中では、すでに腹は決まっていた。
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　その日のうちにリリィが率いる部隊がエルクの軍団に合流した。

「いやぁ、ご無事で何よりですわい。殿でん下かがレムリガスに捕らわれたと聞いたときは肝きもを冷やしましたぞ」

　サイファカール用の天幕に入ってきたリリィは、皇子の顔を見るなり、そう言って喜びを表した。

「リ・インやフレイヤを始めとするみんなの決死の働きでなんとか逃げられたよ。エルクにも助けられたし、ギ・ジュカの演技も見事だった。もちろん、シュラトゥの偽にせの命令書もね」

　サイファカールがそう応こたえると、リリィは真面目な顔で頷うなずいた。

「今回の一番手て柄がらはシュラトゥですかな。あのような姑こ息そくで小こ賢ざかしい方法、儂わしら武人には思いつきもしませんからの。あ、今のは褒ほめ言葉ですぞ」

「そうだね。僕も他人の裏をかくのは好きだけど、あそこまで見事に騙したことはあまりないな。あ、もちろん今のも褒め言葉だよ」

　二人は顔を見合わせ、ぷっ、と噴ふいた。

「今回の論功行賞はあとでするとして。まずは座って」

　サイファカールは天幕内に用意させた床しよう几ぎにリリィを座らせ、リリィから現状の報告を聞いた。

　彼女によると、アル＝アラ軍団の一部千五百のほか、ドゥートスが率いるアンブロウ州軍団五千も従ついて来ているとのことだった。

「そうか。ドゥールドォール将軍はアル＝アラに置いていた軍団を呼び寄せたのか。で、いま本人は？」

「将軍の率いるペリージア州軍団は少し遅おくれてこちらに向かっております。ロクサスからさらに遠えん征せいとなりますと、いろいろ準備もありますから。アル＝アラから呼び寄せた軍団一個は、我らが出立するときにはまだロクサスに着いておりませんでした」

　少し考えていたサイファカールは、顔を上げ、ちょうどいい、と言った。

「将軍には『僕とリリィが訪ねていくから本ほん陣じんで待っていてくれ』と伝えてくれないか」

　リリィはニヤリと笑った。

「あのおっさんには本音を言えませんからのう」

　サイファカールもにんまりと笑う。

「そういうことだね」

　サイファカールは笑えみを消し、真面目な顔に戻もどって言った。

「では、ドゥートスを呼んでくれないか」

「何をさせますか？」

　とリリィに訊きかれ、サイファカールは決然と言い放った。

「ドゥートスの軍団を渡と河かさせる」

「ほう。ついにやりますか？」

「やるけど、その前にグラゥクスやギ・ジュカたちを助けなくてはならない。みんなばらばらになって逃げているからね。こちら側へ脱だつ出しゆつできた部隊を拾い、向こうに取り残されている部隊を救出する。そのためにドゥートスの軍団とエルクの軍団を送り出す。急いでくれ」

「承知ですじゃ」

　リリィは即そく座ざにサイファカールの伝言を伝えるべく早馬を仕立て、今も行軍中であろうドゥールドォール将軍の部隊へと送り出し、同時にドゥートスへも伝令を送った。
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　エルク軍団本陣の大天幕内に、サイファカール以下、フレイヤ、リリィ、ドゥートス、マルチダス、エルクが勢せい揃ぞろいしている。

　床几に腰こしを下ろした五人を前に、サイファカールは作戦概がい要ようを説明した。

「……というわけで、僕を逃にがすために囮おとりとなったギ・ジュカやグラゥクス、マイスマイヤ以下の兵たちがまだフィオレンツ川の向こうに取り残されているはずだ。なんとしても彼らを救いたい。その役目をドゥートスとエルクの軍団に頼みたいんだ」

　すぐにドゥートスが立ち上がった。

「ロキシーヌ殿下の配下だったわたしを許してくださるだけでなく、こうして殿下の一いち翼よくを担になわせてくださった。サイファカール殿下のご厚情に報むくいるためなら、このドゥートス、なんでもやりますぞ」

　サイファカール陣営では新参者のドゥートスとしては、この機会を逃のがしたくはない。

　大いに働いてサイファカールが満足するような結果を残さなくては、彼の陣営に居場所がなくなるだろう。

　もちろん、今はドゥートス軍団の副軍団長に収まったマルチダスも事情は同じである。

　当然、エルクも。

（結果を出さなくてはサイファカール殿下に見限られるでしょうね。わたしの未来を切り拓ひらくためにも、ここはきっちりと働いておかなくては）

　と思いつつ、エルクも立ち上がった。

「殿下のご命令のままに」

「少し危険だけど、頼んだよ」

（危険。それはつまり）

　エルクはサイファカールの顔色を窺うような視線を向けてきた。

「味方を追っているリエンツェ州兵と遭そう遇ぐうしたら武力で追い払うということですか？」

「それもある」

（それ、も？）

　少し驚おどろきの色を浮うかべたエルクが、なおも訊いてきた。

「ドゥートス殿どのとわたしの軍団は、味方を救出する以上の作戦を川の向こうで、つまりレムリガス将軍の支配領域で行うということなのですね？」

　サイファカールは表情を変えずにエルクを見やったが、内心では感心していた。

（僕の意図をきちんと解して、先読みができる。この男、意外と拾い物かも）

　そんな思いを微み塵じんも感じさせないまま、サイファカールは真顔で頷いた。

「味方を救出しつつ先へ進み、ローデントの街を囲んでほしい」

　サイファカールのこの言葉には、さすがのリリィも驚きを隠かくせない。

「つまり殿下は、レムリガスとは完全に手を切ると仰おつしやるのですな!?」

　リリィがそう訊くと。

「仕方がないね。僕は将軍のために、いろいろと配はい慮りよした。けれど将軍は僕を裏切った。一度、裏切った人間は、たとえ今回許しても、また裏切る」

　と言うサイファカールの目は冷え冷えとしていて、そこに怒いかりの炎ほのおは見えなかった。

　そのことが逆にリリィの心しん胆たんを寒くする。

「ならば、今ここで切ってしまったほうが後あと腐くされがない」

　リリィだけではない。

　ドゥートスもエルクも、サイファカールの言葉を心に刻みつけた。

「ですが殿下、ここでレムリガスを敵に回せば、彼奴あやつをミラニエゥス殿下の軍に追いやることになりませんかな？」

　とリリィが問いを重ねると、意外にもサイファカールは、それでいい、と答えた。

「むしろ、それがいい。この際、レムリガスとミラニエゥスの兄貴を二人まとめて片づけてしまおう」

　サイファカールの口調には、まったく力みが感じられなかった。

　散らかった部屋を片づけようと言うような平静な態度と声で彼は言葉を継ついだ。

「まずはロキシーヌ鎮ちん圧あつのために帝てい都とを発たった軍団へ連れん絡らくをつけ、訴うつたえる。もちろん帝都の皇太子にも。内容は『レムリガスとミラニエゥスの兄上が手を結んで反皇太子のために起ち上がった』だね。『鎮圧の際には僕の部隊も協力を惜おしまない』とも」

「しかし殿下、宰さい相しよう殿がそれを素す直なおに信じますかな」

「だから補強材料を用意しておくのさ。鎮圧部隊と皇太子宛あての上申書は、僕とドゥールドォール将軍の連名にしておく」

　リリィが、なるほど、と手を打った。

「たしかにドゥールドォール将軍であれば噓うそや偽いつわりは言わないと評価されるでしょうな。ですが」

　そこでリリィは少し困った顔になる。

「ドゥールドォール将軍、その報告書に署名しますかな？」

　サイファカールは澄すました顔で答えた。

「そこは僕とリリィとで上う手まく持っていくのさ」

　リリィは嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「儂はそういう腹芸、あまり得意ではないのですがのう。腹芸を繰くり出すより、拳こぶしや蹴けりを繰り出すほうが好みでしてなぁ」

　サイファカールが苦笑を浮かべ。

　ドゥートスやエルクも微び苦く笑しようしている。

「ドゥールドォール将軍を殴なぐりつけて言うことを聞かせるとかは駄だ目めだよ？」

　リリィは思いきり渋しぶい顔になった。

「いや、しませんよ、そんなことは」

　サイファカールはリリィに向かって、頼むよ、と声をかけると、エルクやドゥートスに向き直った。

「君たちの軍団にはレムリガスが支配下に置いたローデントの街を攻こう撃げきする態勢を取ってもらう。将軍の反応を探さぐりたいんだ」

「レムリガス将軍が後ご詰づめを送ってきたら、どういたしますか？」

　とエルクが訊くと。

「こちらも増ぞう援えん部隊を送り込む。具体的にはドゥールドォール将軍の軍団二個だね。それでこちらは二万近くになる。レムリガスの後詰めが来ても問題ないだろう？」

「なるほど。ええ、それなら問題はありません」

　とエルクが答えたので、サイファカールはドゥートスに目を向けた。

「はい、充じゆう分ぶんであります」

　すぐに彼も同意の意を示した。

「とはいえ、レムリガスが後詰めを送ってくる可能性は低いと思うけどね」

「そうなのでありますか？」

　それまで黙だまって話を聞いていたフレイヤが口を開いた。

「レムリガスにしてみれば、毒を食らわば皿まで、ではないのですか、皇子様？」

「ああ、そうだね。だから彼は、後詰めを送るよりミラニエゥスの兄貴に泣きつくだろうと僕は思っている」

　リリィが、くくっ、と笑った。

「なるほどなるほど。それは劇毒ですじゃのう」

「先せん鋒ぽうとして働くから、僕の攻勢からアンブロウ州の西半分とリエンツェ州を守ってくれと申し出る。ミラニエゥス側としても、レムリガスの二万は喉のどから手が出るほどほしい。おそらく申し出を受けるだろうと思う。それでミラニエゥス軍は七万くらいになるのかな。帝都からの鎮圧軍がどの程度の規模なのか、まだ判然としないけれど、おそらく十万には届かないだろうな。となると、ミラニエゥス勢と鎮圧軍はほぼ同数になる。だからこそ、僕たちの動向が重要になるのさ」

　サイファカールは不敵な笑えみを浮かべて言葉を継いだ。

「ほぼ同数の鎮圧軍とミラニエゥス軍が睨にらみ合っているとき、僕たちがミラニエゥス軍の背後を衝つくような機動を始めたらどうなるか。すでに決起しているミラニエゥス軍は引き返すわけにはいかない。僕の部隊が間に合う前に鎮圧軍との睨み合いにケリをつける必要がある。鎮圧軍を討うち破り敗走させておいて、僕の部隊を迎げい撃げきする。ミラニエゥス軍が取れる策はそれしかない」

　そこで言葉を切ったサイファカールが皆の顔を見回すと、ドゥートスが低く唸うなった。

「そうか。双そう方ほうが正面からぶつかれば、たとえミラニエゥス殿でん下かの軍が勝利したとしても、大きな犠ぎ牲せいを出しているわけですから、我々が戦いやすくなるのですね」

「それだけじゃない。帝都から送られた鎮圧軍に勝ったということでミラニエゥス兄貴の反逆が明らかになる。こちらは反逆者を討ち取れと周囲に檄げきを飛ばせるんだ。もっともミラニエゥス勢が勝ったら、向こうは向こうで、正義は我らにある、我らの下もとへ参集せよ！　という檄を飛ばすんだろうけど。そうなった場合でも、ミラニエゥスの兄貴……というか、兄貴の臣下の野望は明らかなので、すぐに馳はせ参じる勢力はそれほど多くないだろうと僕は思っている」

　リリィもドゥートスも、マルチダスもエルクも、周しゆう到とうな読みに裏付けられたサイファカールの策に感心した顔になった。

　ただ一人、フレイヤだけは、

（皇子様なら、この程度はいつものことであります）

　と当たり前の顔をしていた。

「サイファカール殿下」

「何かな、ドゥートス？」

「殿下は、ミラニエゥス殿下の軍と帝都から来る鎮圧軍がぶつかったとき、ミラニエゥス殿下の軍が勝つとお思いなのですか？」

「その可能性は高いと思っている。自分たちの土地を守ろうとするリエンツェ州軍は必死になるだろうからね。ミラニエゥス軍も、周到に用意して起ち上がったみたいだ。それに比して、急きゆう遽きよ送られてきた鎮圧軍の戦意は、あまり高くないんじゃないかと踏ふんでいる」

　ドゥートスはそれで納なつ得とくしたようだったが、エルクは少し引っかかりを覚えた。

（とはいえ、鎮圧軍が勝つ可能性だってあるはずだ。通過する州で殿下が想定する以上の兵を集めていたら十万近くになることだって……）

　そのとき、サイファカールはどうするつもりなのだろう。

　あくまで皇太子のために働くということで、恭きよう順じゆんの意を示すのだろうか。

　それでは帝国の主あるじになる機会を失ってしまわないかと、エルクはそこが気になった。

　彼がロキシーヌの背中を押したのは、主君が皇こう帝ていになれば、自身の立身出世が約束されるからだ。

　一族郎ろう党とうなどいないエルクだが、それだからこそ、徒と手しゆ空くう拳けんで成り上がるには、自分の主君が高みに昇のぼってくれることが必要だった。

　せっかく新たな主君として選んだサイファカールなのだ、できれば彼には新皇帝として帝国に君臨してほしい。

　それが自分の出世に繫つながるのである。

　とはいえ、それをこの場で指し摘てきするのは憚はばかられる。

「サイファカールにも叛はん心しんあり」と言うようなものだ。

　エルクだって叛逆を唆そそのかした者と言われかねない。

（機会を見て、それとなく殿下に訊きいてみるか）

　そう思ったエルクは、この件についてこれ以上追つい及きゆうすることは諦あきらめた。

「どちらが勝つかは大した問題じゃない」

　というサイファカールの声で、エルクは我に返る。

（殿下は何を狙ねらってらっしゃるのか）

　エルクはもう一度、彼の口くち許もとに注意を向けた。

「重要なのは、どちらかが一方的な勝利を得ないということだ。そうは言っても、どちらが勝ったほうが好もしいか、というのはあるけどね」

　ほほう、と言って、リリィが面おも白しろそうな顔を向けてきた。

「殿下はどちらが勝ったほうがより好もしいと思われるのですかな」

「鎮圧軍だね。逆に言えば、ミラニエゥスの兄貴に勝ってもらっては困るということさ」

　サイファカールは居並ぶ一同を意味深な顔で見回してから言葉を継いだ。

「だから僕の手で片をつける。レムリガスが兄貴に庇ひ護ごを求めるのなら、手を組むのなら、ちょうどいい機会だ、二人まとめて僕が滅ほろぼす」

　エルクもドゥートスもマルチダスもサイファカールの決意表明に驚おどろいていたが、リリィだけは内心で大きく頷うなずいていた。

（温厚で思い遣やりがあって家臣や民たみに優やさしいサイファ殿下だが、一面、なかなかに激情家であらせられる）

「僕は来るものは拒こばまない。いつでも誰だれでも歓かん迎げいする。だけど裏切り者は許さない」

　そう宣言するサイファカールの目に、今度は青く冷たい炎ほのおが揺ゆれていた。

　それに気づいたリリィは、

（もう一度、儂わしもそのことを心中に銘めい記きしておこう）

　と自分を戒いましめるのだった。
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　エルクとドゥートスの軍団を送り出したサイファカールは、その足でドゥールドォール将軍の本ほん陣じんを訪おとずれた。

　サイファカールの来訪を聞いたドゥールドォール将軍が天幕から走り出してきた。

「やあ、将軍！」

「サイファカール殿下！　よくぞご無事で！」

　ドゥールドォールは長い両りよう腕うでを広げ、顔に満面の笑みを浮うかべて皇子を出で迎むかえた。

「心配しましたぞ」

「部下たちの機転と奮ふん闘とうで、なんとかレムリガスのところから脱だつ出しゆつできたよ」

　ドゥールドォールは「レムリガス」という名を聞いてあからさまに顔を顰しかめた。

「彼奴あやつめ、なんという卑ひ劣れつな真ま似ねを」

　将軍のその言葉を、サイファカールはあっさりと肯こう定ていする。

「そうだね。まさか僕も彼から騙だまし討うちに遭あうとは思ってもいなかったよ」

「リリィ、おぬしがついておりながら、殿下を危険な目に遭わせるとは」

　ドゥールドォールに睨まれ、リリィは頭を搔かきながら、

「ごもっともですじゃ。自分の不ふ甲が斐いなさを恥はじておりますよ」

　と謝った。

「いや、リリィに責任はないよ。レムリガスからの会談の申し出を受けたのは僕の判断だ。僕の甘さが招いた危機だったんだ」

　サイファカールにそう言われ、リリィを睨むドゥールドォールの目つきが和やわらいだ。

「しかし……帝国の安あん寧ねいのために働く殿下を捕とらえるということは、帝国に弓引く行こう為いも同然。奴やつは己おのれの野心を露あらわにした……ということでしょうか」

「その話なんだけど」

　サイファカールはわざとらしく周囲を見回してから言った。

「さすがにここでするのはちょっと」

「あぁ、そうですな。たしかにここでは不ま味ずいですな」

　ドゥールドォールは自分の天幕へとサイファカールを誘さそった。

「では、詳くわしいお話は中でお聞かせください」

　サイファカールとリリィはドゥールドォールに先導され、大天幕の出入り口を潜くぐった。
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「なんですと!?　レムリガスはミラニエゥス殿下の意を受けて動いていたですと!?」

　確証こそないが、二人が意思の疎そ通つうを図はかっていたことは、ステラステラの証言によって明らかである。

　だからサイファカールは、多少の潤じゆん色しよくを加えながらドゥールドォールに説明した。

　ミラニエゥスとレムリガスは手を組み、王都からの討とう伐ばつ軍を迎むかえ撃うってこれを破り、手て薄うすになった旧王国領を帝都に向けて進撃し、帝都を陥おとして皇太子を捕らえるつもりだろうということを順序立てて。

　サイファカールの話はあくまで「想像」だったが、どこにも矛む盾じゆんはなく、現実の出来事がそのまま反映されている。

　彼の「想像」は、ドゥールドォールの耳には既き定ていの路線、必然の未来に聞こえた。

「なんという恐おそれ多いことを！」

　律りち儀ぎなドゥールドォールは、案の定、怒いかりを露わにする。

　帝国を継つぐのは当然、皇太子でなくてはならない。

　ドゥールドォールはそう思っている。

　彼がサイファカールに味方しているのは、サイファカールが皇太子のために働いていると思い込んでいるからだ。

　そのサイファカールを害しようという者は、ドゥールドォールにとって、帝国の安寧を脅おびやかす「帝国の敵」である。

　その帝国の敵レムリガスが、あろうことかミラニエゥス皇子と結んで皇太子打だ倒とうに動いたとなれば、見過ごすことのできない一大事だった。

　ドゥールドォールは、ぎりりと歯を嚙かみしめた。

「ロキシーヌ殿でん下かに続いてミラニエゥス殿下まで。いけませんぞ。なんとしてもミラニエゥス殿下とレムリガスの野望を阻そ止ししなくては」

　彼のその言葉を聞いてサイファカールは爽さわやかに笑った。

「将軍がそう言ってくれるのを待っていたよ」

　そしてサイファカールは笑えみを消し、どこまでも真しん剣けんな表情でドゥールドォールを正面から覗のぞき込んだ。

「僕は帝都から送られてくる鎮ちん圧あつ軍と共きよう闘とうし、レムリガスとミラニエゥスの兄上の野望を阻止するために戦おうと思う。手を貸してくれるかな、将軍？」

　ドゥールドォールは勢いよく床しよう几ぎから起ち上がり、右の拳こぶしを握にぎりしめて吼ほえた。

「もちろんですとも！　我がペリージア州軍団、帝国の平和と安寧のためなら、いくらでも働きますぞ！」

　サイファカールは素す早ばやくリリィと目配せを交かわした。

（これでレムリガスに対たい抗こうできるだけの兵力は確保できた。あとは、いつ、どこで、どうやって二人の軍を叩たたき潰つぶすか、だな）
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　この後、サイファカールは己の構想どおり、ミラニエゥスとレムリガスの連合軍と激げき突とつすることになる。

　サイファカールが帝国の後こう継けい者しや争いの渦か中ちゆうで雄ゆう飛ひするきっかけとなった、あの大会戦の開始を告げる鐘かねが鳴るときが、すぐそこまで迫せまっていた。
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　ミラニエゥス皇子が率いるロンディウム州軍団本ほん陣じんにある、ひときわ立派な大天幕。

　ちょうどミラニエゥスは、その中に置かれた大きな椅い子すに座って書物を読んでいる最中だった。

　そこへ一人の男がやってきた。

「失礼いたします、ミラニエゥス殿下」

　ミラニエゥスは手にしていた本を置き、男のほうへ顔を向ける。

「ジルランティスか。なんだい？」

「レムリガス将軍の下もとへ送ったセフィールドからの伝令が来ました」

「なんて言っている？」

「将軍はサイファカール殿下の拘こう束そくに同意したそうです」

「ふぅん、そうか」

　と応こたえるミラニエゥスからは驚おどろきも興奮も感じられない。

「まぁ上う手まくやって。もしサイファを拘束できたなら、そうだな、久しぶりに会って話をしてみようかな。サイファが親おや父じ殿どのに帝都を追放されたときの実際を聞いてみたかったんだよ。たぶん真相は世間の噂うわさと違ちがうはずだから」

[image: ]

（そんな過ぎた話はどうでもいいのではないだろうか）

　と思わないでもないジルランティスだが、それを指し摘てきしたりはしない。

　ミラニエゥスは知的好こう奇き心しんに溢あふれた人物だということはよく理解している。

　逆に言えば、現実的な利益にはあまり興味がない人物だということも。

　だからこそジルランティスやセフィールドたちは、ミラニエゥスを担かつぎ出し、自分たちの手で現実的な利益を追求しようと決心したのだから。

「あいつが最近読んだ面おも白しろい書物の話も聞いてみたいしなぁ」

（たしかにサイファカール殿下、ミラニエゥス殿下ほどではないにせよ、かなりの読書家だという噂だが、今はそんなことを話している場合ではないだろうに。いや、ミラ殿下の場合は……それでいいのかもしれないな）

　ジルランティスたちにとって、現実的な利益に興味を示さないミラニエゥスだからこそ彼を担ぐことに旨うま味みが出るのだ。

（そう、ミラ殿下には、我らの野望のための看板になっていただければそれでいいのだ。偉い大だいなる先せん帝てい陛下のご子息を担いでいるからこそ、我らに同調する勢力が出てくる。皇太子に不満を抱いだき新たな主人の出現を待つ者、今の地位に不満を抱き新しい序列を願う者。我らはそういう者を味方に引っ張り込み、この帝国をミラ殿下に継がせる。それが我らの富ふう貴きに繫つながるのだから）

　ここまでは上手く事を運べている。

　気がかりだったレムリガス将軍も、どうやら自陣営に取り込めそうだ。

　最大の懸けん案あん、むしろ大きな脅きよう威いと言えるサイファカール皇子の自由も奪うばえそうだ。

　ジルランティスは自分たちの行動に手応えを感じていた。

　未来に希望を抱いていた。

　けれど事態は、ジルランティスやセフィールドの知らないところで大きく動き出しているのだった。
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　ロムニア帝国西岸の海港都市にも帝てい国こく艦かん隊たいは配置されていたが、船せん腹ぷく数すうはそれほど多くなかった。

　大きな海港都市でも二十隻せきとか三十隻程度だ。

　こちらの沿岸航路は内海と比べて重要ではないという事情もあるが、そもそもロムニア帝国は海上交易にあまり熱心ではなかったのだ。

　というより、海が好きではなかった。

　海洋交通や通商は海洋民族であるグリクス人とフェニクス人に任せておけばいいというのが帝国の、王国時代からの基本方針だ。

　船が好きで、海が好きで、自ら艦隊を指揮するのが好きなチチェリアーナは、ロムニアの人間としてはかなりの異い端たん児じだった。

　その異端児が、いま自らの能力を遺い憾かんなく発揮していた。




　チチェリアーナに率いられた大艦隊──その船腹総数は三百を超こえている──は、内海を出て西の大洋を北上し、大陸西岸へと近づいている。

　東へと進路を変えたチチェリアーナが乗船する旗き艦かん前方には、蹲うずくまる巨きよ獣じゆうのような大陸の黒い影かげが広がっている。

　旗艦の周囲には洋上を埋うめ尽つくすほどの艦船が群がり、掲かかげた帆ほに西風を受け、滑すべるように東進していた。

　波はそれほど高くなく、中型船でも問題なく進めている。

　すでに先せん遣けん隊たいは大陸本土の西海岸に上陸し、後続部隊のための陣地設営を始めていた。

　途と中ちゆうで何度か、海港都市に属する艦船を見かけたが、だからといってチチェリアーナ艦隊を阻そ止しできるような艦隊は存在しない。

　チチェリアーナの大艦隊は威い風ふう堂どう々どう、航海を続けていた。




「が、その航海もそろそろ終わるな」

　旗艦の甲かん板ぱん、舳へ先さきに近いところに立ち、彼方かなたに広がる大陸の黒い影を見やっていたチチェリアーナが、傍かたわらに立つオルヴィネアに向き直り声をかけた。

　二人とも水軍服に身を包み、膝ひざ丈たけの裳もを穿はいている。

　その裳が海風を受けて軽くはためいた。

「明日には上陸できそうだ。ところで先遣部隊からは何か連れん絡らくがあったか？」

「はい、殿でん下か。海港都市マリスク、同じくスビルシュは恭きよう順じゆんの意を示しております。一方、エルバンディオン、マルケルトル、エルジントンの三都市は我がほうの上陸を拒きよ否ひしてきました。他ほかの都市は、現状、様子見に走ったようです」

「二都市であっても、こちらに付いた都市があれば上陸に大きな問題はないな」

「そうでありますね。事前の根回しが効いたという形です」

「港の規模はマリスクのほうが大きかったな？」

「はい」

「では、艦隊主力はマリスクを目指そう。分遣隊の第一と第三はスビルシュへ向かわせることとする。伝令船を送れ」

「は。承知しました」

「上陸後、直ちにマリスクの執しつ政せい官と話をしたい、その手配も頼たのむぞ」

「場所はどこがよろしいですか？」

「そうだな。波止場にしておこうか。吾われらの大艦隊を間近で見れば、執政官殿もその気になりやすいだろう」

「承知いたしました」

「他の都市へは引き続き早はや舟ぶねを送り続けよ。吾らの威い容ようをその目で確かく認にんした都市の中には、気が変わるところが出るやもしれない」

「それも承知でございます」

　チチェリアーナの命令を幕ばく僚りように伝えるべくオルヴィネアが下がっていくと、チチェリアーナは体の向きを変え、群ぐん青じよう色いろの大おお海原うなばらと、その向こうに広がる陸地を見やった。

「さて。いよいよ戦いくさが始まる。それも陸戦が、だ」

　そう呟つぶやいたチチェリアーナは、内心で言葉を継ついだ。

（吾は陸戦の指揮を執とったことなどないが、まぁなんとかなるだろう。それよりも。吾の行く手を阻むのは果たして誰だれなのか）

　チチェリアーナは帝国各地に多くの情報収集員を送り込んでいて、彼らからもたらされる情報にいつも目を通しているから、かなり正確に帝国の内情を把は握あくしていた。

　ビルダバルダスが帝国領外へと進しん撃げきしていったことも。

　決起したロキシーヌがサイファカールに破れ、逃とう亡ぼうしたことも。

　ミラニエゥスが南下していることも。

　ミコノス兄弟が隣りん州しゆうを侵しん犯ぱんしていることも。

　皇太子が積極的に動いていないことも。

　船上にいながらチチェリアーナは把握していた。

（陸戦で敵に回すといちばん厄やつ介かいなビルダバルダスが帝国領外へ出ていってしまったのは助かった。あいつが戻もどってくる頃ころには、吾わが軍は大陸に橋きよう頭とう堡ほを確保しているだろう）

　皇太子や宰さい相しようなどはチチェリアーナの眼中にない。

（自尊心だけが大きい正義漢ぶった兵ひよう六ろく玉だまと、利権にしか関心がない俗ぞく物ぶつに吾を止められるはずもない。吾の行く手を遮さえぎる者がいるとすれば、それはやはり……）

　チチェリアーナの脳のう裏りに血を分けた肉親の顔が浮うかんだ。

（それはサイファの阿あ呆ほうしかいない。あいつの危あやうさを見み抜ぬける者はそういないからな。おそらく上手く立ち回り、しぶとく後こう継けい者しや争いを生き抜くに違いない。最後の最後には、あいつと帝国を二分するような大会戦を帝都の近くで行うことになるかもしれないな）

　そんな彼女の予想は、半分当たって、半分外れることになるのだが。

　ともあれチチェリアーナは、帝国の誰よりもサイファカールの実力を警けい戒かいしていた。

（ミラニエゥス辺りと共とも倒だおれになってくれると助かるのだが、そう上手くはいかないのだろうな。いずれ決着をつけなくてはならない相手だ。あいつに止とどめを刺さすのも姉たる吾の務めというもの）

　チチェリアーナは遥はるか彼方にいるサイファカールに向かって内心で呼びかけた。

（待っていろ、サイファ。吾は二十万の兵を率いておまえのところに行くぞ。そのときまでにおまえはどれだけの軍勢を揃そろえられるかな）
















　サイファカール皇子の特とく徴ちようを一言で言い表すとしたら、どんな言葉になるだろう。




　冷静沈ちん着ちやく。

　激情家。

　家臣思い。

　誠実にして温厚。

　冷れい淡たんで冷れい酷こくで非情。

　敵への寛かん容よう。

　裏切り者への容よう赦しやのなさ。

　野心家。

　責任感に溢あふれる。

　視野の広さ。

　将来を見通す力。

　壮そう大だいなほら吹ふき。

　用よう意い周しゆう到とう。

　行き当たりばったり。

　果か敢かんな決断力。

　即そく断だん即そつ決けつ。

　熟考し、思い悩なやむ。

　楽観的。

　悲観主義者。




　多くの人からは、そんな言葉が出るだろう。

　一見、正反対のように思える言葉もあるが、実はどれも間ま違ちがってはいない。

　相反し、矛む盾じゆんし、撞どう着ちやくしているそれらの言葉は、サイファカールのごく一部を言い表しているにすぎないからだ。

　激情家ではあるが、冷静沈着で。

　温厚篤とく実じつでありながら、無む慈じ悲ひで無情で。

　家臣思いの優やさしい主君だが、ときに冷酷非情で。

　敵対者を許す度量を持ち、けれど裏切り者は絶対に許さない。

　決断力に富みながら、考えすぎるところもあり。

　大いなる野心に溢れてはいるが、義務感と責任感が強く。

　よく先を読み用意周到に策を巡めぐらせるが、意外と出たとこ勝負で行き当たりばったりのところもあり。

　広い視野を持って将来を見通す目を持つが、その割に細かなことに拘こだわり。

　物事に楽観的でありながら、本質的には悲観主義者である。




　サイファカールという男は、そんな人間なのである。

　言い換かえれば、常人の物差しでは計り難がたい男ということだ。

　サイファカールが帝てい国こくの後継者争いに名乗りを上げてから順調に歩を進めてきたように他者からは見えたとしても、彼が迷い悩むことも意外と多かった。

　しかし、今回は悩まなかった。

　自分を裏切ったレムリガスを叩たたくことを。

　予想より早く南下してきて、自分の前に立ち塞ふさがる大きな障害になろうとしているミラニエゥスを排はい除じよすることを。

　どうせやるなら、その二人をまとめて片付けてしまうことを。

　サイファカールは疾とうに決断を下していた。

　そのためには正面から二人を討うち破る必要があることもわかっていた。

　正面からの衝しよう突とつになれば、双そう方ほうに大きな犠ぎ牲せいが出ることも覚かく悟ごしていた。

　だがサイファカールは、この局面ではどれほどの犠牲を払はらってでも、確実に、素す早ばやく、後継者争いの舞ぶ台たい上から二人を追い出す必要があることも理解していた。

　犠牲を嫌きらうことも。

　犠牲を厭いとわないことも。

　やはり、そのどちらもがサイファカールなのである。




　こうして後継者争いの序じよ盤ばん戦せん最大の決戦が迫せまりつつあった。

　ミラニエゥス皇子とレムリガス将軍の連合軍対サイファカールとドゥールドォール将軍の連合軍による、帝都の皇太子への挑ちよう戦せん権けんを懸かけた決戦の始まりである。

　もっとも、当事者の一人、ドゥールドォールは、この戦いの勝者が皇太子への挑戦権を得るのだということを理解していなかった。

　そのことが今後の展開に大きく影えい響きようしてくるのだが、それはもう少し先の話である。

　そして二人の皇子が挑戦権を得るために激げき闘とうを始めつつあるその遥か西方に、もう一人の挑戦者が姿を現していた。

　大艦かん隊たいを率いて大陸西岸への上陸を果たしたチチェリアーナ皇おう女じよ。

　帝都の皇太子や宰さい相しようの目が東へ──ロキシーヌやミラニエゥス、サイファカールのほうへ──向いている隙すきに易やす々やすと上陸を果たしたチチェリアーナは、次にどのような手を打ってくるのか。

　隣州を攻こう撃げきしたミコノス兄弟はどう動くのか。

　帝国領外へと討って出たビルダバルダス上将軍はどうするのか。

　内乱の行く末は、まだまだ見通せない。







　　　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たです。「気温が二十五度を超こえたら暑い」と言ってしまえるほどには札さつ幌ぽろ人じんになった舞まい阪さかです。関東以南では五月なのに普ふ通つうに三十度超えたりしているそうですから、それに比べればまだマシです、札幌。暑いのは嫌きらいです。何しろわたしが札幌に引ひっ越こしてきた理由の一つが「もう関東平野の暑さには耐たえられん！」ですからね。昔は平気だったのですが。というより、暑いのは大好きだったのですが。やはり年を取ったせいでしょうか。寒さへの耐たい性せいは増していますが、暑さへの耐性は低くなるばかりです。いずれ札幌の暑さにも耐えられなくなって、釧くし路ろとかに引っ越す羽目になるかもしれません。知ってます？　八月の釧路の最高気温（平年値）、一番高い日でも二十一・四度ですよ？　天国じゃないですか。引退した暁あかつき（？）にはいよいよ釧路移住でしょうかね。

　まぁ、それはまだ先の話だとして。

　五月から六月の札幌（北海道）は、一年でいちばんいい季節と言えるのかもしれません。何しろ北海道、梅つ雨ゆがない。本州（以南）では六月だとホテル代とか安くなりますけど、北海道はむしろ高いですから。六月から七月の中ちゆう旬じゆん、本州では梅雨真っ盛りの頃ころ、北海道は観光シーズンです。以前（こちらに転居してきてから）、七月の上旬に富ふ良ら野ののラベンダー畑に行ったら、その混雑度、半はん端ぱじゃなかった。北海道観光の場合、オフシーズンは三月、四月頃ごろらしいですよ？　スキーシーズンはもう終わりかけていて。桜にはまだ早く。街中は溶とけかかった雪で汚きたなく。夜は気温が下がるから、昼間に溶けた雪が凍こおって歩き難にくく。それでも、本州のスキー場の雪質が悪くなる三月に北海道へスキーに来るという手はあるのかもしれませんが。

　スキーと言えば。今シーズンはスキーに二回行けました。ここ数年、一回しか行けなかったので、これは快挙。もっとも一回目のスキー旅行では二日目に雨に降られてしまって（一月なのに雨！）、実質的には一・五回と言うべきかもしれませんが。でも、二回目のニセコスキーは四泊はく五日の日程でしたから、存分に楽しめました。四泊五日という贅ぜい沢たくな日程でスキーに行ったのは生まれて初めてかも。

　生まれて初めてと言えば。先日、某ぼう高等学校へ取材に行きました。高校を取材するのは二回目ですが、以前は卒業校を訪れて見学させてもらっただけなので、実質的には今回が初取材。しかも、ちょっと特とく殊しゆな高校だったので、なかなか興味深いものがありました。その取材の成果が……活かされる日が来るのかどうかはわかりませんww

　さて、今回は紙し幅ふくに余よ裕ゆうがないので、この辺で恒こう例れいの「今後の予定」に行きましょう。

　十一月に「ロムニア帝てい国こく興亡記Ⅶ」（富士見ファンタジア文庫）が出ます。それでいろいろケリがつく……かも？

　八月には「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国Ⅷ」（ＭＦ文庫Ｊ）が出る予定。同じく八月には「ナーガ」のドラマＣＤも出る予定なのですよ。ということで、声優さんの候補リストをサンプルボイス付きでもらったのですが。わたしも知っている声優さんの名前がたくさん入っていてビックリ。サンプルボイスを聞いて感心。やっぱ、プロの声優さん、上う手まいわ～。面おも白しろいシナリオも書けたと思うし、八月のドラマＣＤ、わたしも今から楽しみです。

　その次は……ファミ通さんの新作が十月頃に？　出る？　かも？

　ということで、次は八月に「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅷ」でお目にかかりましょう。




　舞阪百貨店新別館稼か働どう中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターも、たまに細々と思い出したように呟つぶやいてます。




　二〇一五年六月吉きち日じつ


舞阪＠ジュビロ磐いわ田たの雲行きが怪あやしいぞ 洸こう　拝





















ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記きⅥ




─迫せまり来くる決けつ戦せんの時とき─








舞まい阪さか　洸こう





富士見ファンタジア文庫





平成27年7月25日　発行





ver.002





©Kou Maisaka, Sawaru Erect 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ロムニア帝国興亡記VI　─迫り来る決戦の時─』

平成27年7月25日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/t001.jpg
\)

J(L

A

)1(

U°

)

G
A4

o)
A4

B
)\_.L_D






item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg
\//
S [
r %E k
[r :
% Ig
)
e %
i :
!
)
il]
' F |
) ﬁ\ y
75 "
- R
Ao o






item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg
)

B3 Fﬁggﬁ( V|7 ""

HER Hifgonll 5

7 o ceenfarii ne
‘\‘ 4 ‘,‘A‘,:@\i ~

it






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p275.jpg





item/image/p006-007.jpg
OL=7HEEEE n

(FFHBED DMIRFHR(FEBL) %m

>~
/) G\ a7 =N A

AR
\/”A %\ /
4 Yy g /Aw
A SHUIAIE 2]
/ / i o4 —3 //'Jth%‘r/’m\/M W
XU e | sy / Mo i /M(m%
%Y ///%EW= A Tna
57 > P by

A

il

7. =77 .
‘le/'”;,

—~ . y b ) ‘// )_l_/ '7;/7"D:7;,H /M\/M\
k. VR ) 21 ;
, ///; /4 < i

:" / ’\\///‘\ ‘ 7 /’/ /~,,/ 2 > - —_//,%;‘ “
' s
il <7
. = / Wy %, W, / %\)/
2» T

/,
'."f"’"’ E EE%E;!;-?}L?—EA‘E*/
e

N
Wy
77

vy o 7
A v
;// ///// 7





item/image/p037.jpg





item/image/allcover-001.jpg
ARDRBABISADUSA S b
EPSTVBTENBLDTI S,
AUEIETE, L, BLBAS
BUEEOVVBICBATHS hD
EOTVERS TRV FICRIT,
LEOTEL EREIERDIHS
HAON, ETHRFBNTT.

152k TLOREDD
DI—FYAY  LINTIFI (D2

z
7
3
b4
H

SRR O B A L2 LT - 0% 5 — X O
FERMD AL SR L, BOEHTHA 7 75—
ZOMRIVE 2T N EHE, WHORD S DT LT,
DVIRHOI R &) & LT07z,

L L. 2011 S B 22O UBHORI - LAY H 20
BB o2 BAOBTE L bIzREM bR, Bifan
TLESRFA 77 A=V LAY HADHHRICVHH 0T
3722y AN SRR ESNTLE R AT BMES
SABY Iy METE RY DT 4 7 7 &SRO
ety U A Ve T LAY D RIFEO R EHRE— |





item/image/p221.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序文



		第１章　巧妙な罠



		第２章　ステラステラの帰還



		第３章　奪還作戦開始



		第４章　決死の時間稼ぎ



		第５章　全面対決のとき迫る



		第６章　誰が行く手を阻むのか



		跋文



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p179.jpg





item/image/p299.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/p003.jpg
Y
‘\\

= My g4 5 LY
. |

e
— 30K BYRDI—

i o






item/image/p245.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/t008.jpg
2

G
A4

o)
L4

p & -
)\_L_D






item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg
\
€

7

)\.L_D






item/image/kuchie-002.jpg
_ v > 3

IKIRMKIRNE &

D % o
ARV SRS 1ot |
s%lz@aﬁ% A

—  HWRSHsN
x_T_vx_Tﬁmiaﬁ.a

e

RIRS LUk °

E

(}f(’/






item/image/p005.jpg
= Lo

BROBENSERLRL T TIV=T>D
BEHEIR, ABIEDEOD D EYDEER
B IRTIRDENF

YaxXql
BOEATREAAR, I—2EH#ITT IV
=TS OEERIREHDD

TTHHE. HRIRA, BRTHLETLBE LD
AN DODEVMADLEEREL A%
HBBDOHEE

FRYT1
BAT7H—IVEFELETRILEMNDORES
feotec. REBRICHDRNEEBLAED
LT . HBTBI/REL TV

L7277
TIV=TZKEDREEN 7IL=TZTK
FBIFFELGV.REEZBRKRICLTWVSS
LU ZENDRATEEE N

1y

VOB NMETOXELLHICEIF T
U\ B R L BRH MR T, E<E
KEESENS

FFzIV7—7

N~ OLZTox—ttt

N oE-24. %6

B ks 177

= H—ILORFEE

> RBR<EROHEHS

| EEBREDHRE

2T GREERER

“on =P HEEEAY

AL=THyR—it
7 W oLZTHEEDL
2% NE0LZT
IEEHABEIC
B A, 2%D
FEHICHEDR
FROMEE Y. BHER
HoEREDR D

SE5=-I9R
OLZIvR—HHOBE=2F . E5HLEE
LEEND, BRINBREBEDHESE
B RO S BFERWVTETHIND

AHY

BEDRIE BT AHH ORBESE
ETBBEERFIBHETNT. 25
VA RDBNEEDE

EO/AR%
RIva—Z¢RIYI—UDZATTY
FTFIVNORBEEH DD, EHHEDIR
EHERE LHD

ELYINIVY R LIGE
HFEBROET, BUEE S LEERED
B5ZWPELTHAL ELEEDT
ZELDRRITIEL






item/image/t007.jpg
[r ]
@® % )
T % I
y -
< ﬁﬁ o
23
1T
{
g‘:
e
) il 4
oJr 10y dr
() ? )
[ ‘ 2 "\’ﬁ’/"’ & “ ]
Ab— o . ‘E&’ o u}\\






item/image/p004.jpg
EFLYAT7
A—IVcfFF e
BEE TR
EBOFE AT
H—IVDEFE =%
HTER BB L%
EY

| YA T7A—ILD
HEakR, (wE
THAIBICADE
BN IEETHT S
b\ HBRTIE
S W, MBI L A
'77' IVDBENF

y RAHEFAHSPO
Y| CEREEDE
A ATTH—IV
)y DEANGZRE
| C.EFORDE
Z=BRIS

OLZIYA—HDEARE
F HETRIEFEFIEWN
SEHIFEON ESLTIHRD D
—FETIEODEVTINE

Bl 3 {775 —VEL T (HE#]) il — SR cm—

LR ME. L
| ERBDESLEP
DEEDELRER
WEDTHELEE
- B ) AVER Y
A77H—IVDE
AHGRE

YA T7A— IV Z D HESF L. T«
Dhfic WOEY A T7H—ILDFEZEIES
w3

Yashy

BEAER BONUEIDBOBLE
BEELTV S, AADMEIAIS LU
PRy

€71

YA T7h— IR L (K) 5. B
RlClEIREEREREL TS
(ORES%)

To299R

IR 77— )VEEDNECHBEE, L
HELTEHTFEE>TWED YA T77H—
JVICRHEENTEFICE T






item/image/t006.jpg





